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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

十
王
堂
免
遺
跡　

赤
穂
原
遺
跡　

縄
文
土
器　

撚
糸
文
土
器

　

大
浦
山
式
土
器　

無
文
土
器　

林
國
治

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
縄
文
土

器
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
資
料
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
横
浜
市
域
周
辺
で

考
古
資
料
を
採
集
し
て
い
た
林
國
治
氏
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。

　

土
器
群
の
主
体
と
な
る
時
期
は
縄
文
時
代
撚
糸
文
期
後
半
で
あ
り
、
当
該
期

の
遺
跡
と
し
て
は
多
量
の
土
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
採
集
さ
れ
た
土
器
片
の

数
は
、
撚
糸
文
期
前
半
の
土
器
群
が
八
十
六
点
、
大
浦
山
式
土
器
が
二
六
〇
点
、

東
山
式
土
器
が
二
十
二
点
、
無
文
土
器
が
二
八
六
点
、
早
期
後
半
の
土
器
群
が

一
〇
点
、
草
創
期
隆
線
文
期
の
可
能
性
が
あ
る
土
器
が
五
点
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
切
れ
目
状
の
補
修
孔
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

器
面
調
整
具
の
痕
跡
、
口
縁
部
の
黒
色
化
し
た
土
器
、
土
器
の
大
き
さ
に
つ
い

て
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
た
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
一
九

六
七
年
の
設
立
以
来
、
県
内
を
中
心
と
し
た
考
古
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
現

在
、
当
館
で
は
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お
り
、
整
理
が
進
ん
だ
資
料
か
ら
順

次
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
十じ

ゅ
う
お
う
ど
う
め
ん

王
堂
免
遺
跡
採
集
の
縄
文
土
器
の
報
告
を
行
な
う
。
こ
れ

ら
は
林
國
治
氏
に
よ
り
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
採
集
さ
れ
た
資
料
で
、
一
九
六
六
年

に
当
館
へ
収
蔵
さ
れ
た
。

一　

林
國
治
氏
に
よ
る
資
料
採
集
の
経
緯
と
遺
跡
の
概
要

（
1
）
撚
糸
文
土
器
研
究
と
林
國
治
氏
の
採
集
活
動

　

林
國
治
氏
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
、
横
浜
市
域
を
中
心
に
考
古
資
料
の
採
集
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
た
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
る（

（
（

。

　

一
九
四
〇
年
代
〜
五
〇
年
代
の
考
古
学
界
で
は
、
縄
文
土
器
の
起
源
を
め
ぐ
る
議

論
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
古
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
撚
糸
文
土
器
の
探
求
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
明
治
大
学
の
杉
原

荘
介
氏
、
芹
沢
長
介
氏
ら
や
横
須
賀
考
古
学
会
の
赤
星
直
忠
氏
、
岡
本
勇
氏
ら
は
神

奈
川
県
域
で
の
発
掘
調
査
を
多
く
実
施
し
、
横
浜
市
南
部
か
ら
三
浦
半
島
周
辺
は
撚

糸
文
土
器
研
究
の
重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
て
い
た
（
杉
原
・
芹
沢
一
九
五
七
、

芹
沢
一
九
五
七
、
岡
本
一
九
六
〇
な
ど
）。
そ
の
よ
う
な
中
で
林
氏
は
横
浜
市
十
王

堂
免
遺
跡
で
採
集
し
た
土
器
に
撚
糸
文
土
器
の
含
ま
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
以
降
、

本
遺
跡
で
の
採
集
を
精
力
的
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
王
堂
免
遺
跡
は
、現
在
の
横
浜
市
磯
子
区
汐
見
台
に
存
在
し
た
遺
跡
で
あ
る
（
第

1
図
）。
撚
糸
文
期
の
遺
物
を
多
く
出
土
す
る
遺
跡
で
あ
っ
た
が
、
開
発
の
た
め
に
一

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の

　
　
　
　
　
　
縄
文
時
代
撚
糸
文
期
土
器
群

　
︱ 
林
國
治
氏
旧
蔵
の
横
浜
市
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料 

︱
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九
六
〇
年
代
前
半
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
林
氏
の
採
集
し

た
資
料
群
は
十
王
堂
免
遺
跡
の
内
容
を
知
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

林
氏
は
後
年
に
回
想
録
を
い
く
つ
か
著
し

て
お
り
、
十
王
堂
免
遺
跡
に
つ
い
て
の
記
述

も
認
め
ら
れ
る
。重
要
な
記
述
で
あ
る
た
め
、

や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
き
た
い（

（
（

。

「
二
十
九
年
四
月
八
日
に
始マ

マ

め
て
こ
の
遺
跡

に
赴
い
た
。
場
所
は
起
伏
の
多
い
台
地
で
、
そ
の
台
地
の
一
部
の
中
央
が
畑
で
、
西

よ
り
北
は
急
斜
面
が
段
々
畑
と
な
り
、
東
南
は
斜
面
が
雑
木
林
、
そ
の
下
方
田
圃
に

続
く
低
地
は
畑
で
あ
り
、
中
央
畑
の
北
側
は
細
い
道
が
一
本
通
っ
て
、
畑
と
急
斜
面

の
雑
木
林
と
を
境
し
て
い
る
。
東
南
側
も
同
じ
く
四
〜
五
十
セ
ン
チ
の
道
が
一
筋
通

っ
て
い
る
。
中
央
の
畑
を
か
っ
て
開
墾
し
た
折
に
出
土
し
た
土
器
、
石
器
を
投
棄
し

た
と
考
え
ら
れ
る
、
二
次
的
堆
積
の
処
が
北
側
雑
木
林
の
一
部
に
あ
る
。（
中
略
）
三

十
二
年
十
月
の
始
め
に
赴
い
た
と
き
は
、東
南
斜
面
雑
木
林
の
中
に
入
っ
た
。（
中
略
）

山
芋
を
掘
っ
た
穴
が
二
個
な
ら
ん
で
口
を
開
い
て
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
を
持
っ
て

い
た
の
で
、
一
ツ
の
穴
の
内
壁
を
突
い
て
見
る
と
、
小
さ
な
土
器
片
が
落
ち
て
い
っ

た
。
と
り
上
げ
て
見
る
と
口
辺
部
で
、
口
唇
が
稍
肥
厚
し
て
、
撚
糸
文
は
密
に
縦
走

し
て
お
り
、
ト
ジ
穴
と
い
わ
れ
る
穴
も
一
個
開
い
て
い
る
。（
中
略
）
こ
れ
は
縄
文
初

頭
の
夏
島
式
土
器
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
し
て
幾
日
か
の
後
、
即
ち
十
月

十
日
に
山
芋
の
穴
を
中
心
に
試
掘
し
た
。
出
土
し
た
の
は
無
文
土
器
片
と
共
に
横
走

撚
糸
文
土
器
だ
っ
た
。（
中
略
）
明
治
大
学
講
師
・
芹
沢
長
介
氏
を
遺
跡
へ
案
内
し
て
、

大
学
で
発
掘
し
た
い
と
の
話
を
伺
が
い
（
中
略
）
三
十
三
年
六
月
二
十
八
、
二
十
九
、

第 1図　十王堂免遺跡の位置

三
十
の
三
日
間
、
芹
沢
長
介
氏
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
大
勢
の
学
生
が

発
掘
に
参
加
し
た
。（
中
略
）
十
王
堂
免
は
隣
接
の
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
、
磯
子
区
間

渡
り
と
共
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
磯
子
団
地
と
し
て
造
成
工
事
が
行
な
わ
れ
、
高
い
処

は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
深
く
削
り
押
し
崩
さ
れ
、
低
い
処
は
盛
り
上
り
、
そ
し
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
パ
ー
ト
が
数
十
棟
建
ち
な
ら
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
早
期
、
中
期

の
遺
跡
が
四
箇
所
破
壊
や
文
字
通
り
煙
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
町
名
も
三
者
帰

一
し
て
磯
子
区
汐
見
台
と
な
っ
た
。」（
林
一
九
六
七
）

「
三
十
三
年
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
十
王
堂
免
、
平
台
、
大
塚
、
赤
穂
原
、
同
経
塚
山
、
磯

子
町
間
渡
り
等
の
在
遺
跡
の
広
地
域
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
磯
子
団
地
と
し
て
の
造
成
工

事
が
十
王
堂
免
、
平
台
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
遺
跡
の
煙
滅
、
土
器
、
石
器
等
資
料
の

滅
失
を
惜
し
み
、
毎
週
の
日
曜
日
雨
の
降
る
日
も
工
事
場
所
に
赴
い
て
土
器
片
、
礫

器
等
の
採
集
に
努
め
た
。
採
集
し
た
資
料
は
頗
ぶ
る
多
数
で
あ
っ
た
。」（
林
一
九
七

七
）

「
昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
八
日
、
調
査
者
を
芹
沢
長
介
氏
、
多
数
の
学
生
が
参
加
し

て
発
掘
が
開
始
さ
れ
た
。
場
所
は
森
町
赤
穂
原
の
最
西
北
端
、
私
が
昭
和
三
十
二
年

秋
、
試
掘
に
よ
っ
て
大
浦
山
式
、
平
坂
式
の
土
器
片
数
十
個
を
採
集
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。」（
林
一
九
七
九
）

　

こ
れ
ら
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、
林
氏
は
一
九
五
四
年
四
月
八
日
に
初
め
て
十
王

堂
免
遺
跡
を
訪
れ
て
以
来
、
継
続
的
に
本
遺
跡
を
踏
査
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に

は
開
発
に
さ
ら
さ
れ
た
本
遺
跡
に
お
い
て
丹
念
に
遺
物
の
採
集
を
行
な
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
資
料
を
実
見
し
た
明
治
大
学
の
芹
沢
長

介
氏
が
現
地
の
発
掘
調
査
を
希
望
し
、
実
際
に
一
九
五
八
年
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
芹
沢
氏
に
よ
る
発
掘
調
査
の
報
告
書
は
未
刊
だ
が
、一
九
六
二
年
刊
行
の
『
日

本
考
古
学
年
報
』
に
若
干
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
芹
沢
氏
が
林
氏
採
集
資

料
を
実
見
し
た
の
は
一
九
五
八
年
三
月
の
よ
う
で
あ
る
（
芹
沢
一
九
六
二
）。
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先
述
の
よ
う
に
、

当
時
の
考
古
学
界
で

は
、
最
古
の
縄
文
土

器
と
し
て
の
撚
糸
文

土
器
の
探
求
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い

た
。
林
氏
が
十
王
堂

免
遺
跡
を
踏
査
、
撚

糸
文
土
器
を
採
集
し

て
い
た
時
期
は
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
時
期

に
あ
た
っ
て
い
る

（
第
1
表
）。

　

林
氏
は
大
学
等
で

の
考
古
学
の
専
門
的
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
在
野
に
あ
っ
て
基
本
的
に
独
学
で
研

究
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
学
界
の
最
新
の
動
向
に
も
目
を
向
け
て
活
動
し
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

　

林
氏
の
採
集
資
料
は
一
九
六
六
年
に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、林

氏
に
よ
り
採
集
年
月
日
、
採
集
場
所
が
墨
書
で
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
存
在

す
る
（
第
2
図
）。
十
王
堂
免
の
地
名
と
と
も
に
記
さ
れ
た
日
付
の
中
で
最
も
古
い
も

の
は
林
氏
が
初
め
て
本
遺
跡
を
訪
れ
た
と
述
べ
て
い
る
一
九
五
四
年
四
月
八
日
付
け

も
の
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
も
の
は
一
九
六
一
年
四
月
十
三
日
付
け
で
あ
る
。
本
地

域
の
造
成
の
主
目
的
で
あ
っ
た
磯
子
団
地
建
設
の
工
事
が
起
工
さ
れ
た
の
は
一
九
六

一
年
一
月
二
十
八
日
で
あ
る
か
ら（

（
（

、
工
事
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
数
ヶ
月
の
間
は
現
地

踏
査
を
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第 2図　林氏による土器片への注記

第 1表　主な撚糸文土器研究と林國治氏の動向

（
2
）
遺
跡
の
位
置
お
よ
び
林
氏
の
採
集
地
点

　

十
王
堂
免
遺
跡
周
辺
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
開
発
に
伴
う
造
成
工
事
の
た
め
、

大
幅
に
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
範
囲
の
行
政
区
画
も
造
成
前
は
横
浜
市
南

区
上
大
岡
町
十
王
堂
免
、
平
台
、
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
に
わ
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

一
九
六
三
年
六
月
の
整
理
に
よ
り
一
帯
は
磯
子
区
汐
見
台
と
な
っ
た
。

　

遺
跡
が
ほ
ぼ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
今
日
と
な
っ
て
は
、
遺
跡
の
正
確
な
範
囲
を
求

め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
林
氏
の
採
集
地
点
は
氏
の
記
述
と
造
成
が
行
な
わ
れ
る
以

前
の
地
形
図
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
第
3
図
）。
先

に
引
用
し
た
よ
う
に
十
王
堂
免
遺
跡
に
関
す
る
氏
の
記
述
は
複
数
存
在
す
る
が
、
一
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第 3図　十王堂免遺跡周辺の地形と林氏採集推定範囲および明治大学調査地点
横浜市 1/3000 地形図「磯子」昭和 8 年（横浜開港資料館所蔵）より作成
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第 4図　十王堂免遺跡周辺の現在の地形と林氏採集推定範囲明治大学調査地点
国土地理院 1/10,000 地形図「上大岡」平成 16 年に、昭和 8 年の地形図からトレースした境界を重ねて作成

九
六
七
年
の
記
述
が
最
も
具
体
的
で
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
氏
の
「
台
地
の
一
部
の

中
央
が
畑
」
で
「
西
よ
り
北
は
急
斜
面
が
段
々
畑
と
な
り
、
東
南
は
斜
面
が
雑
木
林
、

そ
の
下
方
田
圃
に
続
く
低
地
は
畑
」
と
い
う
表
現
が
該
当
し
そ
う
な
の
は
地
形
図
の

十
王
堂
免
の
範
囲
内
に
は
見
当
た
ら
ず
、
付
近
で
は
平
台
の
東
南
部
に
あ
る
平
坦
地

が
そ
れ
に
当
た
り
そ
う
で
あ
る
。
一
方
で
、
氏
の
採
集
資
料
に
は
「
平
台
」
や
「
森

町
赤
穂
原
」「
森
町
赤
穂
原
経
塚
山
」と
い
っ
た
注
記
も
一
定
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
地
区
名
を
使
い
分
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
そ
う
考
え
る
と
、
林
氏
の
こ

れ
ら
の
地
区
の
認
識
と
行
政
区
画
と
し
て
の
字
と
の
間
に
は
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
林
氏
の
記
述
と
地
形
図
を
参
照
す
る
限
り
、

林
氏
の
い
う
「
十
王
堂
免
」
は
地
形
図
で
の
平
台
お
よ
び
森
町
赤
穂
原
の
一
部
を
含

ん
で
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
赤
穂
原
と
い
う
地
名
は
森
町
の
他
に
上

大
岡
町
に
も
存
在
す
る
が
（
平
台
の
西
に
隣
接
、
第
4
図
）、
林
氏
の
注
記
は
い
ず
れ

も
「
森
町
赤
穂
原
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
上
大
岡
町
赤
穂
原
の
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。

（
3
）
明
治
大
学
調
査
地
点
―
「
赤
穂
原
遺
跡
」
―
と
の
関
係

　

明
治
大
学
の
芹
沢
長
介
氏
は
一
九
五
八
年
三
月
に
林
氏
の
採
集
資
料
を
実
見
し
本

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
希
望
、六
月
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
概
要
は
、一

九
五
八
年
度
の
『
日
本
考
古
学
年
報
』
に
「
横
浜
市
赤
穂
原
遺
跡
」
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
（
芹
沢
一
九
六
二
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
所
在
地
は
「
磯
子
区
森
町
赤
穂
原
」

で
「
標
高
は
約
八
〇
m
」「
磯
子
の
海
岸
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
八
〇
〇
m
」「
南

東
に
む
く
斜
面
の
一
端
に
、
包
含
層
が
露
出
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
当
時
の
調
査
記
録
に
よ
る
と
、
調
査
地
点
は
現
在
の

汐
見
台
小
学
校
の
敷
地
内
に
該
当
す
る
と
い
う（

（
（

。
こ
れ
ら
は
林
氏
の
記
述
に
あ
る「
東

南
斜
面
雑
木
林
」
や
「
森
町
赤
穂
原
の
最
西
北
端
」
と
い
う
表
記
と
も
矛
盾
し
な
い
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
治
大
学
の
調
査
地
点
は
林
氏

の
「
十
王
堂
免
」
と
し
て
い
た
範
囲
に
含
ま
れ
る
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
第
3
・
4
図
）。

　

明
治
大
学
の
調
査
以
降
、
芹
沢
氏
の
記
述
が
引
用

さ
れ
「
赤
穂
原
遺
跡
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
（
神
奈
川
県
史
編
纂
室
編
一
九
七
九
な
ど
）、本
稿

で
は
林
氏
に
な
ら
い
十
王
堂
免
遺
跡
と
し
て
お
く
。

　

な
お
、
明
治
大
学
の
調
査
の
際
に
は
、
表
土
か
ら

加
曽
利
E
式
土
器
、
そ
の
下
層
か
ら
勝
坂
式
土
器
、

阿
玉
台
式
土
器
が
多
数
、
そ
の
下
方
の
黒
色
土
層
か

ら
「
典
型
的
な
大
浦
山
式
土
器
」
が
多
数
、
さ
ら
に

そ
の
下
層
か
ら
は
「
夏
島
式
と
考
え
ら
れ
る
破
片
」

が
少
数
出
土
し
た
ら
し
い
（
芹
沢
一
九
六
二
）。

二　

林
氏
採
集
土
器
群
に
つ
い
て
―
観
察
所
見
―

　

本
章
で
は
林
氏
が
採
集
し
た
土
器
群
の
観
察
所
見

を
記
載
し
て
い
く
。
林
氏
の
収
集
し
た
資
料
は
い
ず

れ
も
表
面
採
集
品
で
あ
る
た
め
、
層
位
的
な
検
討
や

分
布
の
傾
向
等
を
検
討
す
る
た
め
の
情
報
は
欠
落
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
に
型
式
学
的
な
分
類
に
よ
り

記
述
し
て
い
く
。

　

土
器
群
の
主
体
は
撚
糸
文
土
器
で
あ
る
。
そ
の
他

に
早
期
後
半
、
中
期
中
葉
〜
後
葉
の
土
器
が
あ
る
。

押
型
文
土
器
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
中
期
土
器
に

つ
い
て
は
本
稿
で
は
紙
面
、
作
業
上
の
制
約
か
ら
割

第 5図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（1）　（当館蔵）
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第 6図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（2）　（当館蔵）
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第 7図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（3）　（当館蔵）
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愛
し
た
。

　

林
氏
の
採
集
土
器
は
、
中
期
土
器
を
除
く
と
六
六
九
点
、
重
量
に
し
て
約
四
十

二
・
六
kg
に
及
ぶ
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
細
片
等
を
除
く
五
八
三
点
を
報
告
す
る（

（
（

。

　

掲
載
資
料
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
重
量
、
器
面
調
整
等
に
つ
い
て
は
観
察
表

に
記
載
し
た
。
な
お
、
以
下
「
林
氏
資
料
」
と
し
た
場
合
に
は
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
林
氏
に
よ
る
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料
を
示
す
も
の
と
す
る
。

（
1
）
夏
島
式
（
第
5
図
、
第
2
表
）

　

1
〜
22
は
夏
島
式
で
あ
る
。
縦
位
あ
る
い
は
斜
位
に
撚
糸
文
お
よ
び
縄
文
が
施
さ

れ
る
も
の
で
、
撚
糸
文
の
条
間
が
狭
く
、
施
文
が
や
や
深
い
も
の
を
一
括
し
た
。
1

が
多
く
な
る
。
口
縁
は
弱
く
外
反
す
る
も
の
が
多

い
。
断
面
は
丸
棒
状
の
も
の
が
多
い
が
、
37
、
38

は
角
頭
状
と
な
る
。
26
に
も
わ
ず
か
に
平
坦
面
が

作
出
さ
れ
て
い
る
。
24
、
28
〜
30
等
の
よ
う
に
口

唇
部
が
肥
厚
す
る
も
の
も
あ
る
。
原
体
に
は
撚
糸

文
が
用
い
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
27

で
は
、
口
縁
部
直
下
は
横
位
に
、
そ
れ
以
下
は
縦

位
の
施
文
と
な
る
。
56
に
は
縄
文
RL
が
施
文
さ
れ

る
。
施
文
は
乱
雑
で
、器
面
に
は
凹
凸
が
目
立
つ
。

57
は
絡
条
体
条
痕
文
が
施
さ
れ
る
。
口
縁
が
や
や

外
反
し
内
面
に
は
稜
が
作
出
さ
れ
る
点
か
ら
後
述

の
大
浦
山
式
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

口
縁
部
付
近
で
の
縦
位
施
文
と
い
う
点
か
ら
稲
荷

台
式
と
し
た
。

　

79
〜
83
は
焼
成
や
胎
土
等
の
類
似
性
か
ら
同
一

第 2表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（夏島式・稲荷台式）

〜
17
は
口
縁
部
破
片
で
、
17
が
緩
く
外
反
す
る
他
は
直
立
す
る
口
縁
と
な
る
。
断
面

は
丸
棒
状
の
も
の
が
多
い
が
、
2
、
3
は
口
唇
が
面
取
り
さ
れ
角
頭
状
と
な
る
。
5
、

10
、
15
等
は
口
唇
部
が
肥
厚
す
る
。
施
文
原
体
は
、
3
が
RL
？
、
5
、
11
、
18
が
RL

の
縄
文
と
な
る
他
は
撚
糸
文
が
用
い
ら
れ
る
。
撚
糸
文
の
撚
り
は
R
と
L
が
お
お
よ

そ
半
々
と
な
る
。

（
2
）
稲
荷
台
式
（
第
6
・
7
図
、
第
2
表
）

　

23
〜
86
は
稲
荷
台
式
で
あ
る
。
縦
位
あ
る
い
は
斜
位
に
撚
糸
文
お
よ
び
縄
文
が
施

さ
れ
る
も
の
で
、
夏
島
式
に
比
べ
撚
糸
文
の
条
間
が
や
や
広
が
り
、
施
文
も
浅
く
な

る
。
ま
た
、
撚
糸
文
、
縄
文
の
撚
り
が
不
均
質
で
粗
く
、
施
文
単
位
も
乱
雑
な
も
の
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第 8図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（4）　（当館蔵）
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第 9図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（5）　（当館蔵）
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第 10図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（6）　（当館蔵）
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個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
一
個
体
に
撚
糸
文
と
縄
文
の
両
者
が
施
文
さ
れ
る
事
例
で
、あ

ま
り
類
例
が
な
い
。
胴
部
下
半
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
下
方
に
縄
文
R
が
施
文
さ
れ

た
後
、
上
方
に
撚
糸
文
R
が
施
さ
れ
る
。
他
の
土
器
片
に
比
べ
器
壁
が
薄
く
、
焼
成

も
や
や
異
な
る
。
早
期
後
半
等
の
他
時
期
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

撚
糸
文
の
様
相
が
他
の
稲
荷
台
式
土
器
と
類
似
す
る
点
等
か
ら
本
時
期
と
し
た
。

　

84
〜
86
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
底
部
際
ま
で
縦
位
の
撚
糸
文
が
施
さ
れ

る
。
先
端
部
の
内
面
は
わ
ず
か
に
肥
厚
す
る
。

（
3
）
大
浦
山
式
（
第
8
〜
20
図
、
第
3
〜
5
表
）

　

87
〜
276
は
横
位
に
撚
糸
文
が
施
さ
れ
る
も
の
で
大
浦
山
式
に
比
定
さ
れ
る
。
大
浦

山
式
に
は
い
く
つ
か
の
分
類
案
、編
年
案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
（
岡
本
一
九
六
〇
、宮

崎
一
九
八
一
、
原
田
一
九
八
九
、
石
井
一
九
九
一
、
戸
田
一
九
九
五
、
原
田
二
〇
〇

八
な
ど
）、
未
だ
共
通
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
新
し
い
分

類
案
を
示
す
こ
と
は
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
記
述
し
て
い
く
。

　

大
浦
山
式
の
口
縁
部
形
態
に
大
き
く
二
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と
は
当
初
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
（
岡
本
一
九
六
〇
）。
一
つ
は
口
縁
部
下
に
屈
曲
を
も
つ
も

の
で
、
岡
本
勇
氏
に
よ
り
「
大
浦
山
式
a
類
」
と
さ
れ
た
一
群
、
も
う
一
方
は
屈
曲

を
も
た
ず
直
立
す
る
も
の
で
「
大
浦
山
式
b
類
」
と
さ
れ
た
一
群
で
あ
る
。
本
稿
で

も
こ
れ
に
な
ら
い
呼
称
す
る
。
林
氏
資
料
に
お
い
て
は
前
者
は
五
十
九
点
、
後
者
は

八
〇
点
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
平
縁
で
波
状
口
縁
や
突
起
等
は
な
い
。

　

厚
め
の
器
壁
、
赤
褐
色
を
帯
び
た
胎
土
に
白
色
の
砂
粒
が
目
立
つ
点
等
は
こ
れ
ま

で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
岡
本
氏
が
「
軽け

い
し
ょ
う鬆」
と
し
た
胎
土
―
「
脆

く
」「
火
山
灰
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
粘
着
性
に
乏
し
い
」
土
―
が
用
い
ら
れ
る
例
も
散

見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
器
壁
に
発
泡
痕
の
よ
う
な
一
㎜
程
度
の
小
穴
が
多
数
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

a
．
口
縁
部
に
屈
曲
を
も
つ
も
の
―
大
浦
山
式
a
類
―

　

87
〜
145
は
口
縁
部
に
屈
曲
を
も
つ
も
の
で
「
大
浦
山
式
a
類
」
と
呼
称
さ
れ
る
一

群
で
あ
る
。
原
田
昌
幸
氏
（
一
九
八
九
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
屈
曲
部
の
形
態
に
は

い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
段
状
と
な
る
も
の
（
87
〜
97
な
ど
、
原

田
氏
の
「
形
態
③
」
に
概
ね
該
当
す
る
）、
凹
線
状
と
な
る
も
の
（
100
〜
122
な
ど
、
原

田
氏
の
「
形
態
②
」
に
概
ね
該
当
す
る
）、緩
い
カ
ー
ブ
と
な
る
も
の
（
125
〜
145
な
ど
、

原
田
氏
の
「
形
態
①
」
に
概
ね
該
当
す
る
）
に
大
別
で
き
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
差

は
漸
位
的
で
あ
り
、
一
個
体
内
で
も
部
位
に
よ
り
形
態
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
99

で
は
、
破
片
の
左
方
の
屈
曲
は
緩
い
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
が
、
右
方
で
は
段
状
に

な
る
。

　

口
縁
部
か
ら
屈
曲
部
ま
で
は
無
文
と
な
る
。
無
文
部
の
幅
は
一
〜
三
㎝
程
度
で
、二

〜
三
㎝
程
度
に
な
る
も
の
が
多
い
。
器
面
に
は
横
位
の
調
整
痕
が
観
察
さ
れ
る
（
87
、

99
な
ど
の
写
真
参
照
）。

　

屈
曲
部
内
面
形
態
に
も
、
稜
が
作
出
さ
れ
る
も
の
（
87
〜
97
、
99
〜
108
な
ど
）、
緩

い
カ
ー
ブ
と
な
る
も
の
（
98
、
118
〜
122
な
ど
）
が
あ
り
漸
位
的
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

傾
向
と
し
て
は
外
面
の
屈
曲
部
が
段
状
に
な
る
も
の
は
内
面
に
も
明
確
な
稜
が
作
出

さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
外
面
が
凹
線
状
、
緩
い
カ
ー
ブ
に
な
る
も
の
は
内
面
も
緩
い

カ
ー
ブ
に
な
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

外
面
の
屈
曲
部
以
下
に
は
撚
糸
文
が
横
位
に
施
文
さ
れ
る
。
原
体
は
撚
糸
R
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
。
条
間
隔
は
一
〜
二
㎜
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、
四
〜
五
㎜
程
度

と
や
や
広
い
も
の
（
104
、
106
、
109
な
ど
）
も
認
め
ら
れ
る
。
施
文
範
囲
は
屈
曲
部
以

下
の
全
面
に
及
ぶ
が
、
87
の
よ
う
に
屈
曲
部
下
一
〇
㎝
程
度
に
施
文
さ
れ
、
そ
れ
以

下
は
疎
ら
と
な
る
例
も
あ
る
。
施
文
の
密
度
は
あ
ま
り
高
く
な
く
、
無
文
部
も
多
く

残
さ
れ
る
。
圧
痕
は
深
く
、
節
の
明
瞭
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
原
体
の
回
転
方
向

は
横
位
で
あ
る
が
、
施
文
単
位
の
一
つ
一
つ
は
弧
状
と
な
る
も
の
が
多
く
、
口
縁
部
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第 11図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（7）　（当館蔵）
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第 12図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（8）　（当館蔵）
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か
ら
胴
部
上
半
に
お
い
て
は
弧
は
上
を
向
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
施
文
す
る
際
、正

位
の
土
器
に
向
き
合
い
施
文
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
撚
糸
文
は

屈
曲
部
の
端
か
ら
施
文
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
屈
曲
部
の
調
整
痕
を
観
察
す
る
と
、

調
整
に
よ
り
盛
り
上
が
っ
た
粘
土
が
撚
糸
文
を
押
し
潰
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
（
87
の
写
真
参
照
）、
撚
糸
文
を
施
文
し
た
後
に
屈
曲
部
の
調
整
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
屈
曲
部
以
下
の
器
面
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
撚
糸
文
が

一
部
磨
り
消
し
状
に
な
っ
た
り
、
節
の
縁
が
潰
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
で
き
る
。
ま

た
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
平
滑
に
撫
で
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
撚
糸
文
を
施
文
し
た
後
に
器
面
全
体
が
弱
く
撫
で
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
平
滑
な
撫
で
調
整
の
技
法
は
大
浦
山
式
に
み
ら
れ
る
特
徴
の
一

つ
で
（
87
、
99
、
111
な
ど
の
写
真
参
照
）、
こ
れ
に
よ
り
器
面
に
は
独
特
の
平
滑
な
ツ

ヤ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。
調
整
の
単
位
や
方
向
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
平
滑
面
の
厚
さ
は
非
常
に
薄
く
、
使
用
や
埋
没
に
よ
り
容
易
に
剥
離
し
て
し
ま
う

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
整
痕
が
残
る
技
法
に
つ
い
て
は
実
験
的
な
方
法
も
含

め
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
器
面
を
撫
で
る
際
に
僅
か
に
水
分
を
含
ま
せ
た

状
態
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
。

　

99
は
撚
糸
文
に
加
え
、
横
位
に
連
続
す
る
節
状
の
点
列
が
屈
曲
部
下
方
に
施
文
さ

れ
る
。
撚
糸
原
体
を
回
転
さ
せ
ず
に
押
捺
し
た
絡
条
体
圧
痕
で
あ
ろ
う
。
撚
糸
文
の

後
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
96
の
屈
曲
部
に
見
ら
れ
る
点
列
も
絡
状
体
圧
痕
の
可
能
性

が
あ
る
。
絡
条
体
圧
痕
を
も
つ
土
器
片
は
大
浦
山
遺
跡
で
も
出
土
し
て
い
る
（
岡
本

一
九
六
〇
）。
器
面
に
は
白
色
の
付
着
物
が
目
立
つ
。
104
は
撚
糸
文
が
横
位
、
斜
位
に

施
文
さ
れ
る
。
残
存
部
が
少
な
く
全
体
の
構
成
は
不
明
だ
が
、
鋸
歯
状
の
施
文
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
撚
糸
文
の
鋸
歯
状
施
文
は
大
浦
山
式
に
は
み
ら
れ
な
い
要
素
で
、

近
隣
で
は
花
輪
台
式
の
一
部
に
横
位
、
縦
位
、
斜
位
を
組
み
合
わ
せ
た
施
文
が
確
認

で
き
る
（
千
葉
県
南
外
輪
戸
遺
跡
例
な
ど
、
中
西
・
中
野
一
九
八
五
）。
本
資
料
は
器

形
や
胎
土
等
の
特
徴
か
ら
大
浦
山
式
土
器
と
考
え
て
お
く
が
、
文
様
施
文
の
技
法
は

関
東
地
方
東
部
の
要
素
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
109

に
も
屈
曲
部
下
に
縦
位
の
撚
糸
施
文
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
施
文
は
弱
く
疎

ら
で
あ
り
、
偶
発
的
な
痕
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。
141
は
一
段
の
縄
文
R
と
L
を
一
組

と
し
て
押
捺
施
文
さ
れ
る
も
の
で
、同
様
の
手
法
に
よ
る
施
文
は
胴
部
破
片
（
250
、251
）

に
も
確
認
で
き
る
。
類
例
は
横
浜
市
山
田
大
塚
遺
跡
（
横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
編
一
九
九
〇
）
や
藤
沢
市
片
瀬
山
遺
跡
（
宮
畑
北
遺
跡
発
掘
調
査
団
編
一
九
九
四
）

に
存
在
し
、
石
井
寛
氏
は
「
大
浦
山
Ⅰ
式
土
器
a
類
」
に
至
る
前
段
階
で
横
位
が
主

体
と
な
る
施
文
方
向
な
ど
か
ら
過
渡
期
的
様
相
を
示
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
（
石
井

一
九
九
一
）。
戸
田
哲
也
氏
は
こ
れ
を
「
花
輪
台
I
式
と
共
通
す
る
文
様
手
法
」
と
し

た
上
で
、
石
井
氏
と
同
様
に
「
横
位
多
段
施
文
の
一
段
の
縄
と
い
う
点
に
お
い
て
は

大
浦
山
I
式
の
横
走
撚
糸
文
の
初
源
的
文
様
と
憶
測
す
る
こ
と
も
可
能
」
だ
と
指
摘

し
て
い
る
（
戸
田
一
九
九
五
）。

　

な
お
、
屈
曲
す
る
口
縁
部
を
も
つ
も
の
の
中
に
は
、
胴
部
が
無
文
と
な
る
も
の
も

一
定
数
存
在
す
る
が
（
110
、
120
〜
123
な
ど
）、
器
形
や
屈
曲
部
の
作
出
、
胎
土
等
の
類

似
性
か
ら
大
浦
山
式
の
一
部
分
と
し
て
扱
っ
て
お
く
。
た
だ
そ
の
中
で
110
は
器
壁
が

や
や
厚
く
、
胎
土
も
白
色
味
を
帯
び
て
い
る
。
器
面
に
は
凹
凸
が
顕
著
で
他
の
土
器

群
と
は
や
や
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

内
面
調
整
に
つ
い
て
も
、
全
面
が
平
滑
に
撫
で
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
擦
痕
が

観
察
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
88
は
刷
毛
状
の
擦
痕
が
横
位
に
、
99
で
は
や
や
粗
い
擦

痕
が
胴
部
上
半
で
は
横
位
に
、
中
位
で
は
斜
位
に
認
め
ら
れ
る
（
写
真
参
照
）。

　

98
、
105
、
107
な
ど
の
胎
土
は
や
や
「
軽
鬆
」
で
あ
る
。
ま
た
、
補
修
孔
を
も
つ
破

片
が
多
く
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

b
．
口
縁
部
が
直
立
す
る
も
の
―
大
浦
山
式
b
類
―

　

146
〜
222
は
口
縁
部
が
直
立
す
る
も
の
で
「
大
浦
山
式
b
類
」
と
呼
称
さ
れ
る
一
群
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第 3表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式 a類）
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第 13図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（9）　（当館蔵）
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第 14図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（10）　（当館蔵）
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で
あ
る
。
口
縁
部
形
態
以
外
の
特
徴
―
撚
糸
文
や
そ
の
施

文
範
囲
、
胎
土
、
焼
成
、
色
調
、
混
和
材
、
内
外
面
の
器

面
調
整
、
補
修
孔
な
ど
―
は
概
ね
a
類
と
共
通
す
る
。
撚

糸
文
は
口
唇
直
下
か
ら
施
文
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
口

唇
部
下
の
一
㎝
弱
を
無
文
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
176
、
177

な
ど
）。
193
は
口
唇
部
直
下
で
は
横
位
の
施
文
、二
㎝
程
の

無
文
部
を
挟
み
下
方
は
斜
位
施
文
と
な
る
。

　

口
縁
は
緩
く
内
湾
あ
る
い
は
直
立
す
る
も
の
が
多
く
、

外
反
す
る
も
の
は
少
な
い
。
口
唇
部
断
面
は
、
僅
か
に
内

削
ぎ
傾
向
の
丸
棒
状
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
面
取
り
さ

れ
角
頭
状
に
な
る
も
の
も
少
数
存
在
し
（
155
、
184
な
ど
）、

168
で
は
面
取
り
さ
れ
た
口
唇
部
に
も
横
位
の
撚
糸
文
が
施

文
さ
れ
て
い
る
。
原
田
氏
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
し
て
お

り
、「
ほ
ぼ
円
頭
状
の
も
の
」「
や
や
内
削
ぎ
状
で
、
断
面

が
や
や
尖
頭
状
を
呈
す
る
も
の
」「
口
唇
部
上
端
に
、狭
小

な
平
坦
面
が
作
ら
れ
る
も
の
」
の
三
形
態
に
分
類
し
て
い

る
。
ま
た
、
口
縁
部
内
面
に
稜
が
作
出
さ
れ
る
も
の
も
散

見
さ
れ
る（
第
16
図
）。
稜
は
角
頭
状
口
唇
の
内
側
の
縁
が

下
方
へ
移
行
す
る
こ
と
で
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
a
類
に
み
ら
れ
た
内
面
に
稜
を
も
つ
一
群
と
の

関
連
も
示
唆
さ
れ
る
。
内
面
調
整
に
つ
い
て
も
基
本
的
に

は
a
類
と
同
様
だ
が
、
163
の
内
面
に
は
調
整
具
の
痕
跡
が

残
る
（
後
述
）。
205
、213
の
器
面
は
調
整
の
た
め
か
凹
凸
が

目
立
つ
。

　

な
お
、
b
類
に
は
横
位
の
撚
糸
文
以
外
の
施
文
―
a
類

第 15図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（11）　（当館蔵）
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に
み
ら
れ
た
よ
う
な
横
位
と
斜
位
の
組

合
せ
、
絡
条
体
圧
痕
、
原
体
横
位
押
捺

な
ど
―
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
こ
と
と
a
・
b
類
の
違
い
に
関
係
が

あ
る
の
か
は
即
断
で
き
な
い
。

　
「
軽
鬆
」な
胎
土
を
も
つ
も
の
は
a
類

に
比
べ
少
な
く
、
207
、
210
、
219
に
認
め

ら
れ
る
。

　

c
．
胴
部
お
よ
び
底
部

　

223
〜
251
は
胴
部
、
252
〜
276
は
底
部
の

破
片
で
あ
る
。土
器
片
の
諸
特
徴
は
a
、

b
類
と
基
本
的
に
同
様
で
、
い
ず
れ
に

属
す
る
か
は
判
別
で
き
な
い
。
撚
糸
文

の
施
文
方
向
は
胴
部
下
半
か
ら
底
部
へ

近
づ
く
に
つ
れ
横
位
か
ら
斜
位
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
縦
位
に
な
る
も
の
も
存

在
す
る
（
243
、252
な
ど
）。
ま
た
施
文
単

位
の
一
つ
一
つ
が
口
縁
部
付
近
で
は
上

を
向
く
弧
状
と
な
る
も
の
が
多
い
と
指

摘
し
た
が
、
胴
下
半
か
ら
底
部
で
は
下

を
向
く
弧
状
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
施

文
の
際
の
身
体
動
作
を
考
え
る
上
で
注

意
さ
れ
る
。

　

施
文
に
は
撚
糸
文
の
ほ
か
、
絡
条
体

圧
痕
（
245
〜
247
、
272
）、
横
位
押
捺
施
文

第 16図　大浦山式土器 b類のうち口縁部内面に稜がみられる土器群

（
250
、
251
）
に
加
え
、
縦
位
の
条
線
の
あ
る
も
の
（
248
、
249
、
273
、
274
）
が
あ
る
。
絡

条
体
圧
痕
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
例
で
は
破
片
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
文
様
要
素
と
し
て
で
は
な
く
偶
発
的
な
原
体
接
触
の
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
（
岡
本
一
九
六
〇
、
原
田
一
九
八
九
）。
し
か
し
、
本
遺
跡
例
で
は
複
数
の
条
が

平
行
し
て
押
捺
さ
れ
て
お
り
、
条
の
長
さ
も
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
偶
発
で
生
じ

た
と
は
思
わ
れ
ず
、
一
つ
の
文
様
要
素
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
花
輪
台
式

や
、
い
わ
ゆ
る
「
金
堀
式
」（
篠
原
一
九
七
七
）
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
。
250
は

R
と
L
の
原
体
を
組
み
合
わ
せ
て
押
捺
施
文
さ
れ
る
が
、
251
で
は
二
条
の
R
を
組
み

合
せ
て
い
る
。
縦
位
の
条
線
を
も
つ
も
の
は
大
浦
山
遺
跡
に
も
類
例
が
あ
る
が
、
岡

本
氏
は
「
文
様
と
し
て
意
識
的
に
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る

（
岡
本
一
九
六
〇
）。
原
田
昌
幸
氏
も
こ
れ
ら
の
土
器
に
着
目
し
、
周
辺
他
型
式
に
手

法
上
の
類
似
す
る
も
の
を
挙
げ
る
が
「
大
浦
山
式
土
器
で
、
モ
チ
ー
フ
が
明
確
な
沈

線
文
併
用
個
体
の
報
告
は
な
い
」
と
し
、
積
極
的
な
解
釈
は
控
え
て
い
る
（
原
田
一

九
八
九
）。
大
浦
山
遺
跡
例
で
は
条
線
は
平
行
す
る
二
本
か
ら
な
っ
て
お
り
、
岡
本
氏

は
撚
糸
原
体
の
一
端
が
偶
然
に
器
面
に
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
痕
跡
と
考
え

て
い
る
が
、
本
遺
跡
例
で
は
条
線
は
四
本
程
度
で
、
や
や
様
相
は
異
な
る
。

　

底
部
は
や
や
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な
る
も
の
が
多
い
。
先
端
部
の
内
面
は
胴
部
器

壁
の
倍
近
く
の
厚
さ
に
肥
厚
す
る
も
の
が
多
く
、
大
浦
山
式
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え

る
。
一
方
で
259
や
268
の
よ
う
に
あ
ま
り
肥
厚
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
土
器
の
大
き
さ

に
も
関
連
し
よ
う
。

　

撚
糸
の
施
文
は
、
底
部
に
近
づ
く
ほ
ど
施
文
単
位
が
小
さ
く
な
り
、
先
端
部
を
取

り
巻
く
よ
う
に
施
文
す
る
こ
と
で
、
先
端
は
菱
形
状
や
多
角
形
状
の
施
文
に
な
る

（
253
、
254
、
257
な
ど
）。

　

275
、276
は
施
文
の
方
向
や
胎
土
等
で
他
の
土
器
群
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
275

は
撚
糸
文
が
底
部
先
端
ま
で
縦
位
に
施
さ
れ
て
お
り
、
大
浦
山
式
以
前
の
所
産
と
も
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第 4表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式 b類）
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第 17図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（12）　（当館蔵）
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考
え
ら
れ
る
が
、
底
部
付
近
の
顕
著
な
肥
厚
は
夏
島
式
や

稲
荷
台
式
と
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
破
片
左
上
部
に
は

斜
位
の
撚
糸
文
も
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
大
浦

山
式
の
範
疇
で
捉
え
て
お
き
た
い
。276
も
縦
位
施
文
だ
が
、

い
ず
れ
の
条
も
先
端
を
中
心
に
放
射
状
と
な
っ
て
お
り
一

条
ず
つ
の
押
捺
施
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
に
わ
か
に

大
浦
山
式
と
は
し
難
い
が
、
275
と
同
様
に
底
部
の
顕
著
な

肥
厚
は
大
浦
山
式
以
前
と
も
考
え
づ
ら
い
。
た
だ
、
275
、

276
と
も
に
胎
土
が
緻
密
で
焼
成
も
堅
緻
で
あ
り
他
の
大
浦

山
式
土
器
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

底
部
に
明
瞭
な
使
用
痕
を
残
す
も
の
は
少
な
く
、
107
、

258
、
268
な
ど
の
先
端
が
磨
り
減
っ
て
い
る
以
外
は
胴
部
や

口
縁
部
の
表
面
と
の
遺
存
状
態
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
認
め

ら
れ
な
い
。

　

266
は
先
端
部
が
剥
落
し
て
い
る
が
、
そ
の
破
断
面
に
は

指
頭
状
、爪
状
の
刺
突
が
認
め
ら
れ
る
（
写
真
参
照
）。
土

器
製
作
時
に
お
け
る
底
部
先
端
の
粘
土
接
着
の
強
化
を
図

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
痕
跡
は
264
、
265
に
も
認
め

ら
れ
る
。

　
「
軽
鬆
」
な
胎
土
は
、
胴
部
破
片
で
は
243
、
237
、
底
部
破

片
で
は
266
、
269
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　（

4
）
東
山
式
（
第
21
図
、
第
6
表
）

　

277
〜
297
は
、
口
縁
部
直
下
に
一
条
の
沈
線
が
巡
り
、
そ

れ
以
下
は
無
文
と
な
る
一
群
で
、
い
わ
ゆ
る
東
山
式
と
呼

第 18図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（13）　（当館蔵）
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第 19図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（14）　（当館蔵）
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称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（
原
田
一
九
八
六
）。
原

田
氏
は
主
に
沈
線
描
出
技
法
、
口
唇
断
面
形
状

と
そ
の
整
形
手
法
を
「
手
抜
き
の
方
向
性
」
か

ら
分
類
し
東
山
式
の
変
遷
を
整
理
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
沈
線
描
出
技
法
に
は
、
明
瞭

な
単
沈
線
に
よ
る
も
の
、
断
面
U
字
状
で
比
較

的
太
く
明
確
な
沈
線
に
よ
る
も
の
、
五
〜
六
㎝

単
位
の
細
く
浅
い
短
沈
線
の
連
続
と
な
る
も
の

が
あ
り
、
極
め
て
漸
位
的
な
変
化
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
口
唇
部
断
面
形
状
の
概
括
的
な
変
化

と
し
て
「
上
面
が
円
頭
状
か
ら
僅
か
に
平
坦
面

と
し
て
意
識
さ
れ
る
段
階
」、「
外
側
に
肥
厚
し

た
口
唇
部
上
面
が
、
確
実
な
平
坦
面
と
し
て
意

識
さ
れ
る
段
階
」、「
口
唇
上
面
に
加
え
、
口
唇

直
下
の
外
面
を
も
平
坦
面
化
し
、
断
面
が
よ
り

整
っ
た
角
頭
状
に
な
る
段
階
」
と
整
理
し
て
い

る
。
ま
た
、角
頭
状
断
面
と
な
る
段
階
に
は「
む

し
ろ
尖
頭
状
を
呈
す
る
資
料
も
存
在
す
る
」。

　

林
氏
資
料
の
中
に
も
、段
状
と
な
る
も
の（
277

〜
279
、
281
な
ど
）、
沈
線
、
凹
線
と
な
る
も
の
が

あ
り
、
口
唇
部
か
ら
沈
線
ま
で
の
幅
に
も
差
が

認
め
ら
れ
る
。
口
縁
部
は
緩
く
内
湾
す
る
も
の

が
多
い
。
口
唇
部
断
面
は
丸
棒
状
と
な
る
が
、

外
削
ぎ
状
に
弱
く
尖
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る

（
280
、
291
、
292
、
294
な
ど
）。
原
田
氏
の
指
摘
し

第 20図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（15）　（当館蔵）
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第 5表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（大浦山式　胴部・底部）
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第 21図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（16）　（当館蔵）
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た
よ
う
な
、平
坦
面
が
意
識
さ
れ
る
明
確
な
角
頭
状
と
な
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
器

形
が
復
元
で
き
る
も
の
は
少
な
い
が
、概
ね
砲
弾
形
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
器

壁
は
大
浦
山
式
と
比
べ
薄
く
、
や
や
灰
色
が
か
っ
た
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。

　

287
〜
290
の
沈
線
は
凹
線
状
と
な
る
。
290
の
内
面
に
は
緩
い
稜
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、

本
資
料
が
大
浦
山
式
a
類
で
あ
る
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
277
の
口
唇
部
も

端
部
が
外
反
す
る
こ
と
で
内
面
に
弱
く
稜
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、
290
も
同
様
の
も
の

と
考
え
て
お
き
た
い
。
292
〜
297
の
沈
線
は
細
く
鋭
い
。
292
や
295
は
口
唇
部
か
ら
沈
線

ま
で
の
幅
が
極
め
て
狭
く
な
る
。
296
は
口
縁
部
に
細
い
沈
線
が
巡
り
、
そ
の
下
方
に

は
縦
位
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
。
条
の
間
隔
は
広
く
回
転
施
文
か
押
捺
に
よ
る
も

の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
東
山
式
は
通
常
胴
部
が
無
文
と
な
る
た
め
、
厳
密
に
は
本

資
料
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
近
接
型
式
に
も
類
例
が
な
い
た
め
、
と
り
あ
え

第 6表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（東山式）

ず
東
山
式
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
て
お
き
た
い
。
無
文
口
縁
部
を
沈
線
で

区
画
し
、
そ
れ
以
下
が
縦
位
の
撚
糸
文
と
な
る
点
は
稲
荷
原
式
の
要
素
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
稲
荷
原
式
の
口
縁
は
肥
厚
し
無
文
部
も
広
い
。
さ
ら
に
撚
糸
文
の
節
は
本

資
料
に
比
し
圧
倒
的
に
太
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
本
資
料
を
稲
荷
原
式

と
す
る
の
は
難
し
い
。
297
は
口
縁
部
が
や
や
肥
厚
し
外
反
す
る
。
他
の
東
山
式
と
は

や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

（
5
）
無
文
土
器
（
第
22
〜
31
図
、
第
7
表
）

　

298
〜
561
は
無
文
土
器
で
あ
る
。
破
片
数
は
二
八
六
点
で
、
林
氏
資
料
の
中
で
最
も

多
い
。
撚
糸
文
期
の
無
文
土
器
に
つ
い
て
は
宮
崎
氏
が
そ
の
全
体
の
概
要
を
整
理
し

て
い
る
（
宮
崎
一
九
八
一
）。
ま
た
、
野
内
氏
が
細
か
な
観
察
に
基
づ
く
分
類
案
を
示

し
（
野
内
一
九
八
四
）、
そ
れ
を
原
田
氏
が
発
展
さ
せ
「
平
坂
式
」
と
し
て
再
整
理
し

て
い
る
（
原
田
一
九
八
七
）。
た
だ
、
石
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
無
文
土
器
は
撚

糸
文
期
を
通
じ
て
一
定
量
伴
う
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
（
石
井
一
九
九
一
）、
こ
れ
ら

の
無
文
土
器
を
そ
の
ま
ま
「
平
坂
式
」
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
無
文
の
底

部
破
片
で
は
東
山
式
の
底
部
と
の
判
別
も
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
に
示
す
土
器
群
の
中

に
は
東
山
式
に
属
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
に
口
縁
部
断
面
形
態
、
調
整
等
か
ら
整
理
し
記
述
す
る
。

　

口
縁
部
断
面
が
丸
棒
状
と
な
る
も
の
は
298
～
423
、
尖
頭
状
と
な
る
も
の
は
424
～
472
、

角
頭
状
と
な
る
も
の
は
473
～
484
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
内
湾
あ
る
い
は
直
立
す
る
。

　

298
～
368
は
口
縁
部
が
丸
棒
状
で
、
口
縁
部
直
下
の
み
横
方
向
、
以
下
は
縦
方
向
の

擦
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
298
～
318
は
横
方
向
擦
痕
の
幅
が
僅
か
で
、
口
縁

部
直
下
の
み
と
な
る
。
369
～
380
は
口
縁
部
の
擦
痕
が
斜
方
向
と
な
る
。
擦
痕
が
明
瞭

に
残
る
も
の
も
多
い
。
調
整
の
切
り
合
い
を
観
察
す
る
と
、
多
く
が
全
面
を
縦
方
向

に
調
整
し
た
後
、
口
縁
部
を
横
あ
る
い
は
斜
方
向
に
調
整
し
て
い
る
。
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第 22図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（17）　（当館蔵）
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第 23図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（18）　（当館蔵）
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第 24図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（19）　（当館蔵）
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内
面
に
明
瞭
な
調
整
痕
を
も
つ
も
の
も
散
見
さ
れ
る
（
328
、
329
、
331
な
ど
）。
内
面

の
調
整
具
は
外
面
と
異
な
る
よ
う
で
、
条
痕
状
の
擦
痕
と
な
る
も
の
が
多
い
。

　

381
～
386
は
、
口
縁
部
が
横
方
向
に
撫
で
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
386
を
除
く
五
点
の

調
整
は
、
大
浦
山
式
に
み
ら
れ
る
平
滑
な
撫
で
調
整
に
似
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
浦

山
式
に
属
す
る
破
片
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
386
は
口
唇
部
が
や
や
肥
厚
し
て
お
り
、

稲
荷
台
式
に
伴
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

387
～
394
は
ケ
ズ
リ
状
の
粗
い
擦
痕
が
横
方
向
に
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
関

東
地
方
北
部
に
分
布
す
る
天
矢
場
式
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
る
土
器
群
で
あ
る
（
中
村

二
〇
〇
二
）。
特
に
387
は
口
唇
端
か
ら
内
面
の
磨
き
、
黒
色
化
が
み
ら
れ
、
天
矢
場
式

の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

395
～
423
の
調
整
は
不
明
瞭
と
な
る
。
423
は
胎
土
、
色
調
、
外
反
の
様
相
等
が
他
の

土
器
群
と
異
な
っ
て
お
り
、
後
期
以
降
に
下
る
可
能
性
が
高
い（

（
（

。

　

424
～
472
は
口
縁
部
断
面
が
尖
頭
状
と
な
る
。
そ
の
う
ち
443
～
448
が
外
削
ぎ
状
、
467

～
472
が
内
削
ぎ
状
、
449
～
466
が
そ
の
中
間
な
形
状
を
示
す
。
調
整
は
丸
棒
状
口
縁
と

同
様
の
様
相
で
、
口
縁
部
が
横
方
向
、
以
下
が
縦
方
向
と
な
る
。
内
削
ぎ
状
と
な
る

も
の
に
は
、
内
削
ぎ
の
下
端
が
稜
の
よ
う
に
な
る
も
の
が
あ
る
が
（
467
、
469
な
ど
）、

こ
れ
ら
の
作
出
は
大
浦
山
式
土
器
b
類
に
み
ら
れ
た
内
面
の
稜
を
も
つ
土
器
群
（
第

16
図
）
と
類
似
し
、
両
者
の
関
係
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
455
の
口
縁
に
は
僅
か
に

刻
み
状
の
凹
み
が
あ
り
、
補
修
刻
み
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

473
～
484
は
口
縁
部
断
面
が
角
頭
状
と
な
る
。
面
取
り
の
意
識
は
あ
ま
り
強
く
な
く
、

角
は
緩
い
。
473
の
口
唇
部
に
は
刻
み
が
施
さ
れ
る
。

　

485
～
493
は
胴
部
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
縦
方
向
の
擦
痕
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

487
の
上
部
に
は
斜
方
向
の
擦
痕
が
残
る
。
485
は
補
修
孔
が
認
め
ら
れ
、
口
縁
部
直
下

の
破
片
で
あ
ろ
う
。

　

494
～
561
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
や
や
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な
る
も
の
が
多
い
。
515
、

519
、
520
は
先
端
に
平
坦
面
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
半
平
底
」
と
な
る
（
原
田
一

九
八
七
）。
大
浦
山
式
の
底
部
で
は
、
底
部
先
端
の
内
面
が
極
端
に
肥
厚
す
る
も
の
が

特
徴
的
に
見
ら
れ
た
が
、
無
文
土
器
の
底
部
に
お
い
て
も
一
部
に
同
様
の
様
相
が
観

察
さ
れ
た
。
ま
た
、
底
部
先
端
が
底
部
先
端
が
擦
り
減
る
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
擦

り
減
り
が
観
察
さ
れ
た
も
の
は
図
中
に
矢
印
で
そ
の
範
囲
を
示
し
た
。

　

器
面
調
整
は
口
縁
部
、
胴
部
と
同
様
の
様
相
を
示
し
、
粗
い
擦
痕
を
も
つ
も
の
、
撫

で
ら
れ
る
も
の
、
不
明
瞭
な
も
の
等
が
あ
る
。

　

な
お
482
に
は
「
南
區
上
大
岡
十
王
堂
免
西
側
」
と
の
注
記
が
あ
る
が
「
西
側
」
の

文
字
が
確
認
で
き
る
の
は
林
氏
資
料
の
中
で
本
資
料
の
み
で
あ
る
。

（
6
）
早
期
後
半
の
土
器
群
（
第
32
図
、
第
8
表
）

　

562
〜
568
は
早
期
後
半
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
土
器
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
無
文
の

胴
部
か
ら
底
部
破
片
で
あ
り
、
口
縁
部
破
片
は
存
在
し
な
い
。

　

562
、
563
の
器
面
に
は
全
体
に
斜
位
の
擦
痕
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
内
面
に
も
粗

い
擦
痕
が
横
位
に
認
め
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
明
瞭
で
な
い
。
胎
土
に
は
砂
粒
を
多
く

含
み
、
全
体
に
く
す
ん
だ
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
562
の
底
部
は
尖
り
気
味
の
丸
底
と
な

る
。
564
〜
568
の
調
整
痕
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
567
は
底
面
を
欠
く
が
、
お
そ
ら
く
平
底

で
あ
ろ
う
。
568
は
や
や
張
り
出
し
、
突
出
し
た
底
部
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
明
確
な
所
属
時
期
は
不
明
だ
が
、
以
上
の
要
素
か
ら
早
期
後
半
に
属
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
十
王
堂
免
遺
跡
か
ら
東
へ
六
〇
〇
m
程
の
位
置
に
は
、
当

該
時
期
を
主
体
と
す
る
紅べ

に
と
り取

遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九

八
〇
）。
紅
取
遺
跡
は
、
東
海
地
方
に
由
来
を
持
つ
と
さ
れ
る
入
海
式
土
器
の
出
土
で

知
ら
れ
る
が（

（
（

、
562
、
563
の
調
整
や
胎
土
の
特
徴
は
紅
取
遺
跡
出
土
の
入
海
式
土
器
と

よ
く
似
て
お
り
、
両
者
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
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第 25図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（20）　（当館蔵）
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第 26図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（21）　（当館蔵）
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第 27図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（22）　（当館蔵）
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第 28図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（23）　（当館蔵）
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第 29図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（24）　（当館蔵）
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第 30図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（25）　（当館蔵）
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第 31図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（26）　（当館蔵）
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第 7表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表（無文土器）
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（
7
）
所
属
時
期
不
明
の
土
器
（
第
33
図
）

　

569
〜
573
は
所
属
時
期
不
明
の
土
器
で
あ
る
。
胴
部
か
ら
底
部
の
破
片
で
、
明
確
な

文
様
は
施
さ
れ
な
い
。
569
に
は
刺
突
状
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
偶
発
的
所
産
の

可
能
性
も
あ
る
。
569
、
571
〜
573
の
底
部
先
端
は
い
ず
れ
も
乳
房
状
に
突
出
し
、
569
、
572

で
は
突
出
部
の
中
央
が
僅
か
に
凹
む
。
569
の
底
部
か
ら
三
㎝
程
上
の
位
置
に
は
緩
い

段
が
認
め
ら
れ
る
。
器
面
に
明
確
な
調
整
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
全
面
が
弱
く
撫

で
ら
れ
平
滑
で
あ
る
。
内
面
は
横
方
向
の
粗
い
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
内
外
面
と
も

に
細
か
な
繊
維
状
、
筋
状
の
圧
痕
が
多
数
観
察
さ
れ
る
。
色
調
は
薄
く
く
す
ん
だ
赤

褐
色
を
呈
し
、
内
面
の
大
部
分
は
黒
色
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
所
属
時
期
に
つ
い
て
明
確
に
は
指
摘
し
得
な
い
が
、
右
に
指
摘
し
た
器

形
、
底
部
形
態
、
器
面
、
胎
土
等
の
様
相
か
ら
、
草
創
期
隆
線
文
土
器
の
時
期
の
可

能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
先
端
の
突
出
す
る
底
部
は
先
の
早
期
後
半
の
土
器
（
568
）
に

も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
568
の
底
部
は
先
端
の
突
出
に
合
わ
せ
て
内
面
も
凹
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
569
、
571
〜
573
の
底
部
内
面
に
は
そ
の
よ
う
な
凹
み
は
認
め
ら
れ
ず
、

作
出
が
異
な
る
。
ま
た
器
面
調
整
や
胎
土
の
様
相
は
大
き
く
異
な
る
。
現
時
点
で
は

い
ず
れ
と
も
決
し
難
く
、
隆
線
文
土
器
の
時
期
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
に
留
め

て
お
き
た
い
。

三　

林
氏
採
集
土
器
群
に
つ
い
て
―
考
察
―

（
1
）
器
面
の
調
整
具
痕
に
つ
い
て

　

林
氏
資
料
の
う
ち
、
数
点
の
器
面
に
調
整
具
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が
認
め
ら

れ
た
（
第
34
図
）。
163
、
226
の
内
面
に
は
水
平
に
調
整
痕
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
端
に
調

整
具
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
調
整
具
痕
の
幅
は
十
二
〜
十
五
㎜
程
度
で
あ
る
。
擦
痕
や

粘
土
の
様
子
を
観
察
す
る
と
、
調
整
具
痕
は
調
整
具
の
一
回
一
回
の
動
き
の
終
点
に

残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
226
は
水
平
な
調
整
痕
の
端
に
そ
の
ま
ま
調
整
具
痕
が

残
さ
れ
て
い
る
が
、
163
で
は
終
点
の
直
前
で
僅
か
に
上
方
に
曲
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
痕
跡
は
、
内
面
調
整
時
の
腕
の
動
き
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
お

そ
ら
く
土
器
の
内
側
に
右
手
を
入
れ
、
腕
を
引
く
動
作
に
よ
り
調
整
を
行
な
っ
た
こ

と
で
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
163
の
調
整
具
の
動
き
の
終
点
直
前
の
湾
曲
は
、
そ
の

際
の
腕
の
動
き
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
と
も
調
整
具
痕
の
縦
の
位
置
は
概
ね

ま
と
ま
る
が
、
特
に
226
は
揃
っ
て
お
り
、
一
回
一
回
の
調
整
の
ス
ト
ロ
ー
ク
が
規
則

的
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
細
か
な
点
で
は
、
163
の
調
整
具
痕
は

い
ず
れ
も
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
226
で
は
い
ず
れ
も
左
上
が
り
に
な

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
調
整
具
の
持
ち
方
や
手
首
の
角
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
163
は
口
縁
部
付
近
、
226
は
胴
部
と
い
う
部
位
の
違
い
に
起
因
す
る
可

能
性
も
あ
る
。

　

492
の
外
面
に
は
縦
位
の
擦
痕
と
と
も
に
調
整
具
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
調
整
具
痕
の

幅
は
六
㎜
程
度
で
あ
る
。
163
や
226
と
同
様
に
調
整
具
の
動
き
の
終
点
に
残
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
上
か
ら
下
へ
調
整
具
が
動
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
調
整
具
痕

の
位
置
も
概
ね
揃
う
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
調
整
具
痕
が
顕
著
に
残
る
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
土
器
製

作
時
の
腕
、
身
体
の
動
作
を
復
元
す
る
上
で
重
要
な
情
報
と
な
ろ
う
。

（
2
）
補
修
孔
に
つ
い
て

　

岡
本
勇
氏
に
よ
る
大
浦
山
遺
跡
調
査
報
告
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大

浦
山
式
土
器
に
は
縦
長
の
切
れ
目
状
に
施
さ
れ
る
補
修
孔
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る

（
岡
本
一
九
六
〇
）。
こ
れ
は
大
浦
山
式
の
他
に
「
平
坂
式
」
や
花
輪
台
式
に
も
認
め

ら
れ
る
が
（
原
田
一
九
八
七
、
一
九
九
一
）、
他
地
域
、
他
時
期
の
土
器
に
は
見
ら
れ

ず
、
撚
糸
文
期
後
半
の
特
徴
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
口
縁
部
に
楔
状
の
刻
み
が
施
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
同
様
の
目
的
の
た
め
の
処
置
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
林
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氏
資
料
の
中
に
も
補
修
孔
や
刻
み
が
施
さ
れ
た
土
器
が
散
見
さ
れ
た

た
め
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
第
35
図
）。

　

撚
糸
文
期
前
半
の
夏
島
式
、稲
荷
台
式
土
器
に
認
め
ら
れ
る
補
修
孔

は
円
形
で
あ
る
（
15
、
52
）。
器
壁
の
半
分
以
上
の
厚
さ
を
外
面
か
ら

の
穿
孔
に
よ
る
。
孔
の
径
は
四
〜
五
㎜
程
度
で
あ
る
。

　

大
浦
山
式
土
器
に
は
縦
長
の
切
れ
目
状
の
補
修
孔
が
多
く
認
め
ら

れ
る
（
87
、
88
、
99
、
104
、
109
な
ど
）。
夏
島
式
、
稲
荷
台
式
や
他
時

期
の
土
器
に
見
ら
れ
る
円
形
の
補
修
孔
は
穿
孔
具
の
回
転
に
よ
っ
て

穿
孔
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
縦
長
で
切
れ
目
状
の
補
修
孔
は
、
小
林

達
雄
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、道
具
の
往
復
に
よ
っ
て
穿
孔
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
（
小
林
一
九
七
七
）。
た
だ
、
中
に
は
孔
が
ほ
ぼ
円
形

で
、
回
転
に
よ
る
穿
孔
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
100
な
ど
）。
ま

た
穿
孔
痕
は
縦
長
と
な
っ
て
も
孔
そ
の
も
の
は
概
ね
円
形
で
あ
る
こ

と
も
多
い
。
多
く
が
外
側
か
ら
の
穿
孔
が
深
く
入
り「
片
面
穿
孔
」（
原

第 8表　横浜市十王堂免遺跡採集土器観察表
　　　　　（早期後半・時期不明）山式）

第 32図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（27）　（当館蔵）
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第 33図　横浜市十王堂免遺跡採集土器（28）　（当館蔵）
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田
一
九
九
一
）
の
よ
う
に
な
る
。
口
唇
部
に
補
修

刻
み
が
作
出
さ
れ
る
も
の
は
補
修
孔
が
穿
た
れ
る

も
の
に
比
べ
少
な
い
（
106
、299
）。
大
浦
山
式
の
補

修
孔
に
は
穿
孔
を
途
中
で
取
り
や
め
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
（
106
、120
、156
な
ど
）、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
も
他
の
時
期
に
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
106
は
中
途
の
補
修
孔
に
加
え
、
口
唇

部
に
楔
状
の
刻
み
が
作
出
さ
れ
る
。
180
で
は
、
穿

孔
を
一
度
途
中
で
取
り
や
め
た
後
、
位
置
を
僅
か

に
ず
ら
し
て
再
度
を
行
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
孔

は
円
形
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
無
文
土
器
に
も
共
通
す
る
。

な
お
、
384
、
432
、
461
に
は
、
内
面
に
も
擦
り
切
り

の
痕
跡
が
あ
る
。

　（
3
）
無
文
土
器
の
口
縁
部
変
色
に
つ
い
て

　

本
遺
跡
出
土
土
器
を
観
察
す
る
中
で
、
口
縁
部

が
黒
色
化
し
て
い
る
も
の
が
一
定
数
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た（
第
36
図
）。
い
ず
れ
も
口
唇

部
端
か
ら
五
〜
一
〇
㎜
程
度
が
黒
色
化
し
て
お

り
、
無
文
の
土
器
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
大
浦
山

式
b
類
（
146
、
208
な
ど
）
や
東
山
式
（
289
）
の
土

器
片
に
も
少
量
認
め
ら
れ
る
。
断
面
を
観
察
す
る

と
黒
色
化
は
内
部
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
お
そ
ら

く
使
用
に
伴
う
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ

第 34図　器面調整具の痕跡がみられる土器
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第 35図　土器にみられる補修孔
左：外面　右：内面
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う
な
要
因
で
生
じ
た
の
か
は
現
段
階
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
土
器
に
蓋
を

し
て
煮
沸
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。
実
験
的
な
分
析
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

黒
色
化
部
分
の
下
端
が
明
確
に
な
る
も
の
（
403
、
303
な
ど
）、
漸
位
的
な
も
の
（
146
、

208
、
289
な
ど
）
が
認
め
ら
れ
る
。

（
4
）
土
器
の
大
き
さ
に
つ
い
て

　

分
類
ご
と
の
土
器
群
の
大
き
さ
の
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
口
径
が
復
元
可
能
な

破
片
の
口
径
を
計
測
し
比
較
し
た
（
第
37
図
下
段
）。
各
土
器
群
の
口
径
分
布
は
大
浦

山
式
a
類
が
十
五
〜
三
十
四
㎝
、
大
浦
山
式
b
類
が
十
三
〜
二
十
四
㎝
、
東
山
式
が

九
〜
二
十
二
㎝
、
無
文
土
器
は
五
〜

二
十
二
㎝
で
、
九
〜
一
〇
㎝
に
ピ
ー

ク
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
大
浦
山
式
に
比
べ
無
文
土
器
は

明
ら
か
に
小
形
と
な
る
傾
向
が
指
摘

で
き
る
。
東
山
式
は
母
数
が
少
な
い

が
無
文
土
器
に
近
い
傾
向
を
示
す
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
夏
島
式
、
稲
荷

台
式
土
器
に
は
口
径
が
復
元
可
能
な

個
体
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
破
片
全
体
に
お
け
る
口
径

復
元
可
能
な
破
片
数
の
比
率
を
算
出

し
た
と
こ
ろ
、
大
浦
山
式
と
無
文
土

器
、
東
山
式
と
の
間
に
は
明
確
な
差

が
認
め
ら
れ
た（
第
37
図
上
段
）。
土

器
が
割
れ
、
生
じ
る
破
片
の
大
き
さ

第 36図　口縁部が黒色化した土器群

第 37図　十王堂免遺跡採集土器片から復元した口径サイズ
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は
元
の
土
器
の
大
き
さ
に
関
わ
ら
ず
一
定
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
理
論
上
、
元

の
土
器
が
大
き
い
ほ
ど
一
つ
の
破
片
か
ら
口
径
を
復
元
で
き
る
可
能
性
は
低
く
な

り
、
元
の
土
器
が
小
さ
け
れ
ば
、
一
つ
の
破
片
か
ら
で
も
口
径
が
復
元
で
き
る
可
能

性
は
高
く
な
る
。
算
出
し
た
比
率
を
そ
う
し
た
視
点
で
み
て
み
る
と
、
大
浦
山
式
は

数
値
が
低
く
、
そ
れ
に
比
べ
無
文
土
器
お
よ
び
東
山
式
は
数
値
が
高
く
な
る
。
つ
ま

り
大
浦
山
式
は
東
山
式
や
無
文
土
器
と
比
較
し
、
元
の
個
体
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
可

能
性
が
高
く
、
先
の
口
径
サ
イ
ズ
の
傾
向
を
追
認
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
傾
向
の
違
い
の
要
因
を
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
用
途
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は

先
に
指
摘
し
た
口
縁
部
黒
色
化
の
現
象
が
無
文
土
器
に
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
関

連
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

無
文
土
器
の
編
年
的
位
置
づ
け
は
未
だ
共
通
の
見
解
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
大
き

さ
の
違
い
が
同
時
期
に
お
け
る
用
途
の
違
い
を
示
し
て
い
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、

無
文
土
器
の
一
部
（
特
に
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
も
の
）
は
大
浦
山
式
と
同
時
期
に
存
在

し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
無
文
土
器
の
編
年
を
検
討
す
る

際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
も
有
用
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
5
）
林
氏
資
料
の
数
量

　

林
氏
資
料
の
破
片
数
、
重
量
の
内
訳
を
第
38
図
に
示
し
た
。
大
浦
山
式
お
よ
び
無

文
土
器
が
多
数
を
占
め
、
撚
糸
文
期
前
半
（
夏
島
式
、
稲
荷
台
式
）、
東
山
式
は
少
な

い
。
大
浦
山
式
a
、
b
類
の
内
訳
は
、
破
片
数
で
は
b
類
が
、
重
量
で
は
a
類
が
多

く
、
一
つ
の
破
片
の
重
さ
（
大
き
さ
、
厚
さ
）
が
a
類
の
方
が
重
い
と
い
う
傾
向
を

示
し
て
い
る（

（（
（

。
周
辺
の
撚
糸
文
期
後
半
の
遺
跡
に
お
い
て
は
、
押
型
文
土
器
が
出
土

す
る
例
も
散
見
さ
れ
る
が
（
岡
本
一
九
五
七
・
一
九
五
九
、
守
屋
一
九
九
五
な
ど
）、

林
氏
資
料
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

第 38図　十王堂免遺跡採集土器群の重量・破片数の内訳

　

実
際
に
存
在
し
た
土

器
の
個
体
数
を
破
片
資

料
か
ら
復
元
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
が
、

底
部
の
破
片
数
は
最
小

個
体
数
と
し
て
有
効
で

あ
る
。
林
氏
資
料
に
は

大
浦
山
式
二
十
五
点
、

無
文
土
器
六
十
七
点
の

底
部
破
片
が
含
ま
れ
て

い
る
。
本
稿
で
無
文
土

器
と
し
た
一
群
が
、
撚

糸
文
期
の
複
数
時
期
の

土
器
を
含
ん
で
い
る
と

い
う
前
提
は
踏
ま
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
で
あ
っ
て
も
一
遺
跡
か
ら
の
出
土
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
当

該
期
遺
跡
の
中
で
も
極
め
て
多
い
部
類
に
入
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

十
王
堂
免
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
名
前
こ
そ
知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
内
容
が

公
表
さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
で
中
期
以
外
の
ほ
ぼ
全
て
の
土
器

片
を
紹
介
し
た
が
、
土
器
の
量
だ
け
か
ら
し
て
も
、
本
遺
跡
が
当
該
期
の
遺
跡
と
し

て
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
お
そ
ら
く
、
撚
糸
文
期
後
半
に
あ

っ
て
は
、
複
数
の
住
居
址
か
ら
な
る
集
落
跡
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
本
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稿
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
報
告
し
た
土
器
に
は
、
表
面
に
貝
塚

か
ら
出
土
す
る
土
器
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
白
色
付
着
物
の
あ
る
も
の
が
散
見
さ
れ

た
。
こ
れ
は
土
器
を
包
含
し
て
い
た
土
層
付
近
に
貝
層
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
林
氏
や
芹
沢
氏
の
記
述
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
今
後
、
理
化
学
的
な
分
析
等
を
行
な
う
こ
と
で
、
よ
り
遺
跡
の
状
況

を
復
元
で
き
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
評
価
を
行
な
う
た
め
に
は
土
器
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
も
分
析
も

行
な
う
必
要
が
あ
る
。
林
氏
の
十
王
堂
免
遺
跡
採
集
資
料
に
は
、
ス
タ
ン
プ
形
石
器

や
「
礫
斧
」（
原
田
一
九
八
八
）
と
い
っ
た
撚
糸
文
期
に
特
有
の
石
器
群
が
大
量
に
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
も
今
後
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
館
に
は
、
十
王
堂
免
遺
跡
周
辺
の
林
氏
の
採
集
資
料
も
多
く
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
撚
糸
文
期
を
は
じ
め
と
す
る
、
本
遺
跡
と
近
い
時
期
の
も

の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
整
理
、
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、
本

遺
跡
を
含
め
た
当
該
地
域
の
よ
り
具
体
的
な
姿
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
こ
よ

う
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
公
表
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

謝
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本
稿
を
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と
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に
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、
石
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氏
、
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田
昌
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、
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藤
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藤
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、
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古
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氏
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、
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た
。

　

ま
た
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版
の
作
成
に
あ
た
っ
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は
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山
理
美
氏
、
橋
本
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氏
、
小
澤
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。
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註（
1
）
当
館
の
所
蔵
す
る
林
氏
旧
蔵
資
料
の
う
ち
、横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
土
器
に
つ
い
て
は
既
に

報
告
を
行
な
っ
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
五
）。
ま
た
そ
の
一
部
を
対
象
と
し
た
胎
土
分
析
、
赤

色
顔
料
分
析
お
よ
び
同
貝
塚
で
林
氏
が
採
集
し
た
骨
角
器
に
つ
い
て
は
本
誌
で
報
告
を
行
な

っ
て
い
る
（
建
石
・
降
幡
・
千
葉
報
文
お
よ
び
高
橋
・
千
葉
報
文
参
照
）。

（
2
）
林
氏
の
手
書
き
文
章
は
、
句
読
点
が
全
て
句
点
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
文

脈
か
ら
適
宜
句
点
を
読
点
に
改
め
た
。

（
3
）
横
浜
市
磯
子
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
磯
子
区
歴
史
年
表 

昭
和
二
十
一
年
～
昭
和
四
十
五
年
」
に

よ
る
。（http://www.city.yokohama.lg.jp/isogo/isogo/nenpyo/nenpyo2.html

、二
〇
一

六
年
七
月
三
〇
日
閲
覧
）

（
4
）
本
稿
で
は
林
氏
の
言
う
「
十
王
堂
免
」
採
集
資
料
を
対
象
と
し
た
。「
平
台
」「
森
町
赤
穂
原
」

等
の
注
記
を
も
つ
資
料
は
今
後
整
理
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
。

（
5
）
藤
山
龍
造
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
6
）
接
合
し
た
破
片
が
複
数
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
破
片
数
と
図
版
番
号
は
一
致
し
な
い
。

（
7
）
岡
本
勇
氏
は
大
浦
山
遺
跡
で
の
報
文
で
、
大
浦
山
式
土
器
の
う
ち
撚
糸
文
が
施
さ
れ
る
一
群

（「
第
一
型
式
」）
に
つ
い
て
「
器
面
は
表
裏
と
も
に
よ
く
磨
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
表
面
で
は

多
く
の
も
の
に
つ
や
0

0

が
感
じ
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
（
傍
点
は
原
典
マ
マ
、岡
本
一
九
六
〇
）。

（
8
）
た
だ
、
林
氏
資
料
の
中
に
は
後
期
に
属
す
る
土
器
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
紅
取
遺
跡
の
入
海
式
土
器
も
林
氏
の
採
集
資
料
で
あ
り
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
神
奈
川

県
立
博
物
館
編
一
九
七
〇　

図
版
3
―
4
）。

（
10
）
こ
の
傾
向
は
型
式
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、廃
棄
や
埋
没
と
い
っ
た
遺
跡
に
お
け
る
二

次
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

引
用
文
献

石
井　

寛　

一
九
九
一
「
横
浜
市
内
の
撚
糸
文
終
末
期
資
料
と
そ
の
評
価
」『
調
査
研
究
集
録
』
第

八
冊　

横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

岡
本　

勇　

一
九
五
七
「
相
模
平
坂
貝
塚
」『
駿
台
史
学
』
三　

駿
台
史
学
会

岡
本　

勇　

一
九
五
九
「
三
浦
郡
葉
山
町
馬
の
背
山
遺
跡
」『
横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文

科
学
）』
第
三
号　

横
須
賀
市
博
物
館
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岡
本　

勇　

一
九
六
〇
「
三
浦
市
大
浦
山
遺
跡
」『
横
須
賀
市
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）』
第

四
号　

横
須
賀
市
博
物
館

神
奈
川
県
史
編
纂
室
編　

一
九
七
九
『
神
奈
川
県
史　

資
料
編
二
〇　

考
古
資
料
』

神
奈
川
県
立
博
物
館
編　

一
九
七
〇
『
神
奈
川
県
考
古
資
料
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成
二　

縄
文
式
土
器
』
神
奈
川
県
立

博
物
館

神
奈
川
県
立
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物
館
編　

一
九
八
〇
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紅
取
遺
跡
』
神
奈
川
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物
館
発
掘
調
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報
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書
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十
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号　
　

神
奈
川
県
立
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物
館

小
林
達
雄　

一
九
七
七
「
縄
文
土
器
の
世
界
」『
日
本
原
始
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術
大
系　

一　

縄
文
土
器
』
講
談
社

篠
原　
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一
九
七
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『
金
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遺
跡
発
掘
調
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概
報
』
富
里
村
史
編
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委
員
会

杉
原
荘
介
・
芹
沢
長
介　

一
九
五
七
『
神
奈
川
県
夏
島
に
お
け
る
縄
文
文
化
初
頭
の
貝
塚
』
明
治
大

学
文
学
部
研
究
報
告
考
古
学
第
二
冊　

明
治
大
学

芹
沢
長
介　

一
九
五
七
「
神
奈
川
県
大
丸
遺
跡
の
研
究
」『
駿
台
史
学
』
七
号

芹
沢
長
介　

一
九
六
二
「
神
奈
川
県
横
浜
市
赤
穂
原
遺
跡
」『
日
本
考
古
学
年
報
』
十
一　

日
本
考

古
学
協
会

千
葉　

毅　

二
〇
一
五
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
考
古
資
料
―
林
國
治
氏
、
小
林
小
三
郎

氏
旧
蔵
の
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
―
」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科

学
）』
第
四
十
二
号　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

戸
田
哲
也　

一
九
八
八
「
縄
文
土
器
の
型
式
学
的
研
究
と
編
年
（
中
篇
）」『
神
奈
川
考
古
』
第
二
十

三
号　

神
奈
川
考
古
同
人
会

戸
田
哲
也　

一
九
九
五
「
撚
糸
文
系
土
器
終
末
期
の
一
様
相
―
片
瀬
山
ａ
・
ｂ
類
土
器
を
中
心
と
し

て
―
」『
縄
文
時
代
』
第
六
号　

縄
文
時
代
文
化
研
究
会

中
西
克
也
・
中
野
修
秀　

一
九
八
五
『
東
金
市
菅
谷
古
墳
群
及
び
南
外
輪
戸
遺
跡　

滝
・
木
浦
Ⅱ
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
菅
谷
古
墳
及
び
南
外
輪
戸
遺
跡
調
査
会

中
村
信
博　

二
〇
〇
二
『
天
矢
場
』
茂
木
町
教
育
委
員
会

林　

國
治　

一
九
六
七
『
西
日
本
旅
行
メ
モ　

あ
し
あ
と
の
記
』
シ
マ
文
庫

林　

國
治　

一
九
七
七
『
昭
和
五
十
二
年
記　

横
浜
の
遺
跡
名
表
と
石
鏃
採
集
数
控
え
』（
私
家
本
）

横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵　

請
求
番
号
：
林
資
料
十
二

林　

國
治　

一
九
七
九
『
昭
和
五
十
四
年
記　

私
の
考
古
学
付
記
』（
私
家
本
）
横
浜
開
港
資
料
館

所
蔵　

請
求
番
号
：
林
資
料
十
八

原
田
昌
幸　

一
九
八
六
「
撚
糸
文
系
土
器
終
末
期
の
諸
問
題　

無
文
土
器
「
東
山
式
」
の
設
定
」『
物

質
文
化
』
四
六
号

原
田
昌
幸　

一
九
八
七
「
撚
糸
文
系
土
器
終
末
期
の
諸
問
題
（
Ⅱ
）「
平
坂
式
」
の
再
検
討
」『
物
質

文
化
』
四
十
八
号

原
田
昌
幸　

一
九
八
八
「
木
工
具
と
し
て
の
撚
糸
文
期
の
∧
礫
斧
∨
に
つ
い
て
」『
竹
篦
』
第
五
号

　

北
総
た
け
べ
ら
の
会

原
田
昌
幸　

一
九
八
九
「
撚
糸
文
系
土
器
終
末
期
の
諸
問
題
（
Ⅲ
）　

―
「
大
浦
山
式
土
器
」
の
検

討
―
」『
物
質
文
化
』
五
十
二　

物
質
文
化
研
究
会

原
田
昌
幸　

一
九
九
一
『
撚
糸
文
系
土
器
様
式
』
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

原
田
昌
幸　

二
〇
〇
八
「
撚
糸
文
系
土
器
」『
総
覧
縄
文
土
器
』
ア
ム
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

宮
崎
朝
雄　

一
九
八
一
「
撚
糸
文
系
土
器
群
の
終
末
と
無
文
土
器
群
」『
土
曜
考
古
』
第
三
号　

土

曜
考
古
学
研
究
会

宮
畑
北
遺
跡
発
掘
調
査
団
編　

一
九
九
四
『
片
瀬
山
遺
跡
（
宮
畑
北
）
発
掘
調
査
報
告
書
』
神
奈
川

県
企
業
庁
水
道
局
施
設
課

守
屋
豊
人　

一
九
九
五
「
平
坂
貝
塚
出
土
土
器
の
再
検
討
―
層
位
的
出
土
状
況
の
再
確
認
を
中
心
と

し
て
―
」『
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館　

館
報
』
№
一
〇　

明
治
大
学
考
古
学
博
物
館

野
内
秀
明　

一
九
八
四
「
三
浦
半
島
に
お
け
る
無
文
土
器
群
の
様
相
」『
横
須
賀
市
人
文
博
物
館
研

究
報
告
』
二
八

横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編　

一
九
九
〇
『
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
Ⅺ　

山
田
大
塚
遺
跡
』
横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

上
台
遺
跡　

住
居
址
内
貝
塚　

動
物
遺
体　

貝
製
品　

縄
文
時
代
前
期

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
上
台
遺
跡
住
居
址
内
貝
塚
の

ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
は
一
九
七
六

年
に
神
奈
川
県
立
博
物
館
が
発
掘
調
査
し
た
際
に
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

出
土
動
物
遺
体
の
定
量
的
内
容
を
明
ら
か
と
し
、
当
該
地
域
の
出
土
動
物
遺

体
デ
ー
タ
の
追
加
を
図
る
と
と
も
に
、
本
遺
跡
の
生
業
活
動
に
お
け
る
貝
類
資

源
利
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

出
土
貝
類
種
は
計
十
三
種
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
と
い
う
立
地
を
反
映
し
た
組

成
で
あ
っ
た
。
ハ
マ
グ
リ
が
八
四
％
を
占
め
、
採
貝
活
動
領
域
は
本
遺
跡
周
辺

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
主
体
的
に
採
集
さ
れ
た
ハ
マ
グ
リ
は
食
料
だ
け
で

な
く
貝
製
品
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
貝

刃
に
お
い
て
打
ち
欠
き
を
特
徴
と
す
る
資
料
群
、
磨
耗
貝
器
が
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
た
点
は
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
く
注
目
に
値
す
る
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
（
以
下
、
両
者
と

も
に
当
館
と
す
る
）
で
は
、
一
九
六
七
年
の
開
館
か
ら
二
〇
年
間
ほ
ど
、
地
域
研
究

の
一
環
と
し
て
県
内
各
地
で
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
な
わ

れ
た
発
掘
調
査
は
八
遺
跡
で
十
九
回
に
わ
た
り
、
調
査
結
果
は
『
神
奈
川
県
立
博
物

館
発
掘
調
査
報
告
』（
第
一
号
〜
第
十
九
号
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
時
期
に
行

な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
成
果
は
当
時
の
学
界
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

き
た
。
た
だ
、
報
告
さ
れ
た
資
料
は
調
査
で
得
ら
れ
た
全
資
料
の
う
ち
、
ご
く
一
部

に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
さ
ら
に
未
報
告
資
料
の
中
に
は
今
日
的
な
視
点
で

重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
現
在
、
当
館
で
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
に
当
館
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
資
料
の
再
整
理
を
行
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
七
六
年
に
実
施
さ
れ
た
横
浜
市
上か

み
だ
い台
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
際
に

採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析
を
行
な
っ
た
の
で
以
下
に
報
告
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

一　

横
浜
市
上
台
遺
跡
お
よ
び
分
析
対
象
資
料
に
つ
い
て

（
1
）
上
台
遺
跡
お
よ
び
神
奈
川
県
立
博
物
館
に
よ
る
発
掘
調
査
の
概
要

　

上
台
遺
跡
は
、
横
浜
市
鶴
見
区
上
末
吉
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
、
弥

生
時
代
後
期
〜
古
墳
時
代
前
期
を
主
体
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
下
末
吉
台
地
先
端
の

標
高
四
十
二
m
程
度
の
台
地
上
に
位
置
し
、
鶴
見
川
か
ら
は
現
状
で
四
〇
〇
〜
五
〇

〇
m
程
の
距
離
に
あ
る
（
第
1
図
）。

　

遺
跡
は
台
地
上
に
広
く
展
開
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
当
館
が
実

吉　

永　

亜
紀
子

（
日
本
動
物
考
古
学
会
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の

　
　
　
　

縄
文
時
代
前
期
貝
塚
出
土
動
物
遺
体

︱ 
横
浜
市
上
台
遺
跡
住
居
址
内
貝
塚
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
の
分
析 

︱
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第 1図　上台遺跡の位置および調査区配置図
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施
し
た
発
掘
調
査
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
ら
か
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
神
奈

川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
七
・
一
九
七
九
、
上
台
遺
跡
調
査
団
編
一
九
九
九
、
玉
川

文
化
財
研
究
所
編
二
〇
〇
七
）。
当
館
の
実
施
し
た
調
査
は
三
次
に
わ
た
っ
て
お
り

（
第
一
次
が
一
九
七
六
年
、
第
二
次
が
一
九
七
七
年
、
第
三
次
が
一
九
七
八
年
）、
調

査
目
的
は
、第
一
次
が
縄
文
時
代
前
期
黒
浜
式
期
の
貝
層
を
伴
う
住
居
址
の
調
査
、第

二
・
三
次
は
そ
れ
に
加
え
、
第
一
次
調
査
の
際
に
出
土
し
た
夏
島
式
土
器
に
関
す
る

知
見
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
設
定
さ
れ
た
調
査
区
は
第
一
次
調
査
の
も
の

が
1
区
、
第
二
・
三
次
調
査
で
設
定
さ
れ
た
区
画
が
2
区
と
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
当
館
が
実
施
し
た
第
一
次
調
査
の
際
に
採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク

サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
し
分
析
を
行
な
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
2
）
住
居
址
に
つ
い
て

　

一
九
七
六
年
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
黒
浜
式
期
の
竪
穴
住
居
址
が
一
基
検

出
さ
れ
た
（
一
号
住
居
址
、
第
2
図
）。
住
居
址
は
三
・
九
m
×
四
・
一
m
の
不
整
方

形
を
呈
す
る
小
型
の
竪
穴
住
居
址
で
あ
る
。
炉
址
は
住
居
中
央
の
や
や
北
東
に
あ
り
、

灰
と
焼
土
の
厚
さ
は
中
央
で
一
〇
㎝
で
あ
る
。
P2
お
よ
び
P3
付
近
に
も
部
分
的
に
焼

土
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
灰
ま
じ
り
の
焼
土
が
二
次
的
に
散
乱
し
た
も

の
ら
し
い
。
覆
土
は
下
か
ら
暗
褐
色
粘
質
土
層
、
混
土
貝
層
、
黒
色
土
層
に
区
分
さ

れ
て
お
り
、
混
貝
土
層
は
平
面
的
に
大
き
く
三
つ
の
範
囲
に
分
か
れ
る
。
三
つ
の
範

囲
と
も
住
居
址
の
西
側
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
貝
殻
の
投
棄
が
西
側
か
ら
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
」（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
九
）
と
さ
れ
た
。
遺
物
は
混
土

貝
層
お
よ
び
黒
色
土
層
か
ら
多
く
出
土
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
3
）
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
前
述
の
住
居
址
か
ら
採
取
さ
れ
た
貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
を
分
析
対

第 2図　上台遺跡 1号住居址と住居址内貝層
（神奈川県立博物館編 1979 を改変）
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第 3図　上台遺跡 1号住居址出土土器
（神奈川県立博物館編 1979 を改変、番号は引用元のものを示した）

象
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
の
採
取
位
置
は
調
査
時
の

記
録
に
残
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。

　

出
土
し
た
土
器
は
、
下
層
の
暗
褐
色
粘
質
土
層
か
ら
上
層
の

黒
色
土
層
ま
で
、
黒
浜
2
式
土
器
を
主
体
と
し
、
他
型
式
は
混

在
し
な
い
（
第
3
図
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
覆
土
お
よ
び
貝
層
の

形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
黒
浜
式
期
の
短
期
間
に
形
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
黒
浜
式
期
の
暦
年
較
正
年
代
は
六
四
〇
〇
〜

五
九
〇
〇cal BP 

と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
工
藤
二
〇
一
二
）、温

暖
な
気
候
（PG

 W
arm-2 

の
末
期
）
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
縄
文
海

進
の
最
盛
期
に
あ
た
る
。
復
元
さ
れ
た
六
〇
〇
〇
年
前
の
海
岸

線
を
参
照
す
る
と
（
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
編

二
〇
〇
四
）、
上
台
遺
跡
は
東
京
湾
を
眼
前
に
臨
む
と
と
も
に
、

古
鶴
見
湾
湾
口
部
の
台
地
先
端
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
（
第
4
図
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
）

第 4図　黒浜式期の想定海岸線と上台遺跡
（神奈川県立生命の星・地球博物館編 2004 を改変）
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第 5図ハマグリ部位名称と計測箇所
（川口 1989 に加筆）

二　

出
土
貝
類
遺
体
の
内
容

（
1
）　

分
析
資
料
と
方
法

　

本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
の
は
、
第
一
次
調
査
に
お
い
て
採
集
さ
れ
た
住
居
址
内

貝
層
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ン
プ
ル
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
し
て
約
五
箱
分
の
貝
類
遺
体
で
あ

る
。
既
報
に
は
、
調
査
時
に
獣
骨
・
魚
骨
の
出
土
に
も
注
意
が
払
わ
れ
た
が
出
土
し

て
い
な
い
と
の
記
述
が
あ
る
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
一
九
七
九
）。
本
分
析
に
お
い

て
も
精
査
し
た
が
貝
類
以
外
の
動
物
遺
体
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。

　

出
土
貝
類
遺
体
は
同
定
後
、
腹
足
綱
は
殻
軸
部
が
遺
存
す
る
個
体
を
一
個
体
と
し

て
計
数
、
最
小
個
体
数
（M

N
I

）
と
し
た
。
二
枚
貝
綱
は
殻
頂
部
が
遺
存
す
る
個
体

を
一
個
体
と
し
て
計
数
、
左
右
で
多
い
方
を
最
少
個
体
数
と
し
た
。
出
土
点
数
の
少

な
い
二
枚
貝
は
貝
合
わ
せ
も
行
い
、
最
小
個
体
数
を
算
出
し
た
。
破
片
資
料
も
す
べ

て
同
定
し
、
同
定
資
料
数
（N

ISP

）
と
し
て
計
数
し
た
。

　

出
土
貝
類
遺
体
の
サ
イ
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
ギ
ス
（M

itsutoyo, 

C
D

-P20M

）
を
使
用
し
腹
足
綱
は
殻
径
・
殻
高
、
二
枚
貝
綱
は
殻
長
・
殻
高
を
〇
・

〇
一
㎜
ま
で
計
測
し
た
。計
測
箇
所
と
本
稿
で
使
用
す
る
部
位
名
称
は
第
5
図

の
通
り
で
あ
る
。
貝
製
品
は
破
片
資
料
も
含
め
肉
眼
観
察
に
よ
り
選
別
し
、デ

ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

（3R
-W

M
401P

C
2.4G

H
z

ワ

イ
ヤ
レ
ス
顕
微
鏡
・
倍
率
六
〇

倍
）に
よ
る
観
察
の
う
え
分
類
・

分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
分

析
に
よ
り
得
ら
れ
た
出
土
貝
類

遺
体
の
内
容
を
以
下
に
報
告
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
吉
永
）

（
2
）
出
土
貝
類
種
と
組
成

　

既
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
土
貝
類
種
は
腹
足
綱
二
種
、
二
枚
貝
綱
九
種
の
合
計

十
一
種
で
あ
る
。
本
分
析
で
は
、
腹
足
綱
二
種
、
二
枚
貝
綱
一
種
が
新
た
に
同
定
さ

れ
、
出
土
貝
類
種
は
腹
足
綱
四
種
、
二
枚
貝
綱
九
種
、
計
十
三
種
を
数
え
る
（
第
1
・

2
表
・
第
8
・
9
図
）。
そ
の
生
息
域
は
、
外
海
岩
礁
底
か
ら
内
湾
湾
口
砂
礫
底
・
干

潟
砂
泥
底
に
わ
た
り
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
と
い
う
本
遺
跡
の
立
地
を
反
映
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
出
土
点
数
は
一
二
九
七
点
（M

N
I

）、
破
片
資
料
も
含
め
る
と
三
二
〇

四
点
（N

ISP

）
で
あ
る
。
ハ
マ
グ
リ
が
八
割
以
上
と
主
体
を
占
め
（
第
6
図
）、「
ハ

マ
グ
リ
が
九
〇
％
強
を
占
め
る
」
と
い
う
既
報
の
調
査
所
見
と
も
相
違
な
い
。

　

ア
ワ
ビ
属

　

殻
頂
付
近
か
ら
殻
長
の
中
間
辺
り
ま
で
の
内
唇
部
が
出
土
し
た
。
内
唇
部
の
サ
イ

ズ
か
ら
み
て
殻
長
一
三
〇
㎜
を
超
え
る
個
体
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
大
型
の
ア
ワ
ビ
が
本
遺
跡
周
辺
で
採
集
可
能
で
あ
っ
た
か
、
外
部
よ
り
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

ツ
メ
タ
ガ
イ

　

三
点
出
土
し
て
い
る
。
風
化
・
欠
損
に
よ
り
殻
高
の
計
測
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
い

ず
れ
も
殻
径
四
五
㎜
前
後
の
個
体
で
あ
っ
た
。

　

ア
カ
ニ
シ

　

軸
唇
部
の
み
の
個
体
が
四
点
、
殻
高
約
九
五
㎜
の
個
体
が
一
点
、
破
損
箇
所
が
あ

る
た
め
正
確
な
計
測
は
出
来
な
い
が
殻
高
一
〇
〇
㎜
を
超
え
る
個
体
が
二
点
出
土
し

て
い
る
。
体
層
部
に
は
被
熱
や
破
損
が
確
認
さ
れ
る
個
体
も
あ
り
、
利
用
に
関
わ
る

痕
跡
で
あ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
体
層
部
上
部
か
ら
中
間
部
が
遺
存
し

て
い
る
個
体
の
形
質
に
注
目
す
る
と
、
結
節
が
ツ
ノ
状
に
尖
る
ツ
ノ
ア
カ
ニ
シ
と
呼

ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
第
7
図
）。
サ
ザ
エ
な
ど
で
は
生
息
環

境
に
よ
っ
て
形
質
が
変
化
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
富
岡
一
九
九
九
）、
ア
カ
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ニ
シ
で
は
形
質
に
影
響
を
与
え
る
要
因
や
時
期
的
変
化
は
不
明
で
あ
る

（
黒
住
耐
二
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
東
京
湾
の
洪
積
層
出
土
ア
カ
ニ
シ
か

ら
現
生
ア
カ
ニ
シ
ま
で
を
対
象
と
し
、
結
節
の
形
質
に
よ
っ
て
十
種
類
に

分
類
、
比
較
を
行
っ
た
永
沢
は
（
一
九
六
〇
）、
貝
塚
産
お
よ
び
沖
積
層
出

土
ア
カ
ニ
シ
に
は
結
節
が
ツ
ノ
状
を
呈
す
る
タ
イ
プ
が
多
く
、
棲
息
深
度

や
塩
分
濃
度
と
の
関
係
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
遺
跡
出
土
の
ア
カ
ニ
シ
の

形
質
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
・
時
期
的
な
特
徴
が
あ
る
の
か
等
、
今
後
注

意
を
払
い
た
い
。

　

バ
イ

　

風
化
・
欠
損
に
よ
り
計
測
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
殻
高
六
〇
㎜
前
後
の

個
体
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。

　

ハ
イ
ガ
イ
・
サ
ル
ボ
ウ
・
オ
キ
シ
ジ
ミ
・
カ
ガ
ミ
ガ
イ
・
ア
サ
リ
・

　

シ
オ
フ
キ

　

内
湾
湾
奥
部
干
潟
群
集
で
あ
る
ハ
イ
ガ
イ
が
少
な
く
、
内
湾
湾
央
部
砂

泥
底
に
生
息
域
を
も
つ
二
枚
貝
が
主
体
を
占
め
、
湾
口
部
砂
礫
底
群
集
で

あ
る
イ
タ
ボ
ガ
キ
が
出
土
し
て
い
る
組
成
は
、
古
鶴
見
湾
湾
口
部
に
形
成

さ
れ
た
本
遺
跡
の
立
地
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
計
測
、
貝

合
わ
せ
の
詳
細
を
第
3
表
に
示
し
た
。

　

ハ
マ
グ
リ

　

一
〇
八
六
点（M

N
I

）が
出
土
し
本
遺
跡
に
お
い
て
主
体
を
占
め
る
。
既

報
で
は
出
土
貝
類
種
に
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
記
載
が
あ
っ
た
た
め
、

同
定
に
際
し
精
査
し
た
が
、
す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
と
同
定
さ
れ
チ
ョ
ウ
セ
ン

ハ
マ
グ
リ
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
（
同
定
に
際
し
黒
住
耐
二
氏
に
ご
指
導

賜
っ
た
）。
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
は
湾
外
沿
岸
砂
底
で
あ
り

（
富
岡
一
九
九
九
）、
現
在
関
東
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
産
地
は
茨
城
県
鹿

第 6図　上台遺跡 1号住居址出土貝類組成 第 7図　結節（矢印部分）が尖るアカニシ

第 1表　上台遺跡 1号住居址出土貝類種名表 第 2表　上台遺跡 1号住居址出土貝類一覧表
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第 3表　上台遺跡 1号住居址出土貝類観察表
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第 8図　上台遺跡 1号住居址出土貝類遺体（腹足綱）
1 アワビ属　2 バイ　3 ツメタガイ　4 アカニシ

第 9図　上台遺跡 1号住居址出土貝類遺体（二枚貝綱）
1 ハイガイ　2 シオフキ　3 ハマグリ　4 アサリ　5 オキシジミ　6 サルボウ　
7 カガミガイ　8 マガキ　9 イタボガキ
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島
灘
や
千
葉
県
九
十
九
里
浜
で
あ
る
。
東
京
湾
内
湾
の
西
岸
域
に
位
置
し
、
さ
ら
に

入
り
江
を
呈
し
て
い
た
古
鶴
見
湾
に
立
地
す
る
本
遺
跡
周
辺
に
お
い
て
は
、
チ
ョ
ウ

セ
ン
ハ
マ
グ
リ
が
生
息
し
採
集
可
能
な
環
境
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
遺

跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
生
息
域
で
あ
る
地
域

よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
や
、
本
遺
跡
周
辺
に
と
ど
ま
ら
な
い
広
域
な
採
貝
領
域

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
分
析
で
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
の
出
土

は
確
認
で
き
ず
全
て
ハ
マ
グ
リ
と
同
定
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
他
に
出
土
し
て
い
る
貝

類
遺
体
組
成
か
ら
、
採
貝
領
域
は
本
遺
跡
周
辺
に
あ
り
、
そ
こ
で
採
集
可
能
で
あ
っ

た
ハ
マ
グ
リ
を
主
体
的
に
採
集
、
利
用
し
て
い
た
貝
類
資
源
利
用
の
在
り
方
が
想
定

さ
れ
よ
う
。

　

出
土
し
た
ハ
マ
グ
リ
の
殻
長
分
布
を
第
10
図
に
示
し
た
。
殻
長
分
布
の
最
小
値
は

三
二
・
七
二
㎜
、
最
大
値
は
七
四
・
二
四
㎜
、
平
均
値
は
五
二
・
三
〇
㎜
で
あ
っ
た
。

殻
長
五
〇
～
六
〇
㎜
前
後
の
個
体
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
殻
長
四
〇
㎜
よ
り
小
型

の
個
体
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
殻
長
三
〇
㎜
以
下
の
個
体
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
中
型
以
下
の
個
体
に
限
ら
れ
、
二
×
三
㎝
大
の
個
体
さ
え
混
じ
っ
て
い
る
」
と
い
う

既
報
の
調
査
所
見
と
は
若
干
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
殻
長
五
〇
～
六
〇
㎜
台
の
ハ
マ

グ
リ
が
豊
富
に
採
集
可
能
で
あ
っ
た
本
遺
跡
で
は
、
採
貝
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
ハ

マ
グ
リ
を
食
料
と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
貝
刃
な
ど
の
道
具
の
材
料
と
し
て
も
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
。
貝
製
品
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
述
す
る
。

　

時
間
的
制
約
も
あ
り
、
す
べ
て
の
ハ
マ
グ
リ
に
つ
い
て
徹
底
し
た
貝
合
わ
せ
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
貝
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
十
三
組
が
合
貝
と
な

っ
た
。
ま
た
、
特
異
な
成
長
障
害
を
も
つ
個
体
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
第
11
図
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
吉
永
）

第 11図　特異な成長障害をもつハマグリ 第 10図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ殻長分布
（加工、使用痕の無い左殻、右殻の計 469 点）

（
3
）
貝
製
品

　

出
土
貝
類
遺
体
に
は
、
人
為
的
な
加

工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
貝
製
品

が
含
ま
れ
て
い
た
。
出
土
貝
類
遺
体
組

成
に
お
い
て
主
体
を
占
め
る
ハ
マ
グ
リ

を
材
料
と
し
た
資
料
が
多
く
、
剥
離
・
打

ち
欠
き
に
よ
り
加
工
が
加
え
ら
れ
使
用

さ
れ
た
貝
刃
と
、
著
し
い
磨
耗
痕
が
特

徴
的
に
観
察
さ
れ
る
磨
耗
貝
器
に
大
別

さ
れ
る
。
出
土
ハ
マ
グ
リ
全
体
に
お
け

る
貝
製
品
の
割
合
は
一
割
で
あ
っ
た

（
第
12
図
）。
以
下
、
貝
製
品
毎
に
詳
述

す
る
。

　

貝
刃

　

ハ
マ
グ
リ
製
一
四
四
点
、
カ
ガ
ミ
ガ

イ
製
一
点
の
計
一
四
五
点
が
出
土
し

た
。
貝
刃
は
縄
文
時
代
を
通
じ
、
東
京

湾
岸
域
を
は
じ
め
各
地
よ
り
出
土
す
る

貝
製
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
加
工

痕
・
使
用
痕
の
認
め
ら
れ
な
い
出
土
貝

類
遺
体
と
の
区
別
と
し
て
は
、
研
究
者

の
共
通
認
識
と
し
て
次
の
よ
う
な
定
義

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
二
枚
貝
の
腹
縁
を
加
工
し
て
刃
器
と

し
て
使
用
し
た
貝
製
品
の
一
種
、
二
枚
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貝
の
腹
縁
を
打
ち
欠
き
刃
を
付
け
た
打
製
刃
器
、
二
枚
貝
縁
辺
部
に
押
圧
に
よ
る
刃

部
調
整
を
有
す
る
骨
角
器
」（
神
沢
・
川
口
一
九
七
一
、
川
口
一
九
八
九
、
宮
川
二
〇

〇
六
）。

　

こ
の
よ
う
な
定
義
に
則
る
な
ら
ば
、
貝
刃
に
は
様
々
な
加
工
方
法
・
使
用
方
法
と

形
態
が
想
定
さ
れ
得
る
。
東
京
湾
岸
域
の
縄
文
時
代
貝
塚
出
土
資
料
を
分
析
し
た
神

沢
・
川
口
（
一
九
七
一
）
は
、
刃
の
位
置
と
幅
に
よ
り
四
群
八
類
、
加
工
方
法
に
よ

り
六
型
に
分
類
し
、
貝
刃
に
多
様
な
形
態
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
諸
遺
跡
の
報
告
書
に
お
い
て
貝
刃
と
し
て
報
告
さ
れ
研
究
対
象
と
な
っ

て
き
た
の
は
、
腹
縁
部
に
連
弧
状
の
剥
離
を
加
え
波
状
の
刃
部
を
呈
す
る
貝
製
品
が

大
半
で
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
ハ
マ
グ
リ
に
は
、
一
般
的
に
貝
刃
と
し
て
認
識
さ
れ
報
告
事
例
の
多

い
腹
縁
部
に
波
状
の
刃
部
を
有
す
る
形
態
の
貝
刃
以
外
に
も
様
々
な
形
態
の
貝
刃
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刃
部
や
刃
の
後
縁
に
、
加
工
や
使
用
に
伴
い
生
じ
た
で

あ
ろ
う
刃
こ
ぼ
れ
、
微
小
な
剥
離
、
磨
滅
、
擦
痕
、
線
状
痕
が
観
察
さ
れ
た
。
出
土

貝
類
遺
体
は
採
貝
活
動
か
ら
調
理
、
加
工
、
廃
棄
、
埋
没
、
発
掘
調
査
と
い
っ
た
諸

過
程
を
経
て
様
々
な
営
力
を
受
け
破
損
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で

は
形
態
や
前
述
し
た
加
工
痕
・
使
用
痕
の
有
無
、
現
生
ハ
マ
グ
リ
を
打
ち
欠
い
た
割

れ
口
と
の
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
貝
刃
と
そ
れ
以
外
の
出
土
貝
類
遺
体
の
区
別

を
行
っ
た
。
資
料
全
体
が
風
化
・
磨
耗
し
て
お
り
観
察
が
十
分
に
行
え
な
い
資
料
に

つ
い
て
は
対
象
外
と
し
た
。
な
お
、
貝
製
品
に
観
察
さ
れ
る
様
々
な
痕
跡
は
、
加
工

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
使
用
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
峻

別
し
難
い
た
め
、
本
稿
で
は
加
工
痕
・
使
用
痕
を
併
記
し
た
。

　

先
行
研
究
に
お
け
る
貝
刃
の
分
類
で
は
、
牛
沢
（
一
九
七
七
）
が
千
葉
県
・
加
曽

利
貝
塚
出
土
資
料
に
つ
い
て
行
っ
た
、
腹
縁
の
刃
部
範
囲
を
角
度
と
し
て
捉
え
計
測

す
る
分
類
方
法
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
き
な
打
ち
欠
き
を
加
え
製

第 4表　上台遺跡１号住居址出土ハマグリ製貝刃分類表
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作
さ
れ
て
い
る
資
料
群
な
ど
本
遺

跡
出
土
資
料
に
観
察
さ
れ
る
加
工

痕
・
使
用
痕
は
先
の
分
類
方
法
で

は
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
独

自
の
分
類
を
試
み
た
。

　

加
工
痕
・
使
用
痕
の
観
察
に
先

立
ち
、
現
生
ハ
マ
グ
リ
と
破
損
箇

所
の
あ
る
本
遺
跡
出
土
ハ
マ
グ
リ

の
破
断
面
の
観
察
を
行
っ
た
（
第

15
・
16
図
）。
観
察
に
使
用
し
た
現

生
ハ
マ
グ
リ
は
、
本
遺
跡
よ
り
多

く
出
土
し
て
い
る
殻
長
五
〇
～
六

〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
、
ま
た
殻
長

七
〇
～
八
〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
は

購
入
に
よ
る
入
手
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ

を
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
が
鮮
魚
店
で
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
生
ハ
マ

グ
リ
に
つ
い
て
は
、
鶏
卵
大
の
ハ

ン
マ
ー
ス
ト
ー
ン
で
内
面
か
ら
腹

縁
縁
辺
部
に
打
撃
を
加
え
、
破
断

面
を
観
察
し
た
。
本
遺
跡
出
土
ハ

マ
グ
リ
に
つ
い
て
は
、
破
損
箇
所

が
あ
る
も
の
の
加
工
痕
・
使
用
痕

が
見
ら
れ
な
い
破
砕
貝
の
破
断
面

第 12図　上台遺跡 1号住居址出土
ハマグリにおける貝製品
の割合

第 13図　上台遺跡 1号住居址出土貝刃
分類の組成

第 14図　上台遺跡 1号住居址出土
貝製品殻長分布

を
観
察
し
た
。

　

観
察
の
結
果
、
貝
刃
に
お
い
て
刃
の
後
縁
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
成
長
線
に
沿
う

よ
う
な
平
滑
で
な
だ
ら
か
な
破
断
面
を
呈
し
て
い
た
。
貝
刃
に
お
い
て
刃
先
に
該
当

す
る
箇
所
も
同
様
に
平
滑
な
破
断
面
を
呈
し
、
鋭
く
明
瞭
な
角
が
立
つ
。
こ
れ
ら
の

破
断
面
の
特
徴
は
、
貝
刃
の
刃
の
後
縁
・
刃
先
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
剥

離
・
打
ち
欠
き
を
加
え
る
貝
刃
製
作
の
過
程
で
破
断
面
は
平
滑
で
は
な
く
な
り
、
使

用
に
よ
り
鋭
く
立
つ
角
は
磨
滅
し
消
失
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
先
行
研
究
に
お
い
て
貝

刃
に
度
々
観
察
さ
れ
て
き
た
剥
離
・
磨
滅
・
線
状
痕
・
擦
痕
は
人
為
的
な
加
工
・
使

用
の
結
果
生
じ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
貝
刃
と
破
砕
貝
を
区
別
す
る
項
目
と
し
て

有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

貝
刃
は
、
主
に
剥
離
に
よ
っ
て
加
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
A
・
B
・
C
タ
イ
プ
、
主

に
打
ち
欠
き
に
よ
っ
て
加
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
D
・
E
タ
イ
プ
に
大
別
し
、
加
工

痕
・
使
用
痕
が
観
察
さ
れ
る
範
囲
や
形
態
に
よ
っ
て
細
分
し
た
。
各
タ
イ
プ
の
特
徴

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
第
4
表
、
第
17
・
18
・
19
図
）。

A
タ
イ
プ
：
局
所
的
な
加
工
痕
（
剥
離
）・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
腹
縁
に
幅

一
〇
㎜
前
後
の
局
所
的
な
剥
離
を
加
え
刃
部
と
し
て
い
る
。
刃
部
の
幅

は
非
常
に
狭
い
が
、
同
幅
の
連
弧
状
の
剥
離
や
刃
先
の
磨
滅
、
線
状
痕

と
い
っ
た
加
工
痕
・
使
用
痕
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。

B
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
主
に
剥
離
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用
痕
が

認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使
用
痕
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
よ
り
以

下
の
5
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

B1
タ
イ
プ
：
前
背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
と
後
背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
に
加
工
痕
・
使
用
痕

が
認
め
ら
れ
る
。 

腹
縁
中
央
部
は
未
加
工
・
未
使
用
で
自
然
面
が
残
る
。

B2
タ
イ
プ
：
腹
縁
中
央
部
に
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
両
背
縁
お
よ
び
両

背
縁
寄
り
の
腹
縁
部
は
未
加
工
・
未
使
用
で
あ
り
自
然
面
が
残
る
。
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第 15図　現生ハマグリの割れ口 第 16図　加工痕・使用痕の見られない出土ハマグリの
割れ口

第 17図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（1）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは数値の記載がないものは 1mm を示す。
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第 18図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（2）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは数値の記載がないものは 1mm を示す。
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第 19図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製貝刃の分類と加工痕・使用痕（3）
資料 No. は第 4 表と対応する。貝刃右下スケールは 10mm、拡大写真内スケールは 1mm を示す。

B3
タ
イ
プ
：
後
背
縁
か
ら
腹
縁
中

央
部
の
範
囲
に
加
工

痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら

れ
る
。前
背
縁
寄
り
の

腹
縁
前
背
縁
は
未
加

工
・
未
使
用
で
自
然
面

が
残
る
。

B4
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
腹
縁
中

央
部
の
範
囲
に
加
工

痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら

れ
る
。腹
縁
中
央
部
か

ら
後
背
縁
に
か
け
て

は
未
加
工
で
自
然
面

が
残
る
。

B5
タ
イ
プ
：
腹
縁
全
体
に
加
工
痕
・

使
用
痕
が
お
よ
ぶ
。剥

離
や
打
ち
欠
き
の
幅
・

奥
行
は
不
規
則
で
あ

る
た
め
刃
部
は
様
々

な
形
態
を
呈
す
る
。右

殻
が
多
く
出
土
し
て

お
り
、左
右
の
出
土
数

に
差
が
み
ら
れ
る
。

C
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁

に
か
け
て
主
に
連
弧
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状
の
剥
離
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使

用
痕
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
に
よ
り
以
下
の
2
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

C1
タ
イ
プ
：
腹
縁
中
央
部
か
ら
前
背
縁
の
範
囲
は
未
加
工
・
未
使
用
で
自
然
面
が
残

る
。
一
次
加
工
で
腹
縁
を
剥
離
後
、
二
次
加
工
で
連
弧
状
の
細
か
い
剥

離
を
加
え
て
刃
部
を
製
作
し
て
い
る
。
刃
部
は
波
状
を
呈
し
刃
の
奥
行

は
狭
い
。

C2
タ
イ
プ
：
C1
と
同
様
の
加
工
方
法
と
波
状
の
刃
部
が
見
ら
れ
る
が
、
加
工
痕
・
使

用
痕
の
範
囲
が
よ
り
広
く
腹
縁
全
体
に
お
よ
ぶ
点
が
異
な
る
。

D
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
主
に
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
痕
・
使
用

痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。
加
工
痕
・
使
用
痕
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
と
形

態
に
よ
り
以
下
の
5
タ
イ
プ
に
細
分
さ
れ
る
。

D1
タ
イ
プ
：
腹
縁
か
ら
殻
の
中
央
部
に
向
か
っ
て
、
腹
縁
の
一
部
を
深
く
打
ち
欠
い

た
部
分
を
刃
部
と
す
る
。
一
点
出
土
し
て
い
る
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
貝
刃
も

本
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
（
第
20
図
）。

D2
タ
イ
プ
：
後
背
縁
寄
り
の
腹
縁
か
ら
後
背
縁
に
か
け
て
打
ち
欠
き
や
剥
離
が
見
ら

ち
欠
く
。
幅
が
広
く
直
線
的
な
刃
部
を
呈
す
る
。

D5
タ
イ
プ
：
両
背
縁
か
ら
背
面
の
中
央
に
向
け
て
斜
め
に
大
き
く
打
ち
欠
く
。
D4
タ

イ
プ
に
さ
ら
に
後
背
面
か
ら
の
打
ち
欠
き
を
加
え
た
タ
イ
プ
と
も
捉
え

ら
れ
る
。
殻
頂
部
周
辺
の
み
が
残
り
菱
形
を
呈
す
る
。

E
タ
イ
プ
：
殻
頂
部
か
ら
腹
縁
に
か
け
て
、
垂
直
に
半
裁
し
た
形
態
を
呈
し
、
そ
の

破
断
面
を
刃
部
と
す
る
。
刃
部
に
は
著
し
い
剥
離
や
線
状
痕
が
見
ら
れ

る
。

　

先
行
研
究
で
は
貝
刃
の
材
料
と
な
っ
た
貝
種
ま
た
形
態
の
割
合
に
つ
い
て
、
加
工

方
法
・
機
能
・
用
途
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
遺
跡
毎
に
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。

本
遺
跡
出
土
貝
刃
分
類
の
組
成
は
第
13
図
の
通
り
で
あ
る
。
貝
種
は
、
カ
ガ
ミ
ガ
イ

製
貝
刃
一
点
を
除
き
す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
製
で
あ
っ
た
。
加
工
方
法
と
加
工
・
使
用
部

位
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
細
分
さ
れ
る
が
、
剥
離
に
よ
る
加
工
を
特
徴
と
す
る
A
・

B
タ
イ
プ
は
三
三
％
、
一
次
加
工
後
、
二
次
加
工
で
連
弧
状
の
剥
離
を
加
え
る
C
タ

イ
プ
は
二
三
％
、
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
を
特
徴
と
す
る
D
・
E
タ
イ
プ
は
四
四
％

（
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
貝
刃
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
特
定
の
加
工
方
法
や
形
態
が
主
体
を
占

め
る
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
一
つ
の
タ
イ
プ
に
偏
ら
な
い
多
様
な
貝
刃
の
あ
り
方
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
報
告
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
D
・
E
タ
イ
プ
、
即
ち
大
き

な
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
と
幅
の
広
い
刃
部
を
特
徴
と
す
る
タ
イ
プ
が
一
定
の
割
合

を
占
め
る
点
は
、
本
遺
跡
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
神
沢
・
川
口
（
一
九
七

一
）、
川
口
（
一
九
八
九
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
大
き
な
打
ち
欠
き
を
加
え
る
タ
イ
プ

の
貝
刃
は
、
刃
部
と
し
て
の
形
状
、
使
用
に
よ
る
損
耗
が
認
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら

ず
単
な
る
破
砕
貝
と
し
て
見
な
さ
れ
易
く
、
出
土
例
が
非
常
に
少
な
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

貝
刃
を
含
む
貝
製
品
と
、
貝
製
品
以
外
の
出
土
ハ
マ
グ
リ
の
サ
イ
ズ
を
比
較
す
る

た
め
、
殻
長
の
計
測
を
行
い
第
14
図
に
殻
長
分
布
を
示
し
た
。
貝
刃
の
材
料
と
し
て

第 20図　上台遺跡 1号住居址出土
カガミガイ製貝刃

れ
、殻
が
突
出
し
て
い
る
部
分
を

欠
く
よ
う
な
形
態
を
呈
す
る
。前

背
縁
か
ら
腹
縁
中
央
部
は
未
加

工
・
未
使
用
で
あ
り
自
然
面
が
残

る
。

D3
タ
イ
プ
：
腹
縁
全
体
を
深
く
打
ち
欠
き
、殻

頂
部
周
辺
を
残
し
丸
形
を
呈
す

る
。

D4
タ
イ
プ
：
前
背
縁
か
ら
後
背
縁
寄
り
の
腹

縁
に
か
け
て
、斜
め
に
大
き
く
打
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加
工
・
使
用
痕
の
見
ら
れ
る
ハ
マ
グ
リ
は
殻
長
約
五
〇
～
六
〇
㎜
で
あ
っ
た
。
加
工
・

使
用
痕
の
見
ら
れ
な
い
出
土
ハ
マ
グ
リ
よ
り
は
や
や
大
き
い
サ
イ
ズ
が
選
択
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
分
布
は
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
大
型
個
体
へ
の
選
択
性
は
見
ら

れ
ず
、
加
工
痕
・
使
用
痕
が
見
ら
れ
な
い
殻
長
約
七
〇
㎜
以
上
の
大
型
個
体
も
散
見

さ
れ
る
。
本
遺
跡
で
多
く
出
土
し
て
い
る
殻
長
約
五
〇
～
六
〇
㎜
の
中
型
個
体
が
貝

刃
の
材
料
と
し
て
も
主
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ハ
マ
グ
リ
の
サ

イ
ズ
が
大
型
に
な
る
ほ
ど
殻
の
厚
み
も
増
す
こ
と
か
ら
、
中
型
個
体
の
入
手
と
加
工

の
し
易
さ
が
殻
長
分
布
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

磨
耗
貝
器

　

す
べ
て
ハ
マ
グ
リ
製
で
あ
り
五
十
五
点
が
出
土
し
た
。
磨
耗
貝
器
と
し
た
ハ
マ
グ

リ
は
、
背
面
の
模
様
が
肉
眼
観
察
可
能
で
あ
る
よ
う
な
遺
存
状
態
が
良
好
な
個
体
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、部
分
的
に
著
し
い
磨
耗
痕
が
認
め
ら
れ
る
資
料
群
で
あ
る
。
金

子
・
忍
沢
（
一
九
八
六
）
で
は
「
ヘ
ラ
状
貝
製
品
」、
川
口
（
一
九
八
九
）
で
は
「
磨

耗
貝
器
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
貝
製
品
で
あ
り
（
第
21
図
）、
次
の
よ
う
な
特
徴

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
器
体
の
一
部
に
磨
耗
痕
、
研
磨
痕
、
擦
痕
を
有
す
る
。

（
二
）
明
瞭
な
加
工
痕
が
認
め
ら
れ
ず
、
貝
の
有
す
る
自
然
形
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
三
）
よ
り
厚
さ
の
あ
る
大
型
の
貝
へ
の
選
択
性
が
認
め
ら
れ
る
。

（
四
）
土
器
の
器
面
調
整
、皮
な
め
し
等
幅
広
い
用
途
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
貝
刃
や
貝
輪
と
い
っ
た
出
土
貝
製
品
と
比
べ
て
磨
耗
貝
器
の
出
土
報
告
例

は
少
な
く
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
金
子
・
忍

沢
一
九
八
六
、
川
口
・
一
九
八
九
）。

（
一
）
研
究
者
側
の
認
識
不
足
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
よ
り
一
層
の
遺
物
へ
の
注
意

力
が
必
要
で
あ
る
。

第 5表　上台遺跡 1号住居址出土磨耗貝器分類表
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第 21図　他遺跡出土磨耗貝器
（金子・忍沢 1986 年に加筆）

第 22図　上台遺跡 1号住居址出土ハマグリ製磨耗貝器と磨耗痕
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（
二
）
一
見
、
自
然
遺
物
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
。

（
三
）
食
料
残
滓
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
実
数
は
出
土
例
を
か
な
り
上
回

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
資
料
で
は
ヘ
ラ
状
を
呈
す
る
形
態
の
資
料
は
見
ら
れ
ず
、
著
し
い
磨

耗
の
痕
跡
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
川
口
（
一
九
八
九
）
に
な
ら
い
「
磨
耗
貝
器
」

と
し
て
報
告
す
る
。
著
し
い
磨
耗
痕
を
有
す
る
部
位
毎
に
出
土
資
料
を
一
覧
し
た
も

の
が
第
5
表
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
磨
耗
貝
器
も
、
殻
が
最
も
厚
い
殻
頂
部
付
近
を
含

ん
で
い
な
が
ら
著
し
く
磨
耗
し
て
お
り
、
資
料
に
よ
っ
て
は
背
面
や
内
面
に
も
削
り

こ
ま
れ
る
よ
う
に
磨
耗
が
お
よ
ん
で
い
る
。擦
痕
が
観
察
さ
れ
る
資
料
も
あ
っ
た
。磨

耗
貝
器
に
み
ら
れ
る
著
し
い
磨
耗
痕
は
局
所
的
で
あ
り
、
貝
殻
全
体
が
風
化
に
よ
り

磨
滅
・
磨
耗
し
て
い
る
資
料
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
（
第
22
図
）。
磨
耗
貝
器
の
殻
長

分
布
は
、
殻
長
約
五
五
～
六
五
㎜
に
集
中
す
る
。
大
型
個
体
へ
の
選
択
性
が
う
か
が

え
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
追
認
す
る
結
果
で
あ
っ
た
（
第
14
図
）。

　

有
孔
貝
器

　

ハ
マ
グ
リ
製
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
川
口
（
一
九
八
九
）
に
よ
る
と
、
有
孔
貝

器
と
は
「
自
然
の
殻
形
は
保
ち
つ
つ
、
二
枚
貝
や
巻
貝
の
殻
頂
部
お
よ
び
体
層
部
に

粗
雑
な
小
孔
を
穿
つ
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
も
殻
頂
部
の
孔
に
拡
張

や
研
磨
は
認
め
ら
れ
ず
、
内
面
か
ら
の
穿
孔
以
上
の
加
工
は
施
さ
れ
て
い
な
い
点
か

ら
有
孔
貝
器
と
分
類
し
た
。
た
だ
し
、
本
資
料
は
縁
辺
に
目
を
向
け
る
と
、
後
背
縁

か
ら
腹
縁
に
か
け
て
加
工
・
使
用
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
第
4
表
で
は
D2
タ
イ

プ
に
分
類
さ
れ
る
貝
刃
で
も
あ
る
。

　

本
資
料
と
類
似
し
た
有
孔
貝
器
は
、
本
遺
跡
よ
り
直
線
距
離
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
約

一
～
三
㎞
程
度
の
位
置
に
形
成
さ
れ
た
梶
山
貝
塚
（
第
1
図
・
前
期
花
積
下
層
式
期
）

か
ら
一
点
、
下
組
東
貝
塚
（
前
期
花
積
下
層
式
期
）
か
ら
四
点
報
告
例
が
あ
る
（
第

23
図
）。
い
ず
れ
も
腹
縁
に
加
工
痕
・
使
用
痕
を
有
し
、
貝
刃
と
し
て
の
形
態
も
呈
す

る
点
は
本
資
料
と
共
通
す
る
。
下
組
東

貝
塚
で
は
有
孔
貝
器
で
は
な
く「
貝
刃
」

と
し
て
報
告
さ
れ
て
お
り
、穿
孔
は「
紐

掛
け
用
」
の
孔
と
し
て
の
機
能
が
推
測

さ
れ
て
い
る
（
玉
川
文
化
研
究
所
編
二

〇
〇
六
）。

　

時
期
・
地
域
は
異
な
る
が
、
東
京
湾

東
岸
域
に
あ
た
る
千
葉
県
・
加
曽
利
北

貝
塚
（
居
住
址
地
域
・
加
曽
利
E
Ⅱ
式

期
）
か
ら
も
一
点
報
告
例
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
穿
孔
以
外
に
加

工
痕
・
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
ず
、
貝
刃

と
し
て
の
形
態
を
呈
し
て
い
な
い
点
は

本
資
料
や
梶
山
貝
塚
、
下
組
東
貝
塚
出

土
資
料
と
異
な
る
。

　

貝
輪

　

イ
タ
ボ
ガ
キ
製
一
点
が
出
土
し
て
い

る（
第
24
図
）。
貝
輪
は
縄
文
時
代
を
通

じ
て
各
地
か
ら
出
土
す
る
貝
製
品
で
あ

り
、材
料
と
な
る
貝
種
は
様
々
で
あ
る
。

本
資
料
は
全
体
の
三
分
の
一
程
度
が
欠

損
し
て
い
る
が
、
孔
が
開
け
ら
れ
縁
辺

が
等
幅
と
な
っ
て
い
る
形
態
か
ら
貝
輪

と
分
類
し
た
。
背
面
お
よ
び
内
面
、
断

面
に
研
磨
は
認
め
ら
れ
ず
、
未
製
品
か

第 23図　上台遺跡 1号住居址および他遺跡出土ハマグリ製有孔貝器
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製
品
で
あ
る
か
の
区
別
は
判
然
と

し
な
い
。
材
料
と
な
っ
て
い
る
イ

タ
ボ
ガ
キ
は
左
殻
五
点
・
右
殻
一

〇
点
が
出
土
し
て
お
り
、
左
右
で

出
土
数
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

本
資
料
は
右
殻
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
出
土
数
の
左
右
差
は
貝
輪
製

作
に
関
連
す
る
可
能
性
も
考
え
得

る
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
吉
永
）

ま
と
め

　

古
鶴
見
湾
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
・
花
積
下
層
式
期
に
学
史
的
に
著
名
な
菊
名
貝

塚
や
下
組
東
貝
塚
を
は
じ
め
と
し
た
斜
面
貝
塚
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
貝
類
遺
体
は

勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
魚
類
遺
体
と
釣
針
な
ど
の
漁
撈
具
の
出
土
は
、
生
業
活
動
の

一
端
に
活
発
な
漁
撈
活
動
と
海
産
資
源
利
用
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
関
山
式
期
に
入
る
と
、
貝
塚
だ
け
で
な
く
遺
跡
の
分
布
そ
の
も
の
が
空
白

と
な
り
、
貝
塚
は
白
幡
浦
島
ケ
丘
遺
跡
の
土
坑
内
貝
層
以
外
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

本
遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
黒
浜
式
期
に
入
り
、
湾
口
部
や
湾
奥
部
で
貝
塚
を
含
む
集
落

遺
跡
が
再
び
形
成
さ
れ
始
め
、
続
く
諸
磯
a
・
b
式
期
に
継
続
す
る
茅
ヶ
崎
貝
塚
や

西
ノ
谷
貝
塚
と
い
っ
た
環
状
を
呈
す
る
集
落
も
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
数
多
く
の
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て
い
る
一
方
、
出
土
動
物
遺
体
の
詳
細
な
分
析
や

定
量
的
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
貝
塚
は
断
片
的
で
あ
り
、
当
該
地
域
の
採
貝
・

漁
撈
・
狩
猟
活
動
と
動
物
資
源
利
用
の
考
察
を
行
う
上
で
は
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
古
鶴
見
湾
に
お
い
て
遺
跡
数
が
増
加
し
始
め
る
黒
浜
式
期
に
形

成
さ
れ
た
本
遺
跡
の
出
土
貝
類
遺
体
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
本
遺
跡
周
辺
を
採
貝

第 24図　上台遺跡 1号住居址出土
イタボガキ製貝輪

活
動
領
域
と
し
て
ハ
マ
グ
リ
を
主
体
的
に
採
貝
し
て
い
た
生
業
活
動
の
一
端
と
、
多

様
な
形
態
の
貝
刃
を
中
心
と
す
る
貝
製
品
の
出
土
か
ら
、
食
料
と
し
て
の
利
用
だ
け

で
な
く
道
具
の
材
料
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
貝
類
資
源
利
用
の
あ
り
方
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
遺
跡
の
調
査
時
お
よ
び
本
分
析
に
お
い
て
も
貝
類
遺
体
以
外
の
動
物
遺
体
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
点
は
、
本
遺
跡
に
限
ら
ず
東
京
湾
岸
域
の
当
該
期
住
居
址
内
貝
塚

に
み
ら
れ
る
動
物
遺
体
の
出
土
傾
向
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
植
月
・
小
島
二
〇

〇
〇
、
忍
沢
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
三
）、
当
該
期
の
動
物
資
源
利
用
・
廃
棄
行
動
に
関

連
す
る
も
の
と
し
て
注
視
し
た
い
。
本
遺
跡
で
は
貝
製
品
の
ま
と
ま
っ
た
出
土
も
鑑

み
、
単
な
る
食
料
残
滓
の
廃
棄
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
る
。

　

貝
刃
に
つ
い
て
は
近
年
、
製
作
方
法
に
迫
る
詳
細
な
観
察
分
析
（
山
崎
・
黒
住
・
大

城
二
〇
一
四
）、
弓
・
矢
柄
製
作
の
加
工
具
、
赤
色
顔
料
製
作
に
関
連
し
た
可
能
性
の

指
摘
な
ど
（
山
崎
二
〇
一
〇
）、
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
製
作
・
機
能
・
用
途

の
時
期
的
・
地
域
的
特
徴
が
詳
細
に
提
示
さ
れ
る
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡

出
土
の
多
様
な
貝
刃
も
そ
の
一
事
例
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
貝
刃
の
材
料
と

し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
殻
長
五
〇
～
六
〇
㎜
台
の
ハ
マ
グ
リ
が
入
手
可
能
で
あ
っ
た

環
境
的
要
因
を
背
景
と
し
て
、
金
子
・
忍
沢
（
一
九
八
六
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
用
途
の
広
汎
性
と
そ
れ
に
対
応
可
能
な
製
作
加
工
の
簡
便
性
が
相
俟
っ
て
重
要

な
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
多
様
な
形
態
の

貝
刃
は
様
々
な
機
能
・
用
途
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
石
器
等
の
共
伴
す

る
遺
物
の
検
討
、
本
分
析
で
観
察
さ
れ
た
種
々
の
痕
跡
の
実
験
考
古
学
的
な
検
討
も

今
後
必
要
で
あ
る
。

　

本
遺
跡
出
土
貝
刃
の
あ
り
方
は
、一
遺
跡
か
ら
一
〇
〇
点
以
上
確
認
さ
れ
た
点
、他

遺
跡
で
は
報
告
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
大
き
な
打
ち
欠
き
に
よ
る
加
工
方
法
に

よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
資
料
群
、
有
孔
貝
器
の
出
土
と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
遺
跡
か
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ら
近
距
離
に
形
成
さ
れ
た
梶
山
貝
塚
と
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、

形
成
さ
れ
た
時
期
の
違
い
、
住
居
址
内
貝
塚
と
斜
面
貝
塚
の
違
い
、
磨
耗
貝
器
を
伴

う
点
に
お
い
て
は
差
異
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
報
告
し
た
内
容
も
含
め
、
縄
文
時
代
の
古
鶴
見
湾
岸
地
域
に
お
け
る
生
業

活
動
と
動
物
資
源
利
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
に
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
出
土
動

物
遺
体
の
再
検
討
と
定
量
的
内
容
の
集
成
に
努
め
、
採
貝
・
漁
撈
・
狩
猟
活
動
の
あ

り
方
と
動
物
資
源
利
用
の
通
時
的
な
比
較
検
討
、
さ
ら
に
奥
東
京
湾
や
東
京
湾
東
岸

域
と
い
っ
た
近
隣
地
域
と
の
比
較
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
永
）

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
川
口
徳
治
朗
氏
、
黒
住
耐
二
氏
、
平
澤
悠
氏
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

引
用
文
献

植
月　

学
・
小
島
秀
彰　

二
〇
〇
〇
「
縄
文
前
期
の
生
業
と
居
住
形
態
―
千
葉
県
庚
塚
遺
跡
の
生
業

活
動
と
そ
の
季
節
性
―
」『
古
代
』
第
一
〇
八
号　

早
稲
田
大
学
考
古
学
会

牛
沢
百
合
子　

一
九
七
七
「
骨
・
角
・
牙
・
貝
製
品
」『
加
曽
利
貝
塚
Ⅳ
』
滝
口
宏
編　

中
央
公
論

美
術
出
版

忍
沢
成
視　

二
〇
〇
一
「
横
浜
市
茅
ヶ
崎
貝
塚
の
貝
層
」『
茅
ヶ
崎
貝
塚
―
貝
塚
編
―
』
財
団
法
人

横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

忍
沢
成
視　

二
〇
〇
三
「
西
ノ
谷
貝
塚
Ｊ
57
号
住
居
跡
内
貝
塚
の
調
査
」『
西
ノ
谷
貝
塚
』
財
団
法

人
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
編　

二
〇
〇
四
『
企
画
展　

＋
2
℃
の
世
界　

ワ
ー
ク
テ
キ

ス
ト
』
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館

神
奈
川
県
立
博
物
館
編　

一
九
七
七
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
発
掘
調
査
報
告
書　

第
十
号　

梶
山
遺

跡
（
四
）　

上
台
遺
跡
（
予
報
）』　

神
奈
川
県
立
博
物
館

神
奈
川
県
立
博
物
館
編　

一
九
七
九
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
発
掘
調
査
報
告
書　

第
十
一
号　

上
台

遺
跡
』
神
奈
川
県
立
博
物
館

上
台
遺
跡
調
査
団
編　

一
九
九
九
『
上
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
上
台
遺
跡
調
査
団

金
子
浩
昌
・
忍
沢
成
視　

一
九
八
六
『
骨
角
器
の
研
究　

縄
文
篇
Ⅰ
・
Ⅱ
』
慶
友
社

川
口
徳
治
朗　

一
九
八
九
「
縄
文
時
代
貝
塚
出
土
の
貝
製
品
に
関
す
る
用
途
的
研
究
」『
昭
和
六
十

三
年
度
科
研
費
補
助
金
（
一
般
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
』

神
沢
勇
一
・
川
口
徳
治
朗　

一
九
七
一
「
東
京
湾
沿
岸
域
出
土
の
貝
刃
に
つ
い
て
」『
神
奈
川
県
立

博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
巻
第
四
号　

神
奈
川
県
立
博
物
館

工
藤
雄
一
郎　

二
〇
一
二
『
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
環
境
文
化
史
―
高
精
度
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

と
考
古
学
―
』
新
泉
社

杉
原
荘
介
編　

一
九
七
七
『
加
曽
利
北
貝
塚
』
中
央
公
論
美
術
出
版

玉
川
文
化
財
研
究
所
編　

二
〇
〇
七
『
上
台
遺
跡
（
上
末
吉
一
丁
目
九
五
四
番
地
一
所
在
）
発
掘
調

査
報
告
書
』
玉
川
文
化
財
研
究
所

玉
川
文
化
財
研
究
所
編　

二
〇
〇
六
『
横
浜
市
港
北
区　

下
組
東
貝
塚　

発
掘
調
査
報
告
書
』
玉
川

文
化
財
研
究
所

富
岡
直
人　

一
九
九
九
「
貝
類
」『
考
古
学
と
動
物
学
』
西
本
豊
弘
・
松
井
章
編　

同
成
社

永
沢
譲
次　

一
九
六
〇
「
房
総
半
島
の
洪
積
層
に
於
け
る
ア
カ
ニ
シ
の
変
異
に
就
い
て
」『
東
北
大

學
理
科
報
告　

地
質
学　

四
』
東
北
大
学

宮
川
博
司　

二
〇
〇
六
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
貝
刃
の
様
相
と
そ
の
機
能
論
的
考
察
」『
考
古
学
論

究
』
第
十
一
号 

立
正
大
学
考
古
学
会
編

山
崎
純
男　

二
〇
一
〇
「
大
分
県
中
津
市
本
耶
馬
溪
町
枌
洞
穴
出
土
の
貝
刃
に
つ
い
て
」『
先
史
学
・

考
古
学
論
究
Ⅴ　

上
巻　

甲
元
眞
之
先
生
退
任
記
念
』
龍
田
考
古
会
編

山
崎
真
治
・
黒
住
耐
二
・
大
城
秀
子　

二
〇
一
四
「
沖
縄
県
南
城
市
熱
田
原
貝
塚
出
土
貝
刃
の
製
作

技
術
」『
日
本
考
古
学
』
第
三
十
八
号　

日
本
考
古
学
協
会
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

称
名
寺
貝
塚　

骨
角
器　

銛
頭　

縄
文
時
代

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
骨
角
器
の

報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
林
國
治
氏
、
赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。

　

今
回
報
告
し
た
二
十
五
点
の
資
料
は
、
現
在
称
名
寺
A
貝
塚
と
さ
れ
て
い
る

地
点
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
銛
頭
、
釣
針
、
有
尾
刺

突
具
な
ど
の
狩
猟
漁
撈
具
の
ほ
か
、
針
や
垂
飾
、
貝
輪
、
貝
刃
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

銛
頭
三
点
は
、
縄
文
時
代
後
期
初
頭
か
ら
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
大
型
の

銛
頭
は
角
座
骨
を
含
め
た
素
材
取
り
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
製
作
技
術
的
な
系

譜
や
編
年
上
の
位
置
づ
け
が
注
目
さ
れ
る
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
の

一
九
六
七
年
の
設
立
以
来
、
県
内
の
考
古
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
現
在
、
当

館
で
は
そ
れ
ら
の
整
理
作
業
を
進
め
て
お
り
、
整
理
が
進
ん
だ
資
料
か
ら
順
次
公
表

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
の
骨
角
器
の
報
告
を
行
な
う
。
こ
れ
ら
は

林
國
治
氏
及
び
赤
星
直
忠
氏
に
よ
り
採
集
さ
れ
、
そ
の
後
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
）

一　

林
國
治
氏
旧
蔵
資
料

（
1
）
資
料
の
概
要

　

林
國
治
氏
は
戦
前
戦
後
に
か
け
て
、
横
浜
市
域
を
中
心
に
考
古
資
料
の
採
集
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
た
在
野
の
考
古
学
研
究
者
で
あ
る
。
現
在
、
林
氏
が
採
集
し
た

資
料
の
大
半
は
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

林
氏
は
昭
和
二
〇
年
代
に
数
回
に
わ
た
り
称
名
寺
貝
塚
を
訪
れ
て
お
り
、土
器
、土

製
品
、
石
器
、
骨
角
器
、
動
物
遺
体
等
を
採
集

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
土
器
、
土
製
品
に

つ
い
て
は
既
に
報
告
を
行
な
っ
た
（
千
葉
二
〇

一
五
）。
こ
れ
ら
の
土
器
群
は
、吉
田
格
氏
に
よ

る
称
名
寺
貝
塚
の
発
掘
調
査
及
び
称
名
寺
式
設

定
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
も
あ
り
、
学
史
的

に
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
。
今
回
報
告
す
る
骨

角
器
に
つ
い
て
は
、
資
料
へ
の
個
別
の
注
記
が

な
く
詳
細
な
採
集
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
基

高　

橋　
　
　

健

（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
骨
角
器

︱ 
林
國
治
氏
、
赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
の
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料 

︱

第 1図　称名寺貝塚の位置
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本
的
に
は
同
時
期
に
採
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

当
館
が
所
蔵
す
る
林
氏
採
集
の
称
名
寺
貝
塚
採
集
骨
角
器
に
は
、
紙
箱
で
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
と
（
写
真
1
）、
個
別
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。

　

前
者
は
、
林
氏
が
称
名
寺
貝
塚
で
採
集
し
た
動
物
遺
体
が
保
管
さ
れ
て
い
る
木
箱

に
収
ま
っ
て
い
た
。
紙
箱
に
は
「
称
名
寺
貝
塚　

骨
角
器
」
と
マ
ジ
ッ
ク
で
注
記
さ

れ
て
お
り
、
箱
の
中
に
は
十
三
点
の
骨
角
器
と
と
も
に
「
称
名
寺
貝
塚
」
と
記
さ
れ

た
メ
モ
が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
骨
角
器
は
称
名
寺
貝
塚
で
採
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、そ
れ
ら
の
中
に
は
「
三
ツ
澤
貝
塚
」
と

注
記
さ
れ
た
骨
角
器
も
混
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
て
が
称
名
寺
貝
塚
採
集
の
も

の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
注
記
か
ら
明
ら
か
に
他
の
遺

跡
で
採
集
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
資
料
お
よ
び
細
片
を
除
い
た
七
点
の
資
料
を
報
告

す
る
。

　

後
者
は
、
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
と
し
て
個
別
に
当
館
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
骨
角
器
が
十
一
点
、
貝
製
品
が
五
点
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

（
2
）
紙
箱
で
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
（
第
2
図
、
写
真
2
）

　

1
〜
3
は
鹿
角
製
で
雄
形
・
鉤
引
式
の
銛
頭
で
あ
る
。
全
て
基
部
の
破
片
で
あ
り
、

逆
鉤
を
残
す
も
の
は
な
い
。

　

1
は
「
稱
名
寺
貝
塚
」
の
注
記
を
持
つ
。
本
来
一
五
㎝
を
優
に
超
え
る
大
型
品
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
側
（
図
左
）
に
鹿
角
表
面
の
溝
、
裏
面
側
に
は
海
綿
質

が
み
ら
れ
る
。
軸
部
の
断
面
は
扁
平
な
楕
円
形
で
あ
り
、
索
肩
が
大
き
く
突
き
出
し

て
い
る
。
索
肩
の
突
出
方
向
（
図
中
央
の
右
側
）
に
「
片
側
交
互
」
に
逆
鉤
が
つ
い

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
第
6
図
エ
）。
軸
部
の
根
元
に
浅
い
段
を
も
ち
（
▲
a
）、幅

広
の
溝
を
入
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
繋
索
（
銛
縄
）
の
装
着
と
関
係
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
基
部
は
逆
円
錐
に
近
い
形
状
で
あ
る
が
、
表
面
は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ

写真 1　林氏採集資料が保管されていた紙箱

て
お
ら
ず
、
特
に
索
肩
の

近
く
で
は
不
整
な
小
平
面

が
連
続
す
る（
▲
b
）。
端

部
は
鈍
頭
に
な
っ
て
い

る
。
称
名
寺
式
期
の
銛
頭

に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
、

繋
索
（
銛
縄
）
を
通
す
た

め
の
索
肩
の
抉
り
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
資
料
は
素
材
取
り

に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
海

綿
質
は
軸
の
裏
面
側
で
顕

著
だ
が
、
基
部
で
は
ほ
と

ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
素

材
に
角
幹
部
を
利
用
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
中
心
部
に

あ
る
海
綿
質
の
組
織
を
表
面
の
ど
こ
か
に
確
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
（
今
回
報
告
の

2
・
3
な
ど
と
比
較
す
る
と
分
か
り
や
す
い
）。
注
目
す
べ
き
は
、
基
部
端
近
く
に
残

る
小
凹
面
で
あ
る
（
▲
c
）。
こ
れ
は
原
材
の
自
然
面
で
あ
る
が
、
鹿
角
そ
の
も
の
に

は
こ
の
よ
う
な
凹
面
を
も
つ
部
分
は
な
く
、
シ
カ
頭
蓋
骨
の
内
面
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
（
写
真
3
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
銛
頭
は
鹿
角
の
角
幹
部
か
ら
角
座
骨
に
か

け
て
の
部
分
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

2
は
、上
端
部
に
擦
り
切
り
に
よ
る
斜
位
の
切
断
痕
が
残
る
資
料
で
あ
る
（
▲
d
）。

鹿
角
表
面
の
溝
（
図
左
）
と
、
裏
面
側
に
海
綿
質
を
残
す
。
板
状
の
素
材
か
ら
作
ら

れ
て
お
り
、
索
肩
は
両
側
に
張
り
出
し
て
い
る
。
基
部
端
に
は
平
坦
面
を
設
け
て
い
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第 2図　称名寺貝塚採集骨角器（1）　林國治氏旧蔵資料・紙箱保管（当館蔵）
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写真 2　称名寺貝塚採集骨角器（1）　林國治氏旧蔵資料・紙箱保管（当館蔵）
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写真 3　鹿角と角座骨

る
。
上
端
付
近
は
お
そ
ら
く
被
熱
に
よ
り
黒
く
変
色
し
て
い
る
が
、
擦
り
切
り
も
含

め
て
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

　

3
も
鹿
角
表
面
の
溝
と
裏
面
の
海
綿
質
を
残
す
。
裏
面
側
が
破
損
し
て
い
る
た
め

に
確
実
で
は
な
い
が
、
索
肩
は
軸
の
周
り
を
一
周
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。
基
部
端
に
は
平
坦
面
を
も
つ
。

　

釣
針
と
し
た
資
料
二
点
は
、
い
ず
れ
も
破
片
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
称
名
寺
貝
塚

か
ら
出
土
し
た
釣
針
を
み
る
と
、
軸
頭
部
は
二
つ
の
突
起
を
も
つ
タ
イ
プ
が
主
で
あ

り
、
ア
グ
の
つ
き
方
は
内
ア
グ
／
外
ア
グ
／
両
ア
グ
／
無
ア
グ
の
各
種
が
み
ら
れ
る
。

軸
が
湾
曲
す
る
曲
軸
の
タ
イ
プ
が
出
現
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
4
は
や
や
湾
曲
し

た
軸
の
頂
部
に
突
起
が
一
つ
付
い
た
大
型
釣
針
の
破
片
、
5
は
小
型
釣
針
未
成
品
の

湾
曲
部
の
破
片
だ
と
推
測
し
た
。
5
の
突
起
は
外
ア
グ
に
な
る
部
分
だ
ろ
う
か
。

　

6
は
有
孔
の
骨
針
の
頭
部
破
片
、
7
は
刺
突
具
の
先
端
部
破
片
で
あ
る
。 （
高
橋
）

（
3
）
個
別
に
保
管
さ
れ
て
い
た
資
料
（
第
3
・
4
図
、
写
真
4
）

　

有
尾
刺
突
具
が
四
点
出
土
し
て
い
る
（
第
3
図
8
〜
11
）。
い
ず
れ
も
「
ノ
」
の
字

状
の
全
形
を
ほ
ぼ
残
す
資
料
で
あ
る
。
中
央
が
着
柄
部
、
下
端
が
逆
鉤
と
し
て
機
能

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
12
は
先
端
に
逆
鉤
を
一
つ
も
つ
ヤ
ス
先
の
破
片
で
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
資
料
に
は
、
多
段
の
逆
鉤
付
ヤ
ス
（
吉
田
報
告
の
分
類
に
よ
る
中
型

銛
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
吉
田
一
九
六
〇
）。
有
尾
刺
突
具
が
称
名
寺
貝
塚
の
各
地

点
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
多
段
の
逆
鉤
付
ヤ
ス
は
I
貝
塚
か
ら
は
出
土

し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
資
料
群
を
一
ま
と
ま
り
と
み
た
場
合
、
I
貝
塚
に
や

や
近
い
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

13
は
刺
突
具
の
先
端
部
破
片
で
あ
る
。
14
は
器
種
不
明
と
し
た
が
、
表
面
の
磨
耗

が
著
し
い
骨
片
で
人
工
品
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
15
は
有
孔
の
骨
針
で
、
ほ
ぼ

完
形
の
資
料
。
16
は
、
鳥
管
骨
を
切
断
し
て
一
端
に
溝
を
巡
ら
せ
、
四
カ
所
に
切
込
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を
入
れ
て
い
る
。
用
途
不
明
だ
が
、
垂
飾

の
一
種
だ
と
考
え
た
。
17
は
環
状
の
垂
飾

で
、
サ
メ
椎
骨
を
横
方
向
に
分
割
し
、
中

央
に
大
き
く
穿
孔
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ

メ
椎
骨
製
の
垂
飾
は
中
央
に
穿
孔
し
た
だ

け
の
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
加
工

さ
れ
た
も
の
は
、
福
島
県
寺
脇
貝
塚
な
ど

に
類
例
が
あ
る
。
18
は
イ
ノ
シ
シ
牙
の
加

工
品
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
下
顎
犬
歯
を

素
材
と
し
、
縁
辺
を
磨
い
て
刃
部
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　

貝
製
品
と
し
て
は
、
貝
輪
と
貝
刃
が
あ

る
。
貝
輪
は
イ
タ
ボ
ガ
キ
製
の
も
の
が
三

点
で
あ
る
（
第
4
図
19
〜
21
）。
20
は
「
昭

和
二
□
．
十
二
．
二
四　

稱
名
寺
門
内
」

の
注
記
を
持
つ
。
一
部
読
め
な
い
が
、
前

号
で
紹
介
し
た
土
器
と
同
じ
昭
和
二
五
年

十
二
月
二
四
日
に
、
林
氏
に
よ
っ
て
採
集

さ
れ
た
資
料
で
あ
ろ
う
。
穿
孔
が
小
さ
い

二
点
は
未
成
品
で
あ
ろ
う
。
称
名
寺
貝
塚

か
ら
は
過
去
の
調
査
に
よ
っ
て
も
イ
タ
ボ

ガ
キ
製
の
貝
輪
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、

千
葉
方
面
の
貝
塚
に
お
い
て
中
期
に
盛
行

し
た
イ
タ
ボ
ガ
キ
製
貝
輪
が
後
期
に
ベ
ン

ケ
イ
ガ
イ
製
に
置
き
換
わ
る
の
と
は
異
な

第 3図　称名寺貝塚採集骨角器（2）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）
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第 4図　称名寺貝塚採集骨角器（3）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）

第 5図　称名寺貝塚採集骨角器（4）　赤星直忠氏旧蔵資料（当館蔵）
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写真 4　称名寺貝塚採集骨角器（2）　林國治氏旧蔵資料・個別保管（当館蔵）

写真 5　称名寺貝塚採集骨角器（3）　赤星直忠氏旧蔵資料（当館蔵）
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っ
た
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
貝
刃
は
カ
ガ
ミ
ガ
イ
製
の
も
の
が
二
点
み
ら
れ
る（
22 

・

23
）。
22
は
内
外
面
、23
は
外
面
に
剝
離
を
有
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

二　

赤
星
直
忠
氏
旧
蔵
資
料
（
第
５
図
、
写
真
５
）

　

第
5
図
24
・
25
は
赤
星
直
忠
氏
の
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。
赤
星
氏
は
大
正
末
期
か
ら

昭
和
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
数
回
に
わ
た
り
称
名
寺
貝
塚
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
が
い
つ
採
集
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
現
状
で
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

　

24
は
有
尾
刺
突
具
で
あ
る
。
尾
部
を
や
や
欠
損
す
る
。
25
は
イ
ノ
シ
シ
牙
製
の
ヘ

ラ
状
製
品
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
下
顎
犬
歯
を
板
状
に
切
断
し
、
縁
辺
部
を
整
え
て
い

る
が
穿
孔
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。
神
奈
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
赤
星

ノ
ー
ト
（
№
二
三
七
）
に
こ
の
資
料
の
実
測
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
横
浜
市
金
沢

区
称
名
寺
内　

称
名
寺
貝
塚　

県
立
博
物
館
蔵
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

こ
れ
も
現
在
の
A
貝
塚
の
出
土
品
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

三　

銛
頭
に
つ
い
て

　

今
回
報
告
し
た
資
料
の
う
ち
、
銛
頭
に
分
類
さ
れ
る
の
は
紙
箱
に
入
っ
て
い
た
三

点
で
あ
る
（
第
2
図
1
～
3
、写
真
2
―
1
～
3
）。
第
2
図
1
は
「
稱
名
寺
貝
塚
」
の

注
記
を
も
つ
が
、
地
点
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
2
・
3
は
注
記
を
も
た
ず
、
箱
か
ら

称
名
寺
貝
塚
出
土
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
資
料
で
あ
る
。
林
氏
は
昭
和
二
四

年
一
月
に
赤
星
氏
に
よ
る
A
貝
塚
の
調
査
に
参
加
し
、
三
月
に
は
個
人
で
発
掘
を
行

っ
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
五
）。
ま
た
昭
和
二
六
年
に
は
吉
田
格
氏
に
よ
る
B
貝
塚
の

調
査
に
も
参
加
し
て
い
る
。
林
氏
に
よ
る
称
名
寺
貝
塚
発
掘
資
料
は
、
個
人
で
A
貝

塚
を
調
査
し
た
時
の
出
土
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

縄
文
時
代
の
関
東
地
方
の
銛
頭
は
、
基
本
的
に
は
雄
形
・
鉤
引
式
に
分
類
さ
れ
る
。

第 1表　称名寺貝塚採集骨角器　属性表
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第 6図　銛頭の形態模式図

第 7図　三ツ沢貝塚採集銛先（当館蔵）
CX0000349（2-143-65）
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す
な
わ
ち
、
基
部
を
柄
の
先
端
に
設
け
た
ソ
ケ
ッ
ト
に
差
し
込
む
装
着
方
法
で
（
銛

頭
本
体
に
は
ソ
ケ
ッ
ト
を
設
け
な
い
）、
獲
物
の
体
内
に
引
っ
か
か
る
た
め
の
逆
鉤
を

も
つ
。
中
期
か
ら
後
期
の
関
東
地
方
南
西
部
の
銛
頭
に
み
ら
れ
る
逆
鉤
の
つ
き
方
と

基
部
形
態
を
模
式
的
に
示
し
た
の
が
第
6
図
で
あ
る
。

　

銛
頭
の
逆
鉤
の
つ
き
方
は
、
両
側
／
片
側
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

称
名
寺
貝
塚
に
お
い
て
は
独
特
の
逆
鉤
配
置
を
も
つ
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
た
め
、
こ

れ
を
含
め
て
四
つ
に
分
類
し
た
（
第
6
図
上
段
）。
片
側
一
列
（
ア
）
の
タ
イ
プ
は
、

縄
文
時
代
中
期
か
ら
み
ら
れ
、
称
名
寺
貝
塚
か
ら
も
出
土
す
る
。
小
型
の
銛
頭
で
は

主
体
を
占
め
る
。
両
側
対
称
（
イ
）
と
な
る
資
料
は
こ
の
時
期
・
地
域
に
は
あ
ま
り

み
ら
れ
ず
、
逆
鉤
の
位
置
を
ず
ら
し
て
両
側
交
互
（
ウ
）
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
片
側
交
互
（
エ
）
は
、
B
貝
塚
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
タ
イ
プ
で
、
一
段

ご
と
に
ず
れ
た
位
置
に
逆
鉤
が
付
い
て
い
る
。
今
回
報
告
し
た
資
料
は
い
ず
れ
も
逆

鉤
部
を
残
し
て
い
な
い
が
、
軸
部
の
断
面
形
な
ど
か
ら
考
え
て
、
1
は
片
側
交
互

（
エ
）、
2
・
3
は
両
側
交
互
（
ウ
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

銛
頭
の
基
部
は
、
柄
へ
の
固
定
と
離
頭
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
繋
索
が
結
び
つ

け
ら
れ
る
索
肩
（
な
い
し
索
溝
・
索
孔
）
も
こ
の
位
置
に
設
け
ら
れ
る
。
縄
文
時
代

中
期
に
お
い
て
は
、
基
部
は
板
状
で
索
溝
を
も
つ
（
第
6
図
下
段
a
）。
称
名
寺
B
貝

塚
で
は
端
部
に
平
面
が
作
り
だ
さ
れ
て
逆
円
錐
台
に
な
る
（
同
c
・
d
）。
索
肩
は
浅

く
、繋
索
（
銛
縄
）
を
通
す
た
め
の
抉
り
が
入
る
。
基
部
の
加
工
は
丁
寧
で
あ
る
。
今

回
報
告
し
た
資
料
の
う
ち
、
1
は
b
、
2
は
お
そ
ら
く
d
、
3
は
e
に
相
当
す
る
。

　

1
の
基
部
形
態
b
は
、大
型
で
基
部
端
が
鈍
く
尖
り
、軸
の
根
元
に
段
を
も
つ
。
こ

れ
は
称
名
寺
A
貝
塚
出
土
例
（
金
子
二
〇
〇
九
a
、
第
52
図
1
～
3
）
と
共
通
す
る

特
徴
で
あ
り
、
他
の
地
点
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
。
林
氏
の
調
査
歴
を
考
え
る
と

1
も
A
貝
塚
出
土
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
称
名
寺
式
古
～
中
段
階
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
2
の
基
部
形
態
d
は
B
貝
塚
と
C
貝
塚
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
称
名
寺
式
新

段
階
か
ら
堀
之
内
式
に
か
け
て
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
3
の
基
部
形
態
e
は
、こ

れ
ま
で
称
名
寺
貝
塚
か
ら
は
出
土
例
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
、
後
期
前
葉
・

堀
之
内
式
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

称
名
寺
A
貝
塚
出
土
と
考
え
た
1
は
、
B
貝
塚
に
お
け
る
「
大
型
銛
」
よ
り
も
さ

ら
に
一
回
り
大
き
く
、
角
幹
部
か
ら
角
座
骨
に
か
け
て
の
部
分
を
利
用
す
る
素
材
取

り
が
特
徴
的
で
あ
る
。
落
角
で
は
な
く
狩
猟
に
よ
る
獲
物
の
角
を
利
用
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
素
材
取
り
の
類
例
は
少
な
い
が
、
三
ッ
沢
貝
塚
や

千
葉
県
余
山
遺
跡
の
出
土
資
料
（
金
子
二
〇
〇
九
b
）
に
も
確
認
で
き
る
。

　

三
ッ
沢
貝
塚
例
は
同
じ
く
林
國
治
氏
の
採
集
に
よ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

品
で
、
全
長
二
二
・
一
㎝
を
測
る
大
型
品
で
あ
る
（
第
7
図
）。
逆
鉤
は
「
片
側
交
互
」

（
エ
）
の
配
置
で
あ
る
が
、
模
式
図
に
示
し
た
よ
り
も
さ
ら
に
内
側
に
巻
き
こ
む
。
軸

の
根
元
は
や
や
く
び
れ
、
索
肩
に
は
大
き
な
抉
り
が
入
る
。
基
部
は
逆
円
錐
状
を
呈

し
、
鈍
頭
で
端
部
の
平
坦
面
は
み
ら
れ
な
い
。
基
部
の
組
織
が
粗
い
こ
と
か
ら
、
角

座
骨
を
利
用
し
た
も
の
と
報
告
し
た
（
高
橋
二
〇
一
一
）。
三
ッ
沢
貝
塚
例
は
、
基
部

形
態
や
素
材
取
り
な
ど
が
A
貝
塚
例
と
共
通
す
る
一
方
、
索
肩
の
抉
り
を
も
ち
、
軸

下
部
の
段
が
な
い
点
な
ど
で
異
な
っ
て
い
る
。
型
式
学
的
に
は
、b
と
c
の
中
間
、す

な
わ
ち
A
貝
塚
と
B
貝
塚
の
資
料
群
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

1
の
基
部
の
サ
イ
ズ
は
三
ッ
沢
貝
塚
例
と
比
較
し
て
も
遜
色
な
く
、
や
は
り
二
〇

㎝
ク
ラ
ス
の
超
大
型
品
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
特
徴
的
な
素
材
取
り
の
目
的
は
、よ

り
大
き
な
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
角
座
骨
も
含
め
れ
ば
、
よ
り

長
い
原
材
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
片
側
交
互
の
逆
鉤
配
置
も
、
緻
密
質
の
部
分

を
利
用
し
て
な
る
べ
く
大
き
な
逆
鉤
を
作
り
だ
す
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
称
名
寺
式
古
～
中
段
階
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
に
、

素
材
取
り
や
逆
鉤
の
配
置
が
工
夫
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

称
名
寺
式
期
の
漁
具
に
つ
い
て
は
、
系
譜
を
他
地
域
に
求
め
る
必
要
は
な
く
、
東
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京
湾
岸
域
に
お
い
て
中
期
の
漁
具
を
ベ
ー
ス
に
独
自
に
発
達
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
（
金
子
二
〇
〇
九
a
、高
橋
二
〇
一
六
）。
今
回
新
た
に
報
告
し
た
資
料
に
よ
り
、

そ
の
成
立
段
階
の
様
相
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、

中
期
後
半
の
銛
頭
か
ら
の
変
遷
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
よ
り
大
型
の
銛
頭
を
製
作
す
る
た
め
に
素
材
取
り
や
逆
鉤
の
形
状
な

ど
が
急
激
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
高
橋
）

お
わ
り
に

　

称
名
寺
貝
塚
は
古
く
か
ら
存
在
が
知
ら
れ
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
調
査
が
行
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
出
土
品
は
各
地
に
分
散
し
て
存
在
し
、
そ
の
全
貌
を
把
握

す
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
再
整
理
が
進
み
遺
跡

の
詳
細
に
踏
み
込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編

二
〇
一
六
な
ど
）。

　

当
館
の
所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
土
器
、
土
製
品
の
、
今
回
は
骨

角
器
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
今
後
は
石
器
や
動
物
遺
体
等
の
整
理
、
分
析
も
継
続
し

て
行
な
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
千
葉
）

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
石
井
寛
氏
、
吉
川
久
雄
氏
、
上
奈
穂
美
氏
、
豊
原
熙

司
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

横
浜
市
歴
史
博
物
館
編　

二
〇
一
六
『
称
名
寺
貝
塚　

土
器
と
イ
ル
カ
と
縄
文
人
』
横
浜
市
歴
史
博

物
館

吉
田　

格　

一
九
六
〇
『
称
名
寺
貝
塚
調
査
報
告
書
』
武
蔵
野
郷
土
館
調
査
報
告
書
一 

武
蔵
野
郷
土

館

　

本
稿
は
、
高
橋
が
受
け
た
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
平
成
二
十
七
年
度
人
文
科
学
研
究
助
成
「
神

奈
川
県
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
の
考
古
学
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

称
名
寺
貝
塚　

称
名
寺
式
土
器　

胎
土
分
析　

赤
色
顔
料
分
析　

縄
文
土
器

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
縄
文
土
器

の
一
部
に
つ
い
て
、
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

胎
土
分
析
を
実
施
し
た
十
三
点
の
土
器
片
す
べ
て
に
つ
い
て
、
南
関
東
周
辺

の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
先
に
実
施
し

た
同
貝
塚
出
土
土
器
（
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
の
胎
土
分
析
の

結
果
（
建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
）
と
も
よ
く
調
和
す
る
。

　

赤
色
顔
料
分
析
で
は
、
二
点
か
ら
鉄
系
赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
た
。
本
資
料

群
が
帰
属
す
る
縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
水

銀
朱
利
用
の
開
始
期
に
あ
た
る
が
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
水
銀
朱
で
な
く
、

鉄
系
赤
色
顔
料
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
（
第
1
図
）
採
集
の
縄
文
土

器
や
石
器
等
の
考
古
資
料
を
収
蔵
し
て
い
る（

（
（

（
千
葉
二
〇
一
五
）。
こ
の
度
、
縄
文
土

器
の
一
部
を
対
象
と
し
て
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析
を
実
施
し
た
の
で
報
告

す
る
。

　

本
研
究
で
対
象
と
し
た
資
料
の
所
属
時
期
で
あ
る
縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初

頭
の
関
東
地
方
に
お
い
て
は
、
在
地
の
土
器
型
式
が
存
在
す
る
地
域
に
非
在
地
の
土

器
型
式
が
流
入
し
、
在
地
の
土
器
型
式
と
の
影
響
関
係
の
中
で
変
化
し
て
い
く
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
（
石
井
一
九
九
二
、
鈴
木
二
〇
一
一
な
ど
）。
こ
れ

ら
の
動
向
を
踏
ま
え
、
筆
者
ら
の
う
ち
千
葉
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
当
該
期
土
器

群
を
再
整
理
し
、
特
に
在
地
の
土
器
型
式
と
し
て
の
加
曽
利
E
式
系
土
器
の
変
遷
を

確
認
し
た
（
千
葉
二
〇
一
三
）。

　

ま
た
建
石
と
降
幡
ら
は
、
当
該
期
土
器
群
の
胎
土
分
析
や
赤
色
顔
料
の
材
料
分
析

等
の
事
例
を
蓄
積
し
て
き
た
（
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四
、建
石
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
、

建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
な
ど
）。

　

本
研
究
で
は
、
当
該
期
に
お
け
る
人
の
動
き

や
物
資
の
交
換
、
地
域
間
関
係
等
の
実
態
を
よ

り
具
体
的
に
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
を
蓄

積
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

一　

資
料
（
試
料
）

　

分
析
に
供
し
た
資
料
は
、
当
館
の
所
蔵
す
る

称
名
寺
貝
塚
採
集
縄
文
土
器
十
三
点
（
第
2
・

3
図
）
で
、
一
九
四
九
年
、
一
九
五
〇
年
に
林

建　

石　
　
　

徹
（
文
化
庁
）

降　

幡　

順　

子

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

千　

葉　
　
　

毅

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚

　
　
　
　

採
集
土
器
の
胎
土
分
析
お
よ
び
赤
色
顔
料
分
析

第 1図　称名寺貝塚の位置
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第 2図　分析資料および測定位置（1）
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國
治
氏
に
よ
り
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
1
〜
10
は
縄
文
時
代
後
期
初
頭
の
称
名

寺
式
土
器
で
あ
る
。
1
〜
6
は
口
縁
部
に
窓
枠
状
区
画
の
変
化
し
た
文
様
が
描
か
れ

る
。
7
〜
10
は
J
字
状
の
文
様
が
口
縁
部
あ
る
い
は
胴
部
に
描
か
れ
る
。
7
を
除
く

九
点
は
称
名
寺
式
古
段
階
に
比
定
さ
れ
る
。
7
に
つ
い
て
は
、
文
様
構
成
か
ら
中
段

階
に
下
る
可
能
性
が
高
い
。
11
、12
は
加
曽
利
E
Ⅳ
式
ま
た
は「
加
曽
利
E
Ⅴ
式
」（
石

井
一
九
九
二
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
判
断
は
難
し
い
。
13
は
隆
帯
脇
の
処
理
か
ら
加

曽
利
E
Ⅳ
式
と
考
え
ら
れ
る
。

　

全
点
を
胎
土
分
析
に
供
し
（
二
）、
器
面
に
赤
色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
た
可
能
性
を
考

え
た
1
、
2
、
7
を
赤
色
顔
料
分
析
に
供
し
た
（
三
）。

二　

胎
土
分
析

（
1
）
分
析
方
法

ａ
．
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
化
学
組
成
の
検
討

第 3図　分析資料および測定位置（2）

第 1表　分析資料一覧
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胎
土
分
析
に
用
い
る
各
元
素
の
測
定
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光
X
線
分
析

（
非
破
壊
法
）
を
用
い
た
。
測
定
条
件
を
以
下
に
示
す
。

　

分
析
装
置
：
エ
ダ
ッ
ク
ス
製
蛍
光
X
線
分
析
装
置
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ⅲ
、
線
源
タ
ー
ゲ

ッ
ト
：
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）、
管
球
（
電
圧
：
三
〇
kV　

電
流
：
一
〇
〇
µA
）、
X
線
照

射
径
：
五
〇
µm
φ
、
測
定
雰
囲
気
：
真
空
、
測
定
時
間
：
三
〇
〇
秒
、
一
資
料
の
測

定
回
数
：
三
回
か
ら
五
回
、
定
量
分
析
の
計
算
法
：
Ｆ
Ｐ
法
、
標
準
試
料
：
Ｊ
Ｇ
―

1
他
八
試
料
を
使
用
。

　

土
器
胎
土
の
主
成
分
元
素
と
考
え
ら
れ
る
ケ
イ
素
（
Si
）、
チ
タ
ン
（
Ti
）、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
（
Al
）、
鉄
（
Fe
）、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
Mg
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
Ca
）、
カ
リ

ウ
ム
（
K
）、
マ
ン
ガ
ン
（
Mn
）
の
八
元
素
の
測
定
を
お
こ
な
っ
た（

（
（

。
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
Na
）
は
土
器
胎
土
の
主
成
分
元
素
と
考
え
ら
れ
る
が
、
非
破
壊
分
析
法
で
は
定
量
性

が
悪
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
分
析
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
。

　

分
析
に
際
し
て
は
機
器
に
備
え
ら
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
の
画
像
観
察
に
よ
り
、
X

線
照
射
範
囲
（
分
析
範
囲
）
に
大
粒
の
粒
子
が
な
る
べ
く
含
ま
れ
な
い
よ
う
配
慮
し

た
。
し
た
が
っ
て
本
法
で
は
、
土
器
胎
土
（
粘
土
と
混
和
材
の
混
合
物
と
仮
定
）
の

う
ち
粘
土
部
分
を
主
な
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
X
線
照
射
範
囲
の
決
定
に
際
し

て
は
、
あ
わ
せ
て
、
な
る
べ
く
平
滑
な
面
に
X
線
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
心
が
け
た
。

ｂ
．
肉
眼
観
察
等
に
よ
る
大
粒
粒
子
の
観
察

　

称
名
寺
貝
塚
出
土
縄
文
土
器
（
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
に
つ
い
て

肉
眼
観
察
等
に
よ
り
主
に
胎
土
中
の
大
粒
粒
子
（
混
和
材
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い

と
仮
定
）
の
特
徴
を
記
載
し
た
河
西
学
（
二
〇
一
六
）
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
本

分
析
で
は
特
に
堆
積
岩
・
ス
コ
リ
ア
・
変
質
火
山
岩
、
花
崗
岩
及
び
そ
の
造
岩
鉱
物

（
石
英
・
雲
母
類
等
）
等
の
有
無
に
つ
い
て
注
目
し
、
肉
眼
及
び
ル
ー
ペ
に
よ
る
観
察

を
お
こ
な
っ
た
。

（
2
）
分
析
結
果

　

第
2
表
に
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
分
析
資
料
の
胎
土
の
化
学
組
成
（
八

元
素
）
を
示
し
た
。
い
ず
れ
も
岩
石
学
の
慣
例
に
従
い
、酸
化
物
と
し
て
表
記
し
、八

元
素
の
酸
化
物
の
総
和
を
百
と
し
た
際
の
百
分
率
を
示
し
た
。
ま
た
同
じ
表
に
大
粒

粒
子
の
観
察
結
果
を
、
特
に
上
記
の
岩
石
、
鉱
物
等
に
注
目
し
て
示
し
た
。

ａ
．
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果

　

Si
と
Fe
の
相
関
に
つ
い
て
は
、SiO

2

が
五
三
・
二
～
六
四
・
六
wt
％
、Fe

2 O
3

が
六
・
九

～
一
七
・
九
wt
％
で
、
概
ね
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る
が
、
13
の
よ
う
に
、SiO

2

が
比

較
的
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、Fe

2 O
3

が
そ
れ
ほ
ど
低
く
な
い
（
一
〇
・
四
wt
％
）
も
の
も

認
め
ら
れ
る
。

　

A
l2 O

3

は
、
一
八
・
八
～
二
六
・
三
wt
％
。
Al
は
原
料
の
風
化
（
＝
粘
土
化
）
の
程
度

に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

TiO
2

は
、
一
・
一
～
二
・
六
wt
％
。

　

M
gO

は
、
〇
・
七
～
二
・
〇
wt
％
。
13
は
二
・
〇
wt
％
と
比
較
的
多
い
。

　

胎
土
の
地
球
化
学
的
特
性
を
検
討
す
る
た
め
に
は
本
来
は
Ca
と
K
の
相
関
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
分
析
に
供
し
た
資
料
の
多
く
がC

aO

が
五

wt
％
を
超
え
る
高
濃
度
（
1
、
3
、
4
、
7
、
10
、
11
、
13
）
で
、
し
か
も
こ
れ
ら

にK
2 O

と
の
優
位
な
相
関
（C

aO

が
増
え
る
とK

2 O

が
減
り
、C

aO

が
減
る
とK

2 O

が

増
え
る
）
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
のCaO

の
含
有
量
は
、
胎
土
に
由
来
す
る

も
の
に
貝
塚
の
埋
蔵
環
境
に
よ
り
Ca
成
分
が
付
着
・
吸
着
し
た
影
響
が
加
わ
っ
た
も

の
と
判
断
し
た
。K

2 O

は
〇
・
五
～
一
・
九
wt
％
で
あ
る
。
3
、
4
、
9
、
12
は
他
よ
り

多
い
（
一
・
四
wt
％
以
上
）。

　

M
nO

は
、
検
出
限
界
以
下
～
〇
・
三
wt
％
。
8
、
12
は
特
に
少
な
く
（
検
出
限
界
以

下
）、
2
、
4
は
特
に
多
い
（
〇
・
二
wt
％
以
上
）。

　

本
法
に
お
け
る
胎
土
の
分
類
の
結
果
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
に
お
け
る
地
球
化
学
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的
特
性
（
塩
基
性
寄
り
）
の
傾
向
と

異
な
り
、
他
の
資
料
と
は
識
別
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
資
料
は
次
の
通
り

で
あ
る
（
括
弧
内
の
「
多
」「
少
」
は

資
料
群
中
に
お
け
る
相
対
的
な
も

の
）。

　

7　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
Fe
少
、

た
だ
し
K
少
）

　

8　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
た
だ
し

Fe
多
、
K
少
）

　

9　

称
名
寺
式
（
Si
多
、
Fe
少
、

K
多
、
Mn
少
）

　

12　

加
曽
利
Ｅ
Ⅳ
式
あ
る
い
は
Ⅴ

式
（
Si
多
、
Fe
少
、
K
多
、

Mn
少
）

　

こ
れ
ら
の
資
料
で
認
め
ら
れ
た
Si

が
多
い
、
Fe
・
Mn
・
Mg
（
主
に
有
色

鉱
物
等
に
由
来
）
が
少
な
い
、
K
が

多
い
（
主
に
長
石
類
に
由
来
）
等
の

傾
向
は
、
い
ず
れ
も
他
の
資
料
群
と

比
べ
て
酸
性
寄
り
の
胎
土
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
、
富
士
火
山
等
、
塩
基

性
寄
り
の
地
球
化
学
的
特
性
を
持
つ

給
源
等
の
影
響
を
強
く
受
け
た
南
関

東
周
辺
の
表
層
の
一
般
的
な
特
性
と

第 2表　分析結果（wt%）

は
異
な
る
も
の
と
い
え
る（

（
（

。

　

7
、
8
は
、
上
記
の
通
り
大
枠
で
酸
性
寄
り
の
胎
土
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
Fe

が
多
い
（
8
）、
K
が
少
な
い
（
7
、
8
）
等
の
傾
向
は
、
こ
れ
ら
の
特
性
と
異
な
る

も
の
で
、
一
般
的
に
は
塩
基
性
寄
り
の
特
性
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
何
ら

か
の
要
因
で
異
な
る
特
性
の
材
料
が
混
合
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

上
記
以
外
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的
塩
基
性
の
特
性
を
示
す
も
の
で
、
南
関

東
周
辺
の
表
層
地
質
の
地
球
化
学
的
特
性
と
調
和
す
る
も
の
と
い
え
る
。

ｂ
．
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果

　

い
ず
れ
も
堆
積
岩
、
ス
コ
リ
ア
、
変
質
火
山
岩
等
を
含
み
、
南
関
東
周
辺
の
表
層

地
質
の
一
般
的
な
特
性
と
調
和
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
9
は
花
崗
岩
の
造
岩
鉱
物
で

あ
る
石
英
、
雲
母
類
等
を
他
よ
り
含
む
が
、
堆
積
岩
、
ス
コ
リ
ア
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
範
疇
で
考
え
た
。

（
3
）
胎
土
の
総
合
的
な
検
討

　

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
と
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果
を
総
合
し
て
検
討
す
る
。

　

今
回
分
析
に
供
し
た
十
三
点
の
資
料
の
う
ち
、
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
（
主
に
胎

土
の
粘
土
部
分
の
検
討
）
と
大
粒
粒
子
の
観
察
結
果
（
主
に
胎
土
の
混
和
材
部
分
の

検
討
）
の
い
ず
れ
も
が
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
（
塩
基
性
寄
り
）

と
異
な
る
結
果
を
得
た
資
料
は
な
か
っ
た
。

　

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
南
関
東
周
辺
の
表
層
地
質
の
一
般
的
な
特
性
と
異
な
る

傾
向
を
示
し
た
四
点
は
、
い
ず
れ
も
大
粒
粒
子
の
観
察
で
は
南
関
東
周
辺
の
表
層
地

質
の
一
般
的
な
特
性
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
7
、
8
は
、
蛍
光
X
線
分
析
の
結

果
、
一
部
の
元
素
の
含
有
量
に
酸
性
寄
り
の
特
性
と
は
矛
盾
す
る
特
性
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
異
な
る
特
性
の
材
料
が
混
合
さ
れ
た
可
能
性
が
予
想
さ
れ
た
が
、
大
粒
粒

子
の
観
察
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
俄
然
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。
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四　

考
察

　

胎
土
分
析
に
供
し
た
十
三
点
は
、
い
ず
れ
も
南
関
東
の
表
層
地
質
の
特
性
と
一
致

す
る
特
性
を
示
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
先
に
実
施
し
た
称
名
寺
貝
塚
出
土
土
器
（
横

浜
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
所
蔵
分
）
の
胎
土
分
析
の
結
果
と
も
よ
く
調
和
す
る
も
の
と

い
え
る
（
建
石
・
河
西
・
新
免
・
降
幡
二
〇
一
六
）。

　

9
は
破
片
資
料
で
あ
る
た
め
文
様
構
成
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
本
資
料
群
の
中
で

も
「
西
か
ら
来
た
」
可
能
性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
。
本
資
料
は
、二

段
の
J
字
状
の
文
様
が
や
や
左
右
の
間
隔
を
狭
く
し
て
描
か
れ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
、
称
名
寺
式
第
三
段
階
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
。
一
方
、
文
様
描
出
に
は
称
名
寺
式
の
初
期
に
観
察

さ
れ
る
手
法
の
特
徴
―
太
く
深
い
沈
線
や
そ
れ
に
伴
う

内
面
の
突
出
、
節
の
細
か
い
縄
文
等
―
を
残
し
て
お
り
、

西
日
本
方
面
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
型
式
学
的
特
徴

を
持
つ
。
こ
の
よ
う
な
資
料
の
胎
土
分
析
の
結
果
が
大

枠
で
他
の
資
料
と
同
様
の
在
地
的
な
傾
向
を
示
し
た
こ

と
は
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
1
、
7
に
は
鉄
系
赤
色
顔
料
が
塗
布
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
期
初
頭
は
日
本
列

島
に
お
い
て
水
銀
朱
利
用
の
開
始
期
に
あ
た
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
関
東
に
お
け
る
当
該
期
の
水

銀
朱
使
用
例
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
西
日
本
に
型
式
学
的
な
故
地
を
も
つ
中
津
式
系

土
器
に
知
ら
れ
る
（
第
4
図
、
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四

な
ど
）。
こ
れ
ら
は
土
器
あ
る
い
は
顔
料
が
西
日
本
か
ら

三　

赤
色
顔
料
の
材
料
調
査

（
1
）
分
析
方
法

　

縄
文
時
代
に
利
用
さ
れ
た
赤
色
顔
料
は
ベ
ン
ガ
ラ
（F

e
2 O

3

）
と
水
銀
朱
（
辰
砂

HgS

）の
二
者
が
知
ら
れ
る
。
資
料
が
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
器
面
（
外
面
）
の
赤
色
部
と
、
顔
料
の
付
着
が
認
め
ら
れ
な
い
内
面

等
の
胎
土
に
つ
い
て
定
性
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

分
析
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光
X
線
分
析
（
非
破
壊
法
）
を
用
い
た
。
測
定

条
件
を
以
下
に
示
す
。

　

分
析
装
置
：
エ
ダ
ッ
ク
ス
製
蛍
光
X
線
分
析
装
置
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ⅲ
、
線
源
タ
ー
ゲ

ッ
ト
：
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）、
管
球
（
電
圧
：
三
〇
kV　

電
流
：
一
〇
〇
µA
）、
X
線
照

射
径
：
五
〇
µm
φ
、
測
定
雰
囲
気
：
真
空
、
測
定
時
間
：
三
〇
〇
秒
。

　

赤
色
部
の
分
析
に
際
し
て
は
、
機
器
に
備
え
ら
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
の
画
像
観
察

に
よ
り
、
X
線
照
射
範
囲
に
赤
色
部
が
多
く
含
ま
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
。

（
2
）
分
析
結
果

　

各
資
料
の
赤
色
部
と
胎
土
の
蛍
光
X
線
ス
ペ
ク
ト
ル
図
を
第
5
図
に
示
し
た
。

　

通
常
、
土
器
胎
土
は
一
定
量
の
Fe
を
含
む
が
、
1
、
7
は
赤
色
部
と
胎
土
の
Fe
お

よ
び
Si
の
含
有
量
（
カ
ウ
ン
ト
数
）
の
比
に
優
位
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。
水
銀
朱
の

主
成
分
で
あ
る
Hg
、
S
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
資
料
の
赤
色
部
も
ベ
ン

ガ
ラ
等
の
鉄
系
赤
色
顔
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
2
は
赤
色
部
と
胎

土
の
Fe
含
有
量
比
に
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
水
銀
朱
の
主
成
分
で
あ
る

Hg
、
S
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
赤
色
部
は
胎
土
の
酸
化
状
態
の
違
い
等
、
鉄
系
赤

色
顔
料
に
関
わ
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

分
析
結
果
の
概
要
を
第
2
表
に
示
し
た
。

第 4図　水銀朱の塗布が確認された緑川東遺跡出土中津式系土器
（株式会社ダイサン編 2014 より）
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称名寺貝塚採集土器（番号は第2図による）

東京都緑川東遺跡 敷石遺構 SV1出土土器（株式会社ダイサン編 2014 より、一部改変）

番号：1

番号：2

番号：7

第 5図　称名寺貝塚採集縄文土器および緑川東遺跡出土土器の蛍光X線スペクトル図（赤色部と胎土の比較）
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搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
1
、
7
は
文
様
構
成
、
文
様
描
出
技
法

等
を
見
て
も
称
名
寺
式
の
初
期
の
特
徴
は
失
わ
れ
て
お
り
、
関
東
地
方
で
の
製
作
技

法
に
よ
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
緑
川
東
遺
跡
出
土
中
津
式
系
土
器

に
は
水
銀
朱
が
利
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
称
名
寺
式
の
本
資
料
群
に
は
中
期
以
前

か
ら
関
東
地
方
で
利
用
さ
れ
て
い
る
鉄
系
赤
色
顔
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

当
該
期
の
土
器
製
作
者
と
材
料
調
達
の
相
関
、
人
の
動
き
や
物
資
の
交
換
、
地
域
間

関
係
等
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
今
後
は
周
辺
地
域
も
含
め
て
事
例

蓄
積
を
お
こ
な
い
、
さ
ら
に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

本
研
究
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
河
西
学
氏
、
石
井
寛
氏
、
高
橋
健
氏
、
玉
田
芳

英
氏
、
二
宮
修
治
氏
、
新
免
歳
晴
氏
お
よ
び
称
名
寺
式
土
器
研
究
会
の
皆
様
に
多
く

の
ご
教
示
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
当
館
所
蔵
の
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
の
う
ち
、縄
文
土
器
に
つ
い
て
は
千
葉
（
二
〇
一
五
）
で

報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
土
器
の
型
式
学
的
検
討
等
の
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
筆
者
ら
の
近
年
の
研
究
（
た
と
え
ば
建
石
・
降
幡
二
〇
一
四
）
で
は
、
胎
土
中
の
主
成
分
八
元

素
に
、
産
地
分
析
の
際
に
有
効
な
指
標
元
素
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

（
Sr
）、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
（
Rb
）、
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
（
Zr
）
の
微
量
成
分
三
元
素
を
加
え
た
十
一
元

素
の
組
成
を
検
討
し
て
き
た
。本
研
究
に
お
け
る
分
析
条
件
で
は
微
量
成
分
三
元
素
の
定
量
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
主
成
分
八
元
素
の
定
量
に
よ
る
検
討
を
お
こ
な
う
。

（
3
）
横
浜
市
周
辺
に
同
様
の
特
性
を
も
つ
粘
土
等
が
全
く
産
出
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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縄
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川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
考
古
資
料
―
林
國
治
氏
、
小
林
小
三
郎

氏
旧
蔵
の
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
―
」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
（
人
文
科

学
）』
第
四
十
二
号　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館



一
資
料
紹
介
一

【
要
旨
｝

中
世
の
関
東
で
は
緑
泥
片
岩
で
造
ら
れ
た
武
蔵
型
板
碑
が
広
く
流
通
し
た
。
中

世
の
神
奈
川
県
域
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
分
布
は
県
の
東
部
に
多
く
、
西
に

行
く
に
し
た
が
っ
て
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
箱
根
町
、
南
足
柄
市
、
小
田
原
市

な
ど
の
県
西
部
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
六
年
二
九

五
二
に
県
の
西
端
に
位
置
す
る
山
北
町
で
、
多
数
の
武
蔵
型
板
碑
が
出
土
し
て

お
り
、
武
蔵
型
板
碑
の
流
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

そ
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
は
神
奈
川
県
内
の
板
碑
分

布
の
概
要
を
述
べ
、
山
北
中
学
校
遺
跡
の
板
碑
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

｛
キ
ー
ワ
ー
ド
一

武
蔵
型
板
碑
緑
泥
片
岩
製
板
碑
山
北
中
学
校
遺
跡
河
村
氏

山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
武
蔵
型
板
碑
に
つ
い
て

鳥

居

和

郎

切
り
込
み
を
入
れ
、
塔
身
の
中
央
に
供
養
の
対
象
と
な
る
仏
像
や
種
子
、
そ
の
下
方

に
願
文
、
造
立
趣
旨
、
年
紀
な
ど
の
銘
を
刻
む
。
板
碑
の
大
き
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
大
型
の
も
の
か
ら
二
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
小
型
の
も
の
も
あ
る
が
、
五

（

２

）

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
が
多
い
。

（

３

）

旧
武
蔵
国
域
で
確
認
さ
れ
た
武
蔵
型
板
碑
は
五
万
基
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
が
、
周
辺

の
地
域
を
加
え
る
と
そ
の
数
は
さ
ら
に
多
く
、
中
世
に
造
立
さ
れ
た
板
碑
の
総
数
は

ど
の
位
に
な
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
生
産
量
の
多
さ
と
と
も
に
造
形

的
に
も
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
武
蔵
型
板
碑
は
わ
が
国
の
板
碑
の
代
表
的
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
域
の
板
碑
で
は
、
数
量
と
し
て
は
武
蔵
型
板
碑
が
一
番
多
く
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
分
布
は
一
様
で
は
な
い
．
大
ま
か
に
い
え
ば
県
東
部
は
多
い
が
、
西
部
は

少
な
く
、
特
に
相
模
川
以
西
で
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
、
本
県
西
端
に
位
置
す

る
山
北
町
で
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
二
に
複
数
の
武
蔵
型
板
碑
が
出
土
し
て
い

易
で
、
ま
た
、
緑
色
の
色
彩
は
美
し
く
、
こ
の
点
で
も
信
仰
具
に
適
し
て
い
た
。
平

成
二
六
年
、
埼
玉
県
小
川
町
に
あ
る
武
蔵
型
板
碑
の
石
材
採
掘
や
板
碑
型
へ
の
加
工

を
行
っ
て
い
た
下
里
・
青
山
板
碑
製
作
遺
跡
が
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。

に
中
世
の
代
表
的
な
信
仰
関
係
の
石
造
物
と
し
て
全
国
各
地
で
造
ら
れ
た
。
関
東
地

方
で
は
埼
玉
県
の
秩
父
地
方
や
比
企
郡
小
川
町
な
ど
で
産
出
す
る
緑
泥
片
岩
で
造
ら

（

１

）

れ
た
武
蔵
型
板
碑
と
い
う
形
式
の
も
の
が
多
く
、
関
東
一
円
に
流
通
し
た
。

た
武
蔵
型
板
碑
と
い
う
形
式
の
も
の
が
多
く
、
関
東
一
円
に
流
通
し
た
。

は
じ
め
に

武
蔵
型
板
碑
の
形
は
板
状
の
石
材
の
頭
部
を
山
形
に
作
り
、
そ
の
下
部
に
二
段
の

緑
泥
片
岩
は
板
状
に
剥
離
す
る
性
質
が
あ
る
た
め
板
碑
型
へ
の
加
工
が
比
較
的
容

板
碑
と
は
板
状
の
石
材
で
作
ら
れ
た
卒
塔
婆
で
、
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
な
ど
と
共
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最
初
に
神
奈
川
県
域
に
分
布
す
る
板
碑
と
石
材
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

本
県
で
製
作
さ
れ
た
板
碑
は
「
相
模
型
板
碑
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
武

蔵
型
板
碑
の
よ
う
に
定
型
的
な
形
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
箱
根
山
周
辺
で
産
出
す

る
安
山
岩
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
板
碑
を
総
称
す
る
も
の
で
、
用
語
と
し
て
は
甚
だ

暖
昧
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
安
山
岩
の
中
で
も
、
小
田
原
市
根
府
川
周
辺

で
産
出
す
る
根
府
川
石
製
の
も
の
は
、
石
質
に
特
徴
を
持
つ
た
め
区
別
す
る
こ
と
が

多
い
。
県
外
の
石
材
と
し
て
は
、
黒
雲
母
片
岩
製
の
常
総
型
板
碑
、
緑
泥
片
岩
製
の

武
蔵
型
板
碑
が
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
石
材
ご
と
の
使
用
状
況
を
簡
単
に
述
べ
て
み
る
。

た
の
で
あ
る
。
文
献
史
料
の
少
な
い
中
世
の
山
北
地
方
や
同
地
を
支
配
し
た
河
村
氏

に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
武
蔵
型
板
碑
の
流
通
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資

料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

当
館
で
は
、
本
年
二
月
、
特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文

（

４

）

化
Ｉ
」
を
開
催
し
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
の
展
示
を
行
っ
た
が
、
会
場
の

制
約
も
あ
り
武
蔵
型
板
碑
は
二
基
の
展
示
に
と
ど
ま
っ
た
。
本
稿
で
は
資
料
の
重
要

性
に
鑑
み
て
、
現
在
、
確
認
で
き
る
山
北
中
学
校
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
板
碑
を
破
片

を
含
め
紹
介
を
お
こ
な
い
た
い
。
な
お
、
本
文
末
尾
に
そ
れ
ら
の
目
録
を
掲
げ
た
。

（
１
）
根
府
川
石

小
田
原
市
根
府
川
周
辺
で
産
出
す
る
安
山
岩
で
板
状
節
理
を
持
つ
。
鎌
倉
時
代
末

か
ら
南
北
朝
時
代
に
板
碑
の
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
現
在
で
も
石
碑
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
根
府
川
石
製
の
板
碑
は
、
現
在
、
六
基
確
認
さ
れ
て

（

５

）

お
り
、
い
ず
れ
も
小
田
原
市
域
に
伝
来
、
あ
る
い
は
出
土
す
る
た
め
、
き
わ
め
て
地

｜
神
奈
川
県
域
の
板
碑
の
分
布
と
武
蔵
型
板
碑

域
的
に
展
開
し
た
板
碑
と
い
え
る
。
製
作
時
期
は
居
神
神
社
の
文
保
元
年
二
三
一

七
）
銘
が
最
も
古
く
、
小
田
原
城
御
用
米
曲
輪
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
康
永
元
年
二

三
四
二
）
銘
が
最
も
新
し
い
。

整
形
が
施
さ
れ
た
板
碑
の
中
で
も
大
型
の
も
の
は
、
徳
治
三
年
二
三
○
八
）
銘

の
鎌
倉
市
長
谷
寺
の
宝
筐
印
塔
陽
刻
板
碑
で
、
全
高
は
お
よ
そ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
あ

る
。
全
体
を
丁
寧
に
板
状
に
整
形
し
、
塔
身
に
は
宝
筐
印
塔
が
レ
リ
ー
フ
さ
れ
て
い

る
。
長
方
形
の
塔
形
と
と
も
に
陽
刻
で
表
現
す
る
方
法
は
当
時
盛
行
し
て
い
た
武
蔵

型
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

南
足
柄
市
沼
田
の
西
念
寺
に
は
、
武
蔵
型
板
碑
の
特
徴
を
も
つ
鎌
倉
時
代
末
期
か

ら
南
北
朝
時
代
と
み
ら
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
が
あ
る
。
頭
部
は
山
形
で
、
二

段
の
切
り
込
み
を
入
れ
、
そ
の
下
に
額
部
を
表
現
し
た
印
刻
線
を
持
つ
。
確
認
で
き

る
高
さ
は
七
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
基
部
の
幅
は
三
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
で

あ
る
。

（
２
）
安
山
岩

箱
根
山
な
ど
で
産
出
す
る
安
山
岩
を
板
碑
の
石
材
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
、
も

と
も
と
板
状
の
石
材
で
は
な
い
た
め
板
状
に
整
形
し
て
利
用
し
た
も
の
や
、
自
然
石

に
近
い
も
の
ま
で
様
々
な
形
の
も
の
が
あ
る
。

前
述
し
た
二
基
ほ
ど
の
大
き
さ
は
な
く
小
型
の
も
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
市
長
谷
寺

に
は
五
輪
塔
を
陽
刻
し
た
も
の
が
二
基
あ
る
。
ま
た
、
山
北
中
学
校
遺
跡
か
ら
も
形

状
が
似
る
大
日
如
来
の
種
子
を
陰
刻
し
た
板
碑
が
出
土
し
て
い
る
（
図
７
）
。

あ
ま
り
加
工
を
施
さ
ず
、
自
然
石
に
近
い
石
材
を
利
用
し
た
板
碑
で
比
較
的
大
型

の
も
の
と
し
て
は
、
小
田
原
城
内
に
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
時
代
と
み
ら
れ
る
大
日
一
尊

種
子
板
碑
が
建
つ
〈
石
材
の
産
地
は
箱
根
山
周
辺
と
さ
れ
る
）
。
ま
た
、
小
型
の
も
の

と
し
て
居
神
神
社
、
玉
伝
寺
な
ど
に
は
安
山
岩
の
扁
平
な
河
原
石
に
五
輪
塔
を
線
刻
、
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（
４
）
緑
泥
片
岩
（
武
蔵
型
板
碑
）

石
材
の
産
地
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
神
奈
川
県
内
で
確
認
さ
れ
る
板
碑
の

中
で
は
数
量
的
に
最
も
多
い
が
、
そ
の
分
布
は
多
摩
川
の
流
域
で
あ
る
川
崎
市
域
や

（

７

）

横
浜
市
域
に
多
く
、
西
部
に
行
く
に
従
っ
て
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
武
蔵
型
板

碑
の
流
通
に
は
多
摩
川
の
舟
運
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
鎌
倉
市
域
に
も
多
い
が
こ
れ
ら
は
海
運
に
よ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府

が
所
在
し
て
い
た
た
た
め
武
家
の
館
や
寺
院
が
多
く
、
そ
れ
に
と
も
な
い
板
碑
の
造

立
数
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
県
内
分
布
の
板
碑
は
、
地
元
の
石
材
で
あ
る
箱
根
周
辺
の
安
山
岩
を

使
用
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
数
量
的
に
は
少
な
く
そ
の
分
布
も
限
ら
れ
て
い
る
。
数

量
が
多
い
の
は
緑
泥
片
岩
製
の
板
碑
だ
が
、
西
に
行
く
に
従
っ
て
そ
の
数
が
減
る
の

は
、
そ
の
重
量
が
流
通
の
障
壁
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
黒
雲
母
片
岩
（
常
総
型
板
碑
）

筑
波
山
麓
の
黒
雲
母
片
岩
で
作
ら
れ
た
板
碑
で
、
横
幅
の
あ
る
四
角
形
の
も
の
が

多
い
が
、
神
奈
川
県
域
に
は
武
蔵
型
を
模
し
た
形
の
も
の
も
あ
る
。
鎌
倉
市
五
所
神

社
に
あ
る
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
年
紀
を
も
つ
倶
利
伽
羅
不
動
板
碑
。
ま
た
、
同

市
の
光
明
寺
に
あ
る
年
紀
銘
は
判
読
し
が
た
い
が
五
所
神
社
の
も
の
と
同
時
期
と
さ

れ
る
阿
弥
陀
種
子
板
碑
な
ど
で
、
本
県
内
で
の
流
通
量
は
少
な
い
。

（

６

）

ま
た
は
陽
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。

安
山
岩
は
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
な
ど
の
石
材
と
し
て
の
利
用
は
多
く
、
そ
の
製
品

は
関
東
一
円
に
展
開
し
た
が
、
板
碑
に
造
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
板
状
に
加

工
す
る
工
程
が
必
要
と
な
る
た
め
、
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
二
六
年
、
神
奈
川
県
山
北
町
の
山
北
中
学
校
の
校
舎
建
築
に
と
も
な
う
山
裾

の
削
平
工
事
の
際
、
中
世
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
記

録
類
は
存
在
し
な
い
が
、
複
数
の
板
碑
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
五

輪
塔
や
宝
筐
印
塔
、
ま
た
瀬
戸
・
渥
美
・
常
滑
・
猿
投
窯
の
蔵
骨
器
が
と
も
に
出
土

し
た
。
板
碑
の
内
、
一
基
は
大
日
如
来
の
種
子
が
陰
刻
さ
れ
た
安
山
岩
製
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
緑
泥
片
岩
製
の
武
蔵
型
板
碑
で
、
い
ず
れ
も
折
損
や
欠
損
が
あ
る
が
、
塔

身
に
彫
ら
れ
た
種
子
か
ら
み
る
と
確
認
で
き
る
も
の
は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ

プ
（
四
○

板
碑
と
と
も
に
出
土
し
た
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
は
近
隣
の
種
徳
寺
（
山
北
町
山
北
）

（

８

）

に
移
設
さ
れ
て
お
り
、
五
輪
塔
の
水
輪
部
を
数
え
て
み
る
と
五
四
基
分
あ
る
た
め
、
か

な
り
の
規
模
の
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

山
北
中
学
校
遺
跡
に
つ
い
て
、
昭
和
三
二
年
二
九
五
七
）
に
山
北
地
方
の
文
化

財
調
査
を
お
こ
な
っ
た
赤
星
直
忠
氏
は
、
正
応
四
年
二
二
九
二
銘
の
二
基
、
乾

（

９

）

元
二
年
（
一
三
○
二
）
銘
の
一
基
を
銘
文
の
概
略
と
と
も
に
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
。
日

野
一
郎
氏
は
、
『
足
柄
乃
文
化
』
第
七
号
で
板
碑
と
と
も
に
遺
跡
の
概
要
を
紹
介
さ
れ

た
が
、
赤
星
氏
の
調
査
同
様
に
、
発
見
当
時
の
記
録
が
な
く
、
出
土
資
料
も
散
逸
し
、

し
か
も
発
見
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
た
時
期
で
の
執
筆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

遺
物
の
紹
介
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、
板
碑
研
究
の
蓄

積
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
時
代
の
た
め
か
、
遺
物
の
紹
介
は
蔵
骨
器
が
中
心
で
、
板

碑
に
つ
い
て
は
、
乾
元
二
年
銘
と
正
応
四
年
銘
の
武
蔵
型
板
碑
、
そ
し
て
安
山
岩
製

の
鎌
倉
時
代
末
期
と
さ
れ
る
板
碑
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他
の
板
碑
に
つ
い
て

（

皿

）

は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
渡
辺
美
彦
氏
は
、
『
板
碑
の
総
合
研
究
２
地
域
編
』
で
神
奈

川
県
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
中
で
山
北
中
学
校
遺
跡
の
武
蔵
型
板
碑
二
基
、
安
山
岩
製

二
山
北
中
学
校
遣
跡
の
武
蔵
型
板
碑
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（

Ⅱ

）

板
碑
一
基
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
山

（

ｕ

）

北
町
史
』
史
料
編
で
は
「
山
北
中
学
校
遺
跡
」
の
項
で
板
碑
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
遺
跡
の
概
要
説
明
が
中
心
で
、
板
碑
は
破
片
を
除
き
主
要
な
作
例
の
図
版

は
掲
載
さ
れ
た
が
、
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
銘
文
や
法
量

な
ど
の
基
本
的
な
情
報
が
割
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
刊
行

物
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

板
碑
の
中
で
年
紀
銘
が
確
認
で
き
る
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
最
古
の
も
の
は
目

録
番
号
１
の
正
応
四
年
銘
で
あ
る
。
身
部
に
は
天
蓋
の
下
に
蓮
台
に
乗
る
主
尊
の
阿

弥
陀
如
来
の
種
子
を
、
そ
の
両
脇
に
は
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子
が
彫
ら
れ
る
。

種
子
の
彫
り
も
堂
々
と
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の
板
碑
の
特
徴
が
良
く
出
て
い
る
。
ま

た
年
紀
銘
に
加
え
て
観
無
量
寿
経
の
偶
文
の
一
部
が
確
認
で
き
る
。
上
部
と
下
部
に

折
損
が
見
ら
れ
る
の
は
惜
し
ま
れ
る
．

他
に
造
立
年
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
目
録
番
号
３
，
４
の
乾
元
二
年
銘

で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
い
ず
れ
も
塔
身
の
上
部
と
下
部
が
欠
失
し
、
主
尊
部
も
現
状
で

は
確
認
で
き
な
い
が
、
３
に
つ
い
て
は
脇
侍
と
し
て
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子

が
見
え
る
た
め
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
４
に
つ
い
て
脇
侍

の
右
側
に
あ
た
る
部
分
に
観
音
菩
薩
の
種
子
が
あ
る
た
め
、
主
尊
に
阿
弥
陀
菩
薩
の

種
子
を
戴
く
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
板
碑
は
同
年
の
二

月
と
三
月
の
同
じ
日
に
ち
に
造
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
趣
旨
で
造
立
さ
れ
た
と
み

ま
た
、
年
紀
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
比
較
的
完
形
に
近
い
姿
を
残
す
も
の
は

目
録
番
号
２
の
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
る
。
塔
身
の
中
央
部
で
斜
め
に
折
損
し

て
い
る
が
、
中
央
に
蓮
台
に
乗
る
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
、
そ
の
下
に
脇
侍
と
し
て
や

は
り
蓮
台
に
乗
る
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
種
子
を
刻
む
。
造
立
銘
、
趣
旨
銘
な
ど

ら
れ
る
。

は
彫
り
が
浅
い
た
め
判
読
で
き
な
い
。

目
録
番
号
７
は
緑
泥
片
岩
製
で
は
な
く
、
安
山
岩
系
の
石
材
を
使
用
し
た
大
日
一

尊
種
子
板
碑
で
あ
る
。
身
部
に
は
大
日
如
来
の
種
子
が
陰
刻
さ
れ
る
。
本
品
は
素
朴

な
表
現
な
が
ら
武
蔵
型
を
模
し
た
山
形
の
頭
部
と
二
条
線
を
持
ち
、
こ
の
板
碑
の
造

立
に
関
わ
っ
た
人
々
が
武
蔵
型
を
板
碑
の
典
型
と
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
箱
根
山
周

辺
の
安
山
岩
を
使
用
し
た
板
碑
は
県
内
で
数
点
見
ら
れ
る
が
、
本
品
は
そ
れ
ら
と
は

（

過

）

異
な
る
石
質
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
石
材
の
産
地
が
確
定
で
き
る
と
相
模
国
西
部
の

板
碑
流
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
例
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
板
碑
に
は
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初

頭
の
年
紀
銘
が
あ
り
、
年
紀
が
確
認
で
き
な
い
そ
の
他
の
板
碑
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
も

の
と
み
ら
れ
る
。
武
蔵
型
板
碑
の
生
産
期
間
か
ら
み
る
と
、
比
較
的
前
期
の
も
の
で

（

Ｍ

）

あ
る
。
ま
た
、
流
通
の
面
か
ら
み
て
も
、
あ
る
程
度
の
数
量
が
出
土
し
た
遺
跡
と
し

て
は
西
限
に
位
置
す
る
と
い
え
る
。

中
世
の
山
北
は
河
村
郷
と
い
い
、
波
多
野
荘
（
現
神
奈
川
県
秦
野
市
域
）
を
本
領

と
し
た
波
多
野
遠
義
の
子
、
秀
高
が
地
名
を
姓
と
し
て
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
が
、

文
献
史
料
か
ら
河
村
氏
の
活
動
を
伝
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
野
一
郎
氏
も

（

喝

）

指
摘
さ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
山
北
で
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
墓
地
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
河
村
氏
以
外
存
在
し
な
い
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
板
碑
は
河
村
氏
の
信
仰

や
経
済
、
ま
た
、
中
世
の
山
北
を
考
え
る
上
で
文
献
史
料
の
欠
を
補
う
貴
重
な
資
料

群
と
い
え
る
。

主ニ
ニ
ロ（
１
）
現
在
、
最
古
の
武
蔵
型
板
碑
は
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
の
年
紀
を
持
つ
阿
弥
陀
三
尊
を
刻
ん

だ
図
像
板
碑
（
須
賀
広
板
碑
・
埼
玉
県
熊
谷
市
江
南
）
と
さ
れ
る
。
神
奈
川
県
内
で
は
寛
元
二

年
（
一
二
四
四
）
の
年
紀
銘
を
持
つ
阿
弥
陀
如
来
橦
子
板
碑
（
横
浜
市
青
葉
区
鴨
志
田
町
）
で
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（
７
）

（
５
）

（
８
）
「
山
北
町
史
、
史
料
編
、
原
始
・
古
代
・
中
世
」
、
二
○
○
○
年
、
「
山
北
中
学
校
遺
跡
」
の
項

に
は
、
日
野
一
郎
「
中
世
墳
墓
の
一
形
態
ｌ
相
模
山
北
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
墳
墓
群
ｌ
」
の

あ
る
。
武
蔵
型
板
碑
の
造
立
は
十
四
世
紀
の
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
そ
の
後
、
若
干
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
次
第
に
減
少
し
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
造
立
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

特
別
展
図
録
「
板
碑
」
の
解
説
、
埼
玉
県
立
博
物
館
、
昭
和
五
十
七
年
。

埼
玉
県
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
下
里
・
青
山
板
碑
製
作
遺
跡
の
指
定
に
関
す
る
発
表
資

料
、
平
成
二
六
年
。

特
別
展
「
石
展
ｌ
か
な
が
わ
の
歴
史
を
彩
っ
た
石
の
文
化
ｌ
」
主
催
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物

館
、
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
。
会
期
平
成
二
八
年
二
月
六
日
～
三
月
二
七
日
。

根
府
川
石
製
の
板
碑
に
つ
い
て
は
、
「
小
田
原
市
史
」
通
史
編
、
原
始
・
古
代
・
中
世
「
第
二

節
相
模
型
の
板
碑
」
の
中
で
斉
藤
彦
司
氏
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
二
基
新
た
に
発

見
さ
れ
た
（
⑤
⑥
）
。
①
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
大
日
一
尊
種
子
板
碑
、
居
神
神
社
。
②
元

亨
二
年
（
一
三
二
二
）
阿
弥
陀
一
尊
種
子
板
碑
、
居
神
神
社
。
③
建
武
元
年
（
一
三
三
川
）
、
阿

弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
小
田
原
駅
西
方
の
吉
橋
付
近
出
土
）
。
④
建

武
五
年
（
一
三
三
八
）
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
、
宝
金
剛
寺
。
⑤
康
水
元
年
（
一
三
四
二
）
大

日
一
尊
種
子
板
碑
、
御
用
米
曲
輪
遺
跡
出
土
。
⑥
年
未
詳
、
種
子
不
明
板
碑
、
御
用
米
曲
輪
遺

跡
出
土
。
以
上
が
根
府
川
石
製
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
田
原
市
史
一
で
根
府
川
石
と
さ
れ
た
「
小

跡
出
土
。
以
上
が
根
府
川
石
製
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
田
原
市
史
』
で
根
底

田
原
城
吐
公
園
板
碑
」
は
、
安
山
岩
で
は
あ
る
が
根
府
川
石
で
は
な
い
。

前
掲
（
５
）
と
同
じ
。
四
○
九
頁
「
五
輪
塔
刻
の
自
然
石
板
碑
」
参
照
。

当
該
地
域
の
自
治
体
史
に
記
載
の
あ
る
泥
片
岩
製
板
碑
の
数
量
を
以
下
記
す
。
た
だ
し
、
銘
文

を
中
心
と
し
た
史
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
、
完
形
に
近
い
も
の
か
、
破
片
で
あ
る
か
不

明
。
厚
木
市
域
で
は
六
四
件
（
破
片
を
含
む
）
、
平
塚
市
域
で
一
四
基
、
伊
勢
原
市
で
破
片
の

み
、
二
宮
町
で
一
基
、
小
田
原
市
域
で
二
基
で
あ
る
。
相
模
川
以
西
で
は
内
陸
部
の
厚
木
市
域

を
除
き
、
組
織
的
な
流
通
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
根
府
川
石
製
や
安

山
岩
製
の
板
碑
が
比
較
的
多
い
小
田
原
市
域
で
は
、
緑
泥
片
岩
製
板
碑
は
板
橋
の
両
覚
院
に
貞

和
四
年
二
三
四
八
）
銘
の
破
片
、
室
町
時
代
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑
が
、
「
小
田

原
市
史
一
編
蟇
時
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
が
、
伝
世
品
で
は
な
く
移
入
品
の
可
能
性
が
あ
る
と

原
市
史
』
編
蟇
峠

の
こ
と
で
あ
る
。

記
述
を
採
用
し
「
五
輪
塔
は
少
な
く
と
も
二
一
基
」
と
す
る
が
、
種
徳
寺
に
あ
る
水
輪
の
数
と

合
わ
な
い
。
一
二
基
は
完
形
の
石
塔
の
数
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
山
北
中
学
校
遺
跡
出
土
の
石

塔
と
と
も
に
橦
徳
寺
周
辺
に
所
在
し
た
五
輪
塔
の
残
欠
な
ど
を
安
置
し
た
た
め
数
量
が
増
加

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
９
）
赤
星
直
忠
「
山
北
埋
蔵
文
化
財
と
民
俗
資
料
」
『
神
奈
川
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
二
四
集
、

一
九
五
八
年
。
赤
星
氏
は
「
正
応
四
年
銘
」
を
二
基
、
「
乾
元
二
年
銘
」
を
一
基
と
さ
れ
て
い

る
が
、
年
紀
と
員
数
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
ｍ
）
日
野
一
郎
「
中
世
墳
墓
の
一
形
態
ｌ
相
模
山
北
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
墳
墓
群
ｌ
」
『
古
代
」
第

二
四
・
二
五
合
併
号
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
一
九
五
七
年
。
『
足
柄
之
文
化
」
第
七
号
、
昭

和
三
八
年
に
再
掲
、
「
足
柄
之
文
化
」
第
三
十
五
号
に
再
々
掲
載
。

（
皿
）
坂
詰
秀
一
編
『
板
碑
の
総
合
研
究
２
地
域
編
」
柏
書
房
、
一
九
八
三
年

（
岨
）
前
掲
（
８
）
と
同
じ
。

（
昭
）
神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
山
下
浩
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
Ｍ
）
前
掲
（
２
）
と
同
じ
。
武
蔵
型
板
碑
の
造
立
は
十
四
世
紀
の
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
そ
の
後
、

若
干
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
次
第
に
減
少
し
千
七
世
紀
初
頭
に
は
造
立
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

（
妬
）
前
掲
（
蛆
）
と
同
じ
。
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山
北
中
学
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
板
碑

11 10 9 8
庁

イ 6 5 4 3 2 1

板
碑
破
片
（
三
点
）

板
碑
破
片

板
碑
破
片

板
碑
破
片

大
日
一
尊
種
子
板
碑

主
尊
不
詳
板
碑
（
阿
弥
陀
三
尊
種
子

板
碑
力
）

主
尊
不
詳
板
碑
（
阿
弥
陀
三
尊
種
子

板
碑
力
）

主
尊
不
詳
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

阿
弥
陀
三
尊
種
子
板
碑

名

称

確
認
で
き
な
い

未
詳

未
詳

乾
元
二
年
二
三
○
二
）

乾
元
二
年
（
一
三
○
二
）

未
詳
正
応
四
年
（
一
二
九
二

年

紀

四
五
四
八

六
七
・
五

二

七

一
一
」
、

｜
｜
｜
ノ

八
四
・
五

一

ノ、
一

ノ、

七
且一

ノ、

一
七
・
○

一

二

九

・

○

×

三

二

七○ ○ 八 ○ 五

縦

×

横

×× × × × × ×

三

二

×

三

三二

×

＝

二

一
一
一
一

一
九
・
七

~七
二二

三二~ 二
○
・
○

’
七
・
○

夕へ、

cm
、一一〆

戸、

Lノ五 五八 ○ 二 二

安
山
岩
製
。

塔
身
下
部
の
大
部
分
を
欠
失
。
破
片
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
８
は

本
碑
の
一
部
で
あ
る
。

塔
身
上
部
・
下
部
欠
失
、
右
に
観
音
の
種
子
が
あ
る
た
め
、
阿
弥
陀

三
尊
種
子
板
碑
と
み
ら
れ
る
。

＊
主
尊
部
と
左
側
の
脇
侍
は
欠
失
す
る
。
左
側
の
脇
侍
の
蓮
台
は
残

り
、
右
側
に
観
音
の
種
子
（
サ
ク
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
尊
は

阿
弥
陀
の
三
尊
種
子
板
碑
で
あ
ろ
う
。

塔
身
の
上
部
・
下
部
欠
失
。

塔
身
の
上
・
下
部
欠
失
、
主
尊
は
脇
侍
か
ら
判
断
し
た
。

＊
塔
身
の
上
部
が
欠
失
し
主
尊
は
不
明
で
あ
る
が
、
脇
侍
か
ら
名
称

を
判
断
し
た
。

塔
身
の
中
央
で
斜
め
に
折
損
、
塔
身
の
下
部
右
側
欠
失
。

＊
三
尊
の
下
部
に
造
立
趣
旨
な
ど
の
三
行
の
銘
文
が
か
す
か
に
見
え

る
が
判
読
は
で
き
な
い
。

塔
身
の
山
形
上
部
欠
失
、
塔
身
下
部
欠
失
、
中
央
で
斜
め
に
折
損
。

同
一
の
板
碑
の
破
片
で
あ
る
か
確
定
は
で
き
な
い
。

石
質
な
ど
か
ら
６
の
破
片
と
み
ら
れ
る
。

備

考
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鎌
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図1 阿弥陀三尊種子板碑正応四年（一二九一）子板碑
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（
キ
リ
ー
ク
）
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）
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（
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）

（
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応
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9

蝿
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夢
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弛
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呼
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蒔
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鼻
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零
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姉
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侭
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図4主尊不詳板碑（部分）乾元二年（一三○二） 図3阿弥陀三尊種子板碑（部分） 乾元二年（一三○二）

右
志
者
為
慈
父
聖
霊

八

乾
元
二
年
三
月
十

往
生
極
楽
也
Ｅ

（

サ

ク

）

（
キ
リ
ー
ク
）

（

サ

）

志
為
、
Ⅱ
Ｕ
十

乾
元
二
年
二
月八

日

（
無
景
力
）

□
口
往
生
極
楽
也

－142－



図7大日一尊種子板碑鎌倉時代 図5主尊不詳板碑（部分） 鎌倉時代

（
サ
ク
）

□
口
五
年
八
月

□

※石質から図6と図8は同一の板碑とみられる 図6．主尊不詳（阿弥陀三尊種子力）板碑（部分）鎌倉時代
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図8板碑破片（6の破片）図10板碑破片

図11 板碑破片（三点） 図9板碑破片
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三二~五 四
÷

ノ、七八九
~~

「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
人
文
科
学
」
編
集
等
に
関
す
る
規
程

~~

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

人
文
科
学
』
（
以
下
、
『
研
究
報
告
』
）
を
、
毎
年
次
に
一
号
発
行

す
る
。

考
古
・
歴
史
・
美
術
・
民
俗
な
ど
の
専
門
的
研
究
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
『
研
究
報
告
』
は
発
行
す
る
。

『
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
当
館
研
究
活
動
推
進
会
議

内
に
編
集
委
員
会
を
設
け
る
。
編
集
委
員
は
、
学
芸
部
長
及
び
学
芸

員
若
干
名
で
構
成
す
る
。

編
集
委
員
会
は
『
研
究
報
告
』
の
編
集
作
業
を
行
い
、
研
究
活
動
推

進
会
議
か
ら
館
長
に
報
告
す
る
。

執
筆
す
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
当
館
学
芸
員
並
び
に
編
集
委
員
会

が
認
め
た
者
と
す
る
。

掲
載
す
る
原
稿
の
種
類
は
、
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介

と
す
る
。

研
究
論
文
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
査
読
を
行
う
。

査
読
は
、
外
部
の
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
を
含
む
二
名
以
上
の

査
読
委
員
を
も
っ
て
行
う
。

査
読
委
員
は
、
編
集
委
員
会
が
適
任
と
判
断
す
る
者
を
人
選
し
、
館

長
が
委
嘱
す
る
。

「
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
別
途
、
査
読
や
執
筆
に
係

る
内
規
を
館
長
が
定
め
る
。
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